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此

■版
緊
隹
大

'方の
屢
を
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泛
し
ぅ
し
た
が
、

1の
拇
密
な
る
罾
、
改
銳
の
手

i 

て
今
や
そ
の
树
を
咏
し

.、換备
に
し
て
$

に
兇
ゆ
る
に 

至
つ

?:
.°
元
ょ
り
こ
れ
、
歷
雜
劫
に
於
て
開
諝
彐
十
年
、
 

秘
琢
に
成
琢
を
證

^
-
1
る
球
玉
の
夂
字

0金
9.
1、
I明
快 

な
る

iを
以
て
、.1̂

仁
る
經
系
の
松

を̂
艰
：き 

BげU

る

®̂'
0經顏
を
本
質
的
に
究
め
、

.：經
：
^
-
の
蕋 

^
^究^
^せ：ん
辜5す、
經
；®、
■法學
、
社
#
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の
獲
は
勿
論
？
中
震

W纏
試
験
、

.高芡
誠
_

々
の

i
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iにど
つ
て
無U

の

I街
と

Iる
0
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.
,

脛
濟
史
家
と
し
て

iに
鳴
，る
！

H±.
快
心
の
新
薪

0上市
ょ 

ヵ
明
治
期
に
茔
名
我
が
脛
濟
思
想
の
髑
系
を

1し
、
特
に
，
 

.

德
川
期
續
い
で
明
治
期
の
糊
濟
思
想
の
翊
海
を
迪
る
や
、
0 

細
奪

、̂
肝
代
黎
明
期
に
於
け
る
經
濟

1
_
1
..を
究 

明
心
て
餘
す
と
こ
ろ
な
く
、

.その
該

H'
)な
る
兄
献i?

殺
を

a 

..
て
座
右
の
堆
き
古
文
！

®̂4
縦
横
に
役
使
し

"
&K4
な
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fを
以
て
各
時
代
の
陘
濟
思
想
を
詳
細
に
觥
例
す
る
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而
も
行
又
平
易
、
一
度
び
待
を
！

i

く
や
、
こ
の
五
行
岚
に
餘 

る
大
荖
を

1氣に
請
破
せ
し
め
、

.快心
の
窜
、
円
裏
を
打
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た
し
め
す
に
搭
か
な
い

o

間
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寺
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錢
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送
料
一
八
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徒
に
多
數
缪
茁
を
し
て

fな
き
を
唧
た
し
め
て
ゐ
た
經
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の
苺
礎
數
學
手
引
書

01睃
經
濟
顼
象
の
科 

究
が
叫
何
に
■敷
缪
に
依
存
す
る
こ
矣
な
る
か
は
一
度
び
經 

4拽の
門
に
人
れ
る
何
人
も
知
を
と
こ
ろ

0
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i
は
經
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と
數
瓔
と
の

iを
第
一
渉
ょ
り
賊
切
に

.指■せる
も
の

o 

夂̂
栂
め
て
：个
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、
間
々
丽
白
き
贸
例
を
引
用
し
つ
、
、
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字

>
.
符
殺
の
？：：
ょ̂
り
は
じ
め
て
穡
分
法
に
及
ぶ
、
諸
群
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り
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£
.
な
き
數

i
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^
^
は
る
べ
く
"
や
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て
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蓝
經
濟
協
同
體
を
硏
究
す
る
た
め
に
は
、
現
在
に
お
い
て
、‘、低
猓
の
顯
著
な
傾
向
と
し
て
の
ブ

a
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フ
ク
經
濟

r

般
に
つ
い
て
の
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究
が
、
こ̂
に
先
行
し
な
け
れ
ば
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ぬ'?.
そ‘
の
理
由
は
、
取
煎
鮏
濟
協
同
儷
が
現
に
進
行
せ
ん
と
し
つ
、
あ
る
槽
成
體
で
あ
る
と
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時
に
、
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に
お
い
て.更
ら
に
邊
展
し
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"
売
成
せ
ら'る
1
も
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諸
國
の
意
圇
を
參
照
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
し
"

ま
た
世
界
の
經
驗
と
意
圖
と
か
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導
き
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さ
れ
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卩
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濟
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原
理
と
も
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濟
が
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に
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し
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四

I一 
九
-一
ル
尔〕

に
お
け
る
戰
爭
參
加
國
の
經
濟
機
權
ひ
變
化
，
並
：に
こ
れ
に
服
應
し
て
、
起
っ
た
諸
他

• 

- 

■ 

• 

.

の
國
々
に
お
け
る
經
濟
的
變
化
。
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ニ

•
.
世
界
戰
爭
龅
に
そ
の
後
の
經
濟
的
發
展
か
ら
必
然
的
に
發
矩
し
た
世
界
經
濟
恐
慌(

一
九
ニ
九
年
以
後〕

お
よ
びv

そ
の
諸
結
艰

■に對
す
る
對
應
策

。
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' 

■

,

第
一
の
世
撂
戰
爭
が
、巨
大
な
消
耗
戰
爭
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で

Vな
い
。
從
っ
て
、
こ
の
戰
郇
の
結
弗
、
交
戰
國
の
經
濟

.は、

戰&

經
濟
へ
と
編
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
經
濟
に
對
す
る
巨
大
な
變
化
で
あ
る
。
こ

.れは
、
三

.つの
，方
酣
に
お
い
て
現
は
れ
て
：

Q
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。

-
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,
v
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の
必
要
上
、製
而
に
對
す
る
高
價
格
が
與
へ
ら
れ
、

’從っ
て
利

_が
]-
1大
な
額
に
登
り
、

«本
の
集
中
に

ま̂
が
懸
け
ら
れ
た
。
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•資谕
な
ど
の
關
係
に
お
い
て
、
國
家
の
指
揮

•監督
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
、
大
で
ぁ
っ
た
。
こ
れ
に
ょ
つ
て
、
經
濟
に
對
す
る
國
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家
千
渉
は

1段と
進
皞
せ
ら
れ
：た
の
で
ぁ
る

:«
戰
時
經
濟
機
柳
の
編
肩
が

/.
:
'
減
制
馨
濟
ま
た
：は
計
畫
經
：濟
と

は̂
れ
：る
靡
由
は
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.、-に存
す

.る
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以

K
,
の

.
^
ぅ
な
觀
：點
か

1
て
、
世

#大
戰
が
經
濟
上
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
，
極
め
て
道
大
で
劃
期
的
な

1の
で
：ぁ
；つ
た
じ

.とは

.い 

ふ
ま
で
も

い̂
。
わ
か
し
な
が
ら

*世
猓
戰
爭
そ
の
も
；の
の
み
が

1か
く
の
ど
>
き
變
化
ゼ
經
濟
に
及
ぼ
し
た
と
考
へ
る
こ
知 

施
の
誹
を
；脫
：れ
得
な

^
011
1
-:#
戰

中̂

に̂
ぞ
め
^
に
お
ぃ
そ
エ

自
由
主
義
が
、

.變改
を
受
け
來
つ
た

.こと
は
、：
.事
で
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る
が >' 
そ
の
淵
源
は
-
な

m-
-遠
^

y

に
ぁ
る
と
同
時
に
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V
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戰
争
以
前iT

お
け
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經
濟
的
自

莱̂
義

0:
1分
的
萠
瓌
が
：、
衡
界
戰
爭
を
招
來
し
：た
經
濟
的
原
因
で
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と
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へ
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れ
は
、
世
坭
戰
爭
以
前
に
お
け
る
獨
占
資
本
生
義
び
成
立

ぁ̂
：る

0
;
資
本
电
義

.は
-:
:%商業
^
:主義
，と
：し
で
、
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.
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六

•十七
.世紀〕

に
お
い
て
、
國
家
の
經
濟

4活
，に
對
す
る
千
渉
政
策

:*
し
：て

0,
マ
ナ
ヵ
ン
テ
ィ
リ
ズ

^

で
鈥
り
、

の̂
商
業
資
本
主
義
に
杈
げ
る
生
產
カ
の

.發展
が
エ
業

»:
:私
主
義
に
發
展
し

>
.
_
1

的
尤
量
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路
擴
大
の
必
要
上
、
國
內
に
お
け
る
經
濟
的
自
中
壬
義

0:
要
求

_どな
り
、更

.ら.にエ
業
的
技
術
の
薇
，明
&

聘
に
ょ
る
丁
ー
業
革
命
の
結
果 

と
し
て
、
國
外
販
路
の
大
资
張

.を必
要
と
す
、る
に
至
っ
て
、

'自
11
1通
商
主
齋
の
理
論
沢
坐
れ
た
。

‘、し'れら
の
經
過
は
、
ィ
ギ
リ
ス
罾
ホ 

主
義
の

“現實
的
講
に
從
っ
だ
も
の
で
が
る

o 

.
即
ち「

世
界
の
工
場」

と
し
て
の
，ィ
ギ
リ
ス

'*
本
主
義
の
必
要
が
、
經

n的
主

義

の
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ッ
ク
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濟
の
本
質
お
ょ
び
そ
や
發
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そ
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.(六
九
六〕

、
理
論
と
實
踐
と
を
生
ん
だ
の「

で
あ
る
ノ
： 

' 

■ 

, 

:

民
族
主
義(
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム)

の
經
濟
政
策
を
採
用
し
た
。
し
か
る
，
•に、
諸
國
に
お
け
る
輕H

業
の
發
展
は
、
へ

H

業
機
械
の
坐
產
を
大 

規
模

.に必
要
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
輕H

業
を
維
持
す
る

.と.とも
に
、
重

-

H

業
へ
のH

業
の
轉
化
が
行
は
れ
る
。
こ
の
重
エ
業 

の
發
展
に
お
い
て
は
ニ
っ
の

..
顯
著
な
現
象
が
現
は
れ

.̂
。

■•
.

:

,
:

第
一

■重工
業
生
産
は
、
輕
エ
業
也
產
に
對
し
て

、
' 
生
產
設
備
の
規
模
を
大
き
く
す
る
の
必
要
が

'あり
、
從
っ
て
、
生
產
資
本
の
苴 

•大化
を
招
來
す
る

。
，

.

.第二
輕H

業
生
産
品
は
い
日
常
消
耗
品
を
そ
の
，主
體
と
す
る
が
故
に
、
そ
の
观
路
の
開
拓
は

.比較
的
容
易
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
 

重H

業
生
産
品
は
、
ま
づ
工
業
の
存
莅
を
前
提
と
す
る
た
め
に
.、
販
路
も
輕
工
業
生
產
舶
の
や
ぅ
に
容
易
に
開
和
す
る
と
と
が
出 

來
な
い•

そ
の
た
め
に
、殊
に
對
外
的
に
は

"(
じ
輕
エ
業
ま
た
は
諶

1業
の
，#
展
の
た
め
の
ほ

*ま
た
は
砠
罾
を
必
要
と
す
る
。 

.(

ニ

}重工
業
生
產
品
の
供
輪
は
、
從
っ
て
投
資
ま
た

.は長
期
ク
レ

.デッ
ト
の
形
態
に
ょ
っ
て
！

b

は
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
輕 

.工業
坐
產
品
の
や
ぅ
に
、
單
方
る
貿
為
關
係
を
も
っ
て
終
る
も
の
で
は
な
く
、
投
資

•長期
貸
化
に
對
す
る
監
督
•保
證
を
必
要
と 

ず
る
に
至
る
。

-

、

•
こ

Q
fは、
國
內
に
お
い
て
は
、
資
本
並
に

I

I中
と
しV.
現
は
れ
、
從
っ

.て、‘H

誓
對
す
る
銀
行
資

f 

I

I
大 

に
す
る
。
即
ち
從
來
銀
行
は
、
商
業
銀
行
と
し
て
、
短
期
資
金
融
通
に
中
心
，點
を
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
い
ま
や
、
銀
行
業
務
‘に
お
い

て
：は
企
業
に
對
す
る
投
資
が
優
勢
化
す
る

i
り
、
銀
行
§
企
業
支
配
の
程
度
备
進
せ
し
め
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
命
融
資
本
の
優
位
で 

あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
獨
占
資
本
主
義
が
形
成
せ
ら
れ
る

。
.

. _■

國
外
に
對
し
て
は
、H

作
機
械

•運輸
關
係
製
品
め
販
寶
が
、長
期
貸
付
ま
た
ち
投
資Q

議
を
と
る
た
め
に
*
貸
付
相
手
國
ま

た

は
 

投
資
領
域
國
に
對
す
る
他
證0

要
求
と

;̂
つ
て
現
は

^1
る
。
こ
の

.保證
は
、
そ
の
領
域
を
自
國
の
政
洽
的
壩
カ
下
に
遛
く
場
合
が
、
最 

も

§*
?
と
せ
あ
る

\の
.で、
，他
國
ま
た
は
他
國
領
域

.の保
譴
國
化
が
行
は
れ
、

.進ん

.では
自
國
領
土
へ

0編
入
と
な
り
、
そ
の
植
民
地 

と
な
.る
場
合
が
あ
る

-;
°か
や
ぅ
な
程
度
に

•まで
進
ま
な
い
と
し
て
彩
、
投
資
地
政
權
，に
對
す
る
干
渉
ま
た
は
勢
力
職
圃
ひ
設
定
が
問
題 

に
な
る
傾
向

'̂
あ
る
。
植
，
活
動
は
、
、商
業
資
本
注
：

g

時
代
の
植
民
制
度

.

(

コ

.口
1
1
ァ
ル

/«
シ
ス
テ
ム)

に
お
ハ
て
見
ら
れ
る
沿
象
で
あ 

る
が
：
獨
占
資
本

•注'義.の時
代
に
お
い
，て
は
ノ
そ
れ
.が
一
曆
計
畫
的
恒
常
的
な
も
の
と
し
て
行
は
れ

‘る。
獨
占
資
本
主g

時
代
に
お
い 

:

_
識
養

观̂

や̂

«氓
她
め

'
_
雙
：讀

»
-
^
贫

激̂

_義
_有
务̂

队̂
奴

^

.
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’
世
界
戰
银
に
，お
，け
る
經
濟
的
原
因
は

_、そ
れ
ま
で「

世
界
，の
エ
場」

と
し
て

-世
种
經
濟
に
お
け
る

f
的
優
位
を
持
つ
て
ゐ
た
と
こ 

*0

の
イ
ギ

•

リ
へ
ス
賓
本
主
義
に
對
し
て
、
ド
イ
ツ
資
木
塵
が
、
世
界
の
あ
ら
ゅ
る
地
域
杧
お
い
て
、
そ
の
馨
を
激
化
し
、
そQ

販
路 

池
に
投
資

>
0獲得
の
た
め
に
、S

ろ
い
ろ
，

Q

政
治
的
エ
作
を
な
し
たQ

で
、あ
を
。
即
ち
ド
イ
ツ
は
第
十
九

^gQ

終
末
に
、
出
取
的 

_

家
と
し
て
世

#政
治
の
馨I,

に
登
り
、
ビK

-;
マ
ル
少
時
代
か
ち
の
國
內

fs
實(

ョ
丨a

ッ
バ
に
お
げ

‘る政
治
的
優
位
の
確
保)

て
ょ 

つ

.て、
實
カ
を
蓄
へ
、
力
イ
ゼ
ル

•ウイ
ル
へ
ル_

ム
ニ
徙
の
治
下
に

.おい
て
ヽ
植

^
^家と
し
て
の
活
動
を
間
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
ぞ 

ブ
ロ
ッ
ク
！

の̂
本
，質
お
ょ
び
そ
の

‘發展
■

’
 

.
 

五

.(

4、u
v

)



、

ブ
ロ
ッ
ク
鍇
濟
の
本
質
知
ょ
び
そ
の
發
展
，
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.
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■

の
活
動
が
、：
世
界
植
民
國
家
と
し
て
の
ィ
ギ
リ
ス
の
利
害
と
相
反
す
る
•に
，至
っ
た
0、
か
く
て
、
こ
の

'ニ大
世
界
國
家
と
し
て
の
英
•觸
に

' 
' 

i 

,

.對す
る
衞
星
的
國
家
が
、
そ
の
各
々
の
陣
營
に
•馳
せ
參

.じて
、
旅
界
戰
维

.が惹
起
せ
ら
れ
た
こ
と
は

•、.周知
の
通

{で
あ

‘る。
.
.
'

.

.

.

.

こ
の
國
內
經
濟
の
發
股
と
、
そ
の
對
外
的
進
出
の
過
程

1お
い
て
、
，經
濟
的
自
申
王
義
は
、
狳

'に
止
揚
せ
ら
れ
っ
、
あ
っ
た
。
經
濟 

的
自
讪
主
義
は
、
工
業
資
木
主
義
の
過
程
に
お
い
て

'
.
そ
の
頂
點

.に達
し
た

.とこ
る
の
經
濟
觀
で
あ

' 
政
策
で
あ
っ
て
、
自

li
l競
#

... 

こ
.
.
.
.
.
-

.•

.■
■.'
ぐ
,.
.'■
. 

.

.

.

. 
, 
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.
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と
い
ふ
要
素
は
、
.あ
る
意
味
に
お
い
て
は 

>

資
本
'
主
_

全
般
を
通
じ
て
0

特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
最
も
荷
カ
に
作
用
七
，た
の 

は
、H

業
資
本
主
義
で
あ
っ
て
、
金
®

資
本
主
義
ま
た
は
工
業
資
木
.
主
義
の
段
階
に
お
い
て
は
、
い
は
ゆ
る
不
完
金
競
爭
が
行
は
れ
る 

‘

の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
競
爭
の
制
限
は
，、
經
濟
自
體
に
お
け
る
獨
^

の
作
用
で
あ
.
る
デ
ヵ
>

テ
ル
*

>

ラ
ス
ト
.コ
ン
ツ
ヱ
ル

.

.

.
■.
.:'•
:

•

■:
■
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.
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.
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.

.

て
、
政
治
權
力
を
結
び
っ
：
る̂
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
殊
に
經
濟
の
海
外
發
展

.に際
し
て
は
、
こ
の
何
肉
を
特
に
見
る
。
如
く
て
、 

經
濟
と
政
治
と
の

'結合
は
、
第
十
九
世
紀
末
か
ら
の
特
姝
的
現
象
で
あ
る
と
い
认
得
る
で
あ
ら
ぅ
'。

'

,

か

\る
特
質
を
持
っ
た
資
本
主
義
の
衝
突
が
、
世
撂
戰
睜
と
な
っ
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
タ
從
っ
て
世
界
戰
#'
-
を
通
じ
て
の
經
濟
機 

構
の
變
化
は
、
こ
の
獨
占
資
本
主
義
の
本
質
に
線
に
沿
ふ
て
ゐ
る
。
こ
の
時
期
を
契
機
と
し
て
經
濟
的
自
由
生
義
の
熱
力
が
.*
,
一
 
僭
弱 

■めら
れ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
し
か
し
、
戰
爭
は
、經
濟
的
原

.因な
く
し
て
は
起
り
得
な
い
。
こ
の
戰
带
の
原
因
と
な
っ
た
も
の

.が、

こ
パ 

:

'
- 

- 

, 

- 

- 

- 

- 

- 

ノ

英
•獨
に
お
け
る
獨
占
資
本
生
義
の
發
展
で
あ
っ
た
.
。
し
•か
る
に
戰
筚
が
一
旦
勃
發
す
る
に
至
り
、
そ
0

規
模
が
、從
來
の
戰
備
の
蓄
稂 

を
越
べ
て
ゐ
る
が
ご
と
き
場
合
に
は
、
翳
爭
は
逆
に
經
濟
に
影
響
t

及
ぼ
し
、
經
濟
機
糨
の
改
變
を
す
ら
要
請
す
'
る
場
合
が
あ
る
。

li
t

界
戰
郇
に
お
い
て
ノ
從
來
の
經
濟
的
自
由
主
義
が
、

.

1

層
そ

.の勢
力
を
弱
め
ら

.れた
の：

は
、
こ

の
理
出
に

:i
る

.ので
妙
る
。
へ 

.世界
戰
爭
は
、
と

0
.
意
味
に
お
い
て
、

.經濟
觀
に

.

1

の
變
：谈
务
齎

し̂
浪

の̂

#:
あ
名
が
、
そ
れ
は

.，；
れ̂

0勃
發
を
條

#:
づ

.け：た 

と
こ
ろ

S
史
的
震
の

I

s

i

t
こ
と
は

' い
ふ
ま
で
も
な
い

o.謂

變
改
の
最
近
に
.お
け
る
出
發
點
と
見
％
が
ら
、
.資
本
中
：義
の
本
質
と
、
そ
の
-發
M
に
お
け
る
特
殊
牲
.と
を
論
じ
た
の
'は
、
：そ
れy

よ
つ 

て
、
經
濟
觀
ま
た
は
經
濟
.機
構
改
變
の
歷
史
性
を
認
，識
し
得
る
と
考
べ
た
か
ら
で
あ
り
.>
且
つ
戰
啡
を
一
つ
の
孤
立
的
現
象
と
見
る
こ 

と
が
認
識
不
足
.で
あ
る
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
'.
0

. 

_ 

:

.

に

：，
.
:
，.

'

.

.

.

 ̂:-へ 

3 

^

-世
.界
太
谶
；の
：五
ダ
年
に
宜
：：：る
窜
事
的
經
，销
編
龙
は
、
そ
<2
>

を
懸
狀
灰
:°
:#
に
ャ
國
袭
濟
選
：時^
要
0
た
_
癬
欺
せ
ら
れ
養
で
含
：も^-
^
*-
薷
產
業
藍
げ
^

は
異
常
な
も
の
が
.あ
つ
た
。
か
く
の
ご
と
き
*
戰
時
に
お
け
る
偏
向
的
‘變
改
だ
け
で
も
-
そ
れ
を
舊
時
の' 
狀
，態
杧
復
歸
せ
し
め
る
こ
と 

は
困
難
で
あ
る
。
IM
-

.L
'
て
、
こ
の
戰
時
的
編
成
亦
、
單
に
工
業
の
規
模
に
.お
い
て
の
み
で
は
な
く
、
原
料
•資
金
•勞
働
•配
給
組
織
に
茧
. 

る
ま
で
に
及
，ん
で
ゐ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
れ
は
資
本
主
義
の
よ
り
高
.い
，政
階
に
經
濟
坐
活
を
押
し
進
め
る
こ
と
はr

確
實
で
あ
つ
た
。 

そ
し
て
、
そ
れ
は
資
本
主
義
に
杓
在
ず
る
，矛
盾
を
、

一
層
激
發
せ
し
め
る
て
と
と
な
つ
た
の
で
'■あ

る
。

.

.丨

,

世
报
戰
部
の
結
果

.iして
、
世
界
的

顯̂
著
な
變
化
が
、
次
の

.やぅ

.に起
づ
，て
ゐ
る

.
0 

\

一
、
中
歐
諸
國
の
政
治
的
崩
瓌
。
ド
ィ
ツ
•
オ
ー
ス
ト
リ
ア
王
國
•
ト
ル
コ
.の
■政
.治
的
崩
墩
で
あ
る
。
と
れ
ち
の
諸
國
は
、V

各
々
そ
の 

プ
n
ッ
，ク
經
濟
の
本
質
お
よ
び
そ
の
發
展 

.

、

‘

. 

、

-
七

、
六
t
九)



ブa 

?ク經
濟
の
本
貴

>ょ
び

.そ©-
發
展 

八

C

七

o
o

)

丨

.領土
を
、
こ€

、•

戰
爭
の

•ため
に
失
ひ
、
ま
た
は
自
國
領
に
新
ら
し
，い
國
家
の
成
立
を
見
て
ゐ
る
。
そ
の
結
报
と
し
セ
、そ
れ
ぞ
れ
、

, 

• 

' 

' 

,

.その
經
濟
的
勢
力
を
失
つ
て
ゐ
：る
。 

^

一一、
ロ
シ
ア
共
齑
革
命
。

.ロ
シ
ア
に
は
大
戰
末
に
革
命
が
勃

•發し
た
。1

九
ブ
七
华
ニ

に̂
お
け
る
ヶ
レ
，
ン
ス
.キ
ー
政
府
の
成
立
か

'ら
、
同
年
十
月
，に

'おけ
る
レ

1
1
1
ン

(D
.ソウ
ヱ
ー
ト
政
府
の
成
立
に
至
つ
て

'ゐる
。
く
の
レ

I
I

il

ン
政
權
は
、
幾
多
の
內
亂
妝
に 

外
的
干
渉
が
あ
つ
た

.忆も
枸
ら
ず
、
束
命
的
勞
働
者
階
級
の
獨
裁
と
し
て
の
國
家
形
態
を
形
成
し
、
.社
會
虫
義
國
家
と
な
つ
今 

「

こ
の
こ
と
に

.ょつ
て
、
世
猓
陸
地
の
六
分
め 
一4

世
界
人
ロ

の

十
分
の
一
と
が
、
資
本
主
義
の
世
界
か
ら
消
失
し
た
。

;
1
汶
植
民
地
：お

び̂
毕
猶
爲
地
滷

«:
顏
多
產
業

.：や邊
屈
ザ

:-
«界
戰

:̂̂
_汰
％̂
^
^

 

, 

，に
.多
忙
で
ふ
つ
て
、そ
の
平
和
工
業
品
，の
販
路
で
あ

.る植
妈
地
ま
た
は
半
植
兒
地
に
對
し
て
、商
品
を
供
給
す
る
こ
と
が
困
雛
で
あ
 ゝ

つ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

.第一
に
、
植
民
地
ま
た
は
年
、植
：

g

她
に
お
い
て

1輕
工
業
の
發
股
の
條
件
を
與
へ
、
そ
の
妈
族
資
本 

の
勃
興
に
寄
與
し
た
。

.第一一、

に
、
交
戰
國
以
外
，の

H
m國は
、

か

，
つ
て
.先進h

業
國(

.世界
大
戰
に
お
げ
る
交
戰
國)

の
膨
路
と
し 

て
の
植
民
地
ま
た
は
半
植
代
地
に

.»
そ

.のエ
業
生
產
物
を
供
給
ず
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
販
路
の

«カ
を
訐
り
、
ま
た
は
從
來
の
投
資 

.範
圍

を

し

た

？
こ
れ
が
後
に
、
植
段
地
ま
た
は
半
植
民
地
の
問
題
，と
し
て
、
植
妈
觚
自
體
に
お
い
て
は
、

.尻族
運
動

し̂
て
丨

’ 

展
關
し
、
先
猶
資
本
主
義
國
の
問
題
と
し

.ては
，
植
民
地
舭
に
半
植
民
地
問
題
の
調
盤
ま
た
は
分f

の
現
象
と
し
て
現
は
れ
た
.の 

で
あ
る

。

.

'四、
ァ
メ
リ
カ
合
衆
國

*日本
の
經

.濟的
勃
與
。
ァ
メ
リ
、カ
合
衆
國
は
、そ
の
始
め
戰
爭
に
參
加
し
な
か
っ
た
が
、
裉
需
品
の
供
給
に

.

よ
つ
て
、
大
き
な
利
益
，を
獲
得‘し
た
6
匕
の
’利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
遂
に
大
戰
末
期
に
戰
郇
に
參
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
ア
メ 

，リ
カ
は
、
こ
の
戰
卬
を
通
じ
て
、
從
來Co
.債
務
國
か
ら
愦
權
國
へ
、

：

農
業
國
か
らH

業
國
へ
，進
展
し
た
。
加之
、
ア
メ
リ
カ
合
衆 

國
の
.獲
得
し
た
利
益
は
、
世#
金
融
市
場
の
中
心
と
し
て
の

n

ン
.ド
'ン
を
、
一

1

.ュ
ゥ
•ョ
ー
,
ク

に

移
し
た
ほ
ど
で
あ
つ' ^
:

U
.か
く
て
、 

、合
衆
國
は
、‘世
坭
外
交
お
よ
び
經
濟
に
お
け
る
指
禅
的
勢
力
た
る
に
豸
つ
た
。

.
H本は
、
大
戰
當
初
か
ら
參
戰
し
た
が
、
戰
時
屮
に
お
け
る
利
益

.は百
大
で
あ
，り
、
未

#有
の
好
況
を
經
驗
し
た
。，
こ
仉
に
よ
つ 

て
、

-國
內
資
本
の
充
實
が
計
ら
れ
た
ば
か
げ
で
な
く
、
支
那
大
陸(

現
在
の
滿
洲
國
並
に
中
箠
民
國〕

へ
の

.發展
が
な
さ
れ
た
。
日 

.木に
お
け
る

«ボ
主
義
.ば
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
猶
占

.資本
主
義
の
段
階
に
達
し
た
と
か
は
れ
て
ゐ
る
。

か
く
の
ご
と
き
諸
事
情
は
、
世
界
經
濟
に
大
き
，な
影
響
を
與
へ
た
。
從
來
佌
界
經
濟
の
指
镇
的
勢
力
と
し
て
の
ィ
ギ
リ
ス
資
本
主
義

.

.し.

.

.
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-■:ぃ
■ 

-
■.
.■:
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'
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.
:
-
.
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:
.
:
.
.

」

'■.■;
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•■.
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.'.
.
-
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.
'•
"I
.
:
.
..
:

、'.
-
;;'
;
;
;
,
'

.'
l''
.

-

v

:

.

.

ゾ.

.'
;■■

■
■■

..'
 

■
■.
へ'
-：
,

.

.
:
'

'.
■.

は
、戰
時
に
お

■いて
は
後
退
し
、戰
後
に
お
い
て
は
、
從
來
の
勢
力

.の挽
囘
に
忙
し
い
袱
態
で
あ
つ
た
。
世
界
戰
爭
に
よ
る
國
際
經
濟
事 

情
の
變
化
は
、
こ
の
戰
爭
に
よ
つ
て
後
退
を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ

.た諸
國
と
、進
屁
を
見
た
諸
國
と
の
世
界
經
濟
の
舞
毫
に
お
け
る
鬪
铆
と 

な
ウ

’て現
は
れ
た
。
ィ
ギ
リ
ラ
フ
ラ
ン

'スタ
メ
リ
カ
合
衆
國

•日
本
な
，ど
の
列
强
桢
、
戰
後
に
，お

.ける
經
濟
的
闘
爭
に
從
事
し
た
由 

勢
力
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
植
民
地

•また
は
半
植
民
地
と

v>
は
れ
る
領
域
に
お
い
て
行
は
れ
た

.ので
あ
る
。

'

參
戰
諸
國
並
に
、
：：軍
需
谒
供
給
國
ど
レ
て

0:
.日本
.1
合

衆

_

等

啐

お

歲

て

は

沒

-.

...-' 

.

-

.
 

-;■.
 

- 

- 

-

.-
■,
 

... 

- 

■ 

■ 

. 

:!
 

- 

-
■-
■ 

... 

_ 

.. 

, 

.

■.
- -■

. 

- 

. 

- 

- 

- 

- 

- 

\ 

. 

. 

.

:

た
。
旣
に
戰
爭
が
終
焉
し
た
の
み
で
愈
ぐ
、
五
年
の
長
き
に一

且
る
戰
爭
は
*
，世
界
ー
般
に
平
和
を
希
求
す
名
風
潮
を
生
じ
、
軍
備
縮
小 

が
企
圖
せ
ら
る
X
に
.至
.つ
た
。
戰
敗
國
と
し
.て
の
'ド
ィ
ツ
の
ご
と
き
は
'ヴ

ヱ
ル
^

ィ
.ユ
條
約
に
よ
つ
■て
、軍
：備
の
胁
限
を
受
け
る
に
苗 

, 

ブ
ロ
ッ
ク
'經
濟
め
本
質
.お
よ
び
，そ
の
發
展 

！ 
‘ 

•
九

(

七
0
.
1

)



扉

調

13
i

^

1 

ぎ

j讀
ト 

f
f

,

ブ

0ッ
ク
經
濟
の
本
質
お
よ
び
.そ
の
發
展

' 

一
〇

•
ヽ

J
0 ニ) 

つ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
、
こ
れ
ま
で
獲
に
擴
大
せ
ら
れ
た
軍
需
品
工
業
は
、
縮
少
：せ
ら

f
か
、

.平，和
‘產®
の
轉
換
が
行
は
れ
ざ
る 

t得
な
い
。
こ
の

*轉換
は
、

.短時
ロ
を
も
つ
て
す
る
亡
と
は
ノ
殆
如
ど
不
可
能
で
あ
つ
て
、

一
年
乃
五
ニ
年
の
期
間
を
必
要
と
す
る
。 

戰

©
'
終
了
後
に
お
い
て
、
各
國
に
お
い
て
、
勞
働
者
の
中

‘に失
業
者
が
發
生
し
た
こ
と
は
勿
論
で

t
、
こ
れ
らQ

もQ

と
'.戰
時
戕 

後
を
通
じ

-て
.のィ
ン
フ
レ
！
シ

.日ン
は
、
中
間
階
級
を
沒
落
.せ
し
め
た
• 

°,
か

Xる
狀
態
に

.對し
て
.、
世
界
戰
铜
中
に
為
け
る
デ
モ
ク
ラ 

”シ
:1
:'
0宣
^
,
社
''
:
:

シ
；ゲ
：
:̂
>け
る
革
命

^

祉
會
問
題
に
^

つ
て
、

困

難

を

感

じ

つ

、
あ
，つ

た

こ

と

は

、

當

然

、の

こ

と

と

い

は

ね

，ば
な

>
ら
ぬ
？
か>

 

る
諸
問
題
を
證
す
る
エ
當
つ 

て
は
、
當
然
そ
の
經
濟
の
建
て
© :

し
が
'
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

•、
 

_-

.六

.
■
,

*
‘
• 

：

■

經
濟
的
建
て
直
し
の
た
め
に
垛
用
せ
ら
れ

.た政
集
は
、民
族
生
義(

ナ
シ
ョ
チ
リ
ズ
ム)

の
そ
れ
で
あ
つ
た
。
外
國
に
對
し

て

自

國

の

坐
 

產
カ
を
護
る
た
め
に
は

、

.

關
税
障
壁
：に
よ
る
保
護
政
策
を
採g

せ
：ね
.ば
な
ら
ぬ
6
,ま

.た_國

.の.生産
品
の
販
路
を
恢
復
し

* .旗
大
す
る 

た

.め1€
-は
.他國
の
關
我
障
ぼ
を

.乘り
越
へ
る
だ
け
の

®廉
な
價
格
を
作
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
、
.に
合
理
化
の
過
程

現̂
は
れ
、
銜
外 

ダ
ン
ビ
ン
グ
の
方
法
が
採
用
せ
ら
れ
，る
。

.かく
の
ご
と
き
關
税
障
壁
と
ダ
ン

.ビン
グ
に
よ
つ
て
、
護
ら
れ
た
一
國
组
產
力
は
、
ま
す
ま 

す
發
展
の
ー
路
を
地
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ぅ
だ

.とす
れ
ば
、
關
税
障
壁
と
ダ
ン
ビ
ン
グ
と
の
賢
部
は

-止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
。
か

く

ベ

關

離

f
ダ
ン
ピ

f
 

I力
t
展

I
懸

爾

：：
そ
：
l
g
^

.合
理
化
と
ダ
ン
ビ
ン
グ
と
國
內
復
興
に
よ
つ

^
VぞQ:

繁
榮

■
妨

奢

^
今 

し
か
も

、
ド
イ

ッ
の
合
理
化
經
濟
が
、

.アメ 

I合
衆

_
ド
イ
ツ
雙

Kよ
：る
人
爲
的
手

I
よ

I
促

霞

. 

. 

• 

#
-
. 

•
' 

• 

• 

-

ァ

>.
-
1力合
衆
國
は
、マ
类
の

3:
業

的

部

門

：
に
；
お
：
：
い

て

；
は

、
，
世

棵

戰

带

に

：よ

劣

富

や

? 

' 

.

.

.

. 

•
•
• 

- 

: 

. 

• 

• 

- 

• 

j
.
s
.
i 

C

 

.

'
. 

.
 
.
.
...
.
.
. 

: 

• 

• 

. 

.

.

.

.

學
的
規
格
統
一
、に
よ
つ
て
、
繁
榮
經
濟
を
誇
つ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
世
猓
戰
驴
中
に
、
そ
の
银
庫
力
を
離
迆
せ
し
め
た
農
業
部
門
に

.お'

 ̂
:■ 

■ 

■ 

■
■

/
■
*
■ 

-
-
-
-
- 

■
■ 

:
. 

,
 

.
 

» 

■ 

. 

■ 

-
ノ
 

..■

. :■'
 

■
■ 

.
-
.

い
て
は
、
戰
後
旣
に
崩
壞
の

.危機
を
孕
ん
で
ゐ
た
。
日
本
は
、大

IE
九
年
の
パ
，一

〖

.ック
に
よ
，つ

.て、世
界
戰
维
中

0.好
景
氣
を
終
焉
せ
し

, 

1 

.

.

. 

-

Ki
.
.
. 

.

.

. 

,

\'
.

め
V

景
氣
の
下
り
坂
を
示
し
た
こ
と
は
、
'

こ
、
に
い
ふ
ま
で
4

な
い
し
、
大
正
十
ニ
年
-<
7

)

關
來
大
震
災
が
>

:

と
.
れ
.
に
加
は
つ
て
、
ニ
脎 

不
利
な
狀
態
'
に
■置
か
れ
、，.

.

こ
の
.
間

ヮ

シ

ン

，
ト
シ
#

顏
.に
お
け
る
英
來
'
の
和
_壓
.

.

に
よ
つ
て
、'

,

政
治
的
に
後
退
す
.
る
.
と
.

^

も
に
、
.
大
戰
中
に
.

- 

•
•
■

-
.
.

 

.パ
 

i

 

.

.

.

發
展
し
た
亥
那
に
お
い
て
も
ノ
ィ
ギ
リ
ス
資
本
の
抑
腿
と
支
那
玫
猴
運
動
と
の
ニ
踅
の
不
刺
益
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

世

#戰
爭
に
お
け
る
企
業
と
資
木
と
の
集
屮
の
結
艰
と
し
ズ
の
坐
產
カ
の
發
股
が
一

.方に
#布
す
る

.とと
も
に(

Pシ
ア
は

.革命
の

. 

I
と
し
て

.、資
木
主P.

裳
か
ら
そ
の
姿
を
消
し
、驚

地

並

..
に
半
植
民
地
に
は
、民
_

本
に
よ
る
產
業
の
驚
が
ぁ
つ
ち
購

買
力
にi

し
て
、
生
產
力
が
過

.'
大
と
な
つ
て
來
た
。
資
本
主
義
の
社
會
と
し
て
は
必
然
的
に
、
恐
慌
に
見
舞
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

<■. 

. 

•

 

• 

■•
•■
'
,
_
 

- 

- 

-

.
.
.

 

, 

, 

•
•

.
,'£
.の激
慌
は
、
：
*最
並
虼

#植
揭

地

：
に
：
お̂
で

;:
-
>
^
^

つ
た

o

(

カ
ナ
タ
の
ご
と
き
そ
の
農
業
坐
產
カ
を

..
殆
ん
ど

.偶加
し
て
ゐ
る
。)

そ
し

.てい
そ
れ
が
更

’らに
.工業
部
門
に
及
ん
だ
の
で

る̂
が
、

そ
の
現
象
形
態
と
し
て
起
つ
た
の
が
、

二
 

•
ョ
ー
クb

ゥ
ォ
上

•ス
ト
リ
ー
ト
の
株
式

‘恐慌
で
あ
る
。.1

九
一
一
九
华
の
こ
と
で
あ

■

.

'

.

-

 

■

:「

.

.

.

■:'
:■

 

-■

 
•

 

.

 .

 

. 

:

 .

 -

-

.

 

'
S

 
.

 .

 

.

.

.

 .
.
.
.

.る。
ゥ
ォ
ー
ル

»\
ス
ト

9
1トの
.恐慌
は
忽
ち
世
界
に
波
及
し
た
。
殆
ん
ど
す

'ベ■ての
强
國
が
こ
の
恐
慌
の
渦
中
に
捣
き
込
ま
れ
た
の
で

.

あ
る
，
ア

.メリ
カ
合
衆
國

*イギ
リ
ス

'1»
ド
ィ
ツ

*イ
.タリ
1
*
日
本
な
ど
が
、
こ
れ
せ
堅
實
を

_つ
て
ゐ
た
フ
ラ
ン
ス
も
*
そ
の
後
に
そ

ブ

.ねッ
ク
經
濟
の
本
質
お
よ
，び
そ
の
發
展
、
 

1
1
(

七

0三y



典 令 ト 妗 如 电 f  逢神叫％ヤみプ分、 〜へ，ミ、 8

• • . ‘ ：'/,|
' ' 、 -；'：J' :__
. ' '；?̂

|
I
I!)f

1
^
|
^
|
^
|
^
1
1
^
1
^
1
1
1
|
1
1
|
^
^
1
^
1
|
«
8
.
|
1
|
1
,
1
^
1
-
.
-
^
.
^
N
^

_

.
i
i
.
..

.

.

.
丨；：し
い

_
,丨

_r_

L:i.

I!
I!
ii!;I!丨
!，

ブ
，

a
.

ッ
ク
經
濟
.
め
本
質
お
よ
、び
そ
の
_
發
展
-

,

.

 

'

.

‘ 

，
 

一
二
 

(

ヒ
〇
四)

.

.
 

の
溉
中
に
投
ぜ
ら
れ
た
。••
•-
.
 

-

 

^

 

■

七
.

'

:.
‘

恐
慌
對
策
は
、
い
ろ
い
、ろ
に
考
案

.せら
れ
た

\°
淦
融
的
方
法
に
よ
つ
：て
、
人
爲
的
購
買
力
を
附
與
す
る
政
策
，は
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
國

を
始
め

‘ノそ
の
他
の

.國に

.おい
て
採
用
せ
ら
ル
た
の
で
あ
る
が
、
何
等
益
果
を
も
窗

I
な
か
つ
た
。
資
本
家
的
坐
膂
體
に
お
い

て
は
坐
黎
银
服
に
よ
る
'«
格
の
釣
り
上
げ
が
策
せ
ら
れ
た
。
こ

.のた
め
に
ヵ
ル
テ
ル
は
強
化
せ
ら
れ

、
.
ト
ラ
ス
ト
は
里
展
し
たo

し

力
し
な
が
ら
こ
れ
も
事

_を
救
ふ
も
の

.では
な
か
つ
た
。

.ヒれ

.らの
諸
政
策
に
失
望
し
た
人
々

.は、
資
本

_
的
恐
慌
，の
@
環
性
に

僅
か
に
望
を
つ
な
い
だ
の

.•
で
，あ
る
。
し
か
し
、
資
本
生
義
の
上
向
的
過
程
.に
お
い
て
行
は
れ
た
恐
慌
•景
氣
恢
復
の
循
環
は
、
こ
の
未
曾

有
の
世
振
的
恐
慌
に
お
：

5

て
は
、
適
用
し
得
な
い
。
資
本
主
：

8|

は
、
擊

上

向

續

に

-̂
る

’の'で'はな
く
し
セ
、
卞
降
過
程
に
あ
る
た

め
に
、
そ
の
價
格
昇
降
の
自
動
的
作
用
に
よ
る
：

Ij

象
循
環
の
&

能
を
喪
失
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
0.

•そこ
で
採
用
せ
ら
れ
た
方
法
は
、

.政治
的
方
法
で
あ
る
。
政
治
力
に
よ
名
經
濟
の
强
化
政
策
で
あ
る
9
そ

れ

は

、

ま

づ

國

外

に

.
お
い

て
適
用
，せ
ら
れ
る
。
植
思
澠
を
有
す
る
國
家
は
、
そ
の
植
民
地
と
本
國
と
の
連
繫
を
緊
密

‘にし
て
、
木
國
へ
の
識
膘
を
强
化
す
る
こ
と

,に
よ
つ
て
本
國
の
經
濟
'.を
强
化
す
，る
こ
と
を
企

_し
、
植
民
地
を
持
た
な
い
國
家
は
、.値
民
地
的

fた
は
平
植
民
地
的
新
領
域
の
獲 

得
に
努
力
す
る
に
至
つ
た

。

,

わ
が
國
の
滿
決
事
變g

勿
論
經
濟
的
働
機
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
吏
那
民
族
主
義
の
不
當
な
攻
勢
に
對
す
る
わ

.が反
擊

-で
. 

あ
り
片
カ
國
防
恶
地
に
恶
す
る
關
心
に
、

.よw
m大な
動
觀
が
有
す
る
の
で
あ
る
が

.、そ
：の
結
艰
に
お
い
て
は
、
打
ち
續
く
恐
荒

z>

.嵐
に
對
す
る
蜇
大
な
對
策
と
，な
.
.っ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
日
滿
經
濟
の
■連
繫
並
に
頸
展
が
、
こ
の
事
變
を
中
心
と
し
て
*
大
い
に
論 

ぜ
ら
れ
、’實
踐
せ
ら
れ
た
こ
と
尨
、
そ
の
.證
左
で
あ
る
。
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■

こ
の
事
變
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
ィ
ギ
リ
ス
は
.そ
の
傳
統
を
謗
る
金
融
上
の
自
凼
主
義
を
，齡
て
'て
、
金
輸
出
禁
止
を
斷
行
し
、
金
本

> 

-
.
-
;

-
.
' 

-
、
.
.
'
.
.
:
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■.
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:
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•

制
か
ら
離
脫
し
た
こ
と
は
、
ィ
ギ
リ
ス
資
本
主
義

'•
の
崩
壊
的
危
機
を
承
し
た

.もの
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
何
等
か
の
對
策
が
樹
立
さ

:
■'
 
. 

■ 

■ 
' 

. 

.
圓
 

: 

:

V
- 

.
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• 

■

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
：こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

.恐愉
の
本
家
，で
あ
るK

メ
リ
力
合
衆
國
に
お
い
て
も
、
フ
ー
バ
ア
大
統
領
砂
金
融
政
策
は

、
.

、何
等
こ
’
.の
强
力
な
恐

®の
力
に
對
立
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
ア
メ
リ
ヵ
經
濟
の
危
機
に
際
し
て
、
そ
の
後
繼
潜
•
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
•
ル
ー

•■1
 

...

•
/
. 

- 

- 

. 

. 

.. 

■> 

... 

»
.

ズ
ヴH

ル

.トに
、
大
統
領
の
地
位
を
讓
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
新
ら
し
い
一
一
ラ
政
觉
の
脱
立
が
、
こ
れ
で
あ
る
。

.

.かV

の

'

U

と
く
、
資
本
主

'義が
、
恐
慌
の
嵐
の
中
に
彷
徨
し
て
む
る
と
き
、
そ
の
’對
策
と
し
て
仞
ゐ
ら
れ
た
經
濟
の
政
治
に
よ
る
强 

化
に
は
、
二
っ
の
種
類
が
あ
る
。 

- 

•

一
、'
國
家
の
財
政
的
支
出

Iよ
っ
て
、
購
買
力
を

#
:
起
し
、
よ
っ
て
、
過
剩
生

.產の
滯
貨
を
處
理
し
、物
價
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、

.
經
濟
活
動
の
.旺
盛
を
招
來
せ
ん
と
す
る
も
'の
，
で

あ

る

タ

そ

れ

に

は

、

支

*出
の
種
類
か
ら
見
て
、
ニ
っ
，の
方
法
が
あ
る
。

(

ィ)

_國際
情
勢
の
激
化
に
.對
應
げ
る

た

办
に
は

、

軍
備
を
擴
火
盤
備
す
る
必
要
の
あ
る
乙
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
か
、
る 

方
面
に
財
政
支
办
を
增
大
す
る

.こ_とに
よ
っ
て
、
躍
需
品
の
買

..a
上
げ
を
旺
盛
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
し
て

-
: 

:
:
へ
ノ

.一生
產
わ
刺
軟
を
與
べ
ほ
奪
需
め
需
樣
を
遯

-
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口)

財

政

支

出

に

よ

，っ

で

瞒

買

カ

5:
.创
造
し
よ
ぅ
^'
す
る
方
法
は
同
じ
で
、あ
る
が
、
そ
の
：方
向
を
興
に
す
^
場
合
で
あ
る
。
ア 

ブ
？
ッ
ク
傲
该
の
本
質
お
よ
が
そ
の
發
搌

、
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•
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ブn

ッ
ク
經
濟
の
本
質
お
よ
び
そ
の
發
屁 

.

一

四(
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o六ノ
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.
メ
リ
力
合
衆
國
に
お
い
て
行
は
れ
た
や
ぅ
に
、
公
共
的
事
業

•によ
る
購
買
力
の
增
加
政
策
で

.ある
。
こ
れ
は
十
；木
工
事
を
中
心 

と
し
て
行
は
れ
る
。
ド
ィ
ツ
に
お
け
る
勞
働
振
興
政
策
が
.土
木
工
業
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る

。*

■ 
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；
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.
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.
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-
.
.
.
.

.■
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_
.
.
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.
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:
-
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•
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.
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.
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:
-

し
か
し
、
こ
の
土
木HS

は
、
必
ず
し
.
も
軍
事
に
無
關
.係
と
は
い
ひ
得
な
い
。
大
道
路
の
越
設
のH

事
の
ご
と
き
は
*

一
般
交 

:

:
:'
:

.

'

_衡
意
義
：と
.同
時
^
大
音
澈
軍
尊
的
意
味
- $
:
'
持
冷
零
办
^
あ

み

.:
:0̂

'■■
,
:
:
'
:

持
；ち
得
る

.の.セあ
る
敗

-'
>
>

、ニ
、

_領域
的
に
廣
ガ
な
植
民
她
金

は̂
屬
領
あ
有
あ
务
國
ゆ
、；

_歡
的
臉
政

'̂
っ̂
セ
、：崮

ま
た
は
屬
領
と
の

.經濟
的
關
係
を
緊
密
化
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
經
濟
狀
態
を
改
善
せ
ん
と
し
た
。
植
风
地
览
に
愿
領
は 

そ
の
本
國

'i
の
關
係
は
、
普
通
の
國

,と
，國
家
と
、の
關
係
よ
り
も
、
緊
密
が
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
殊
に
贸
易
的
關
係
か
ら 

‘投資
•琪業
經
營
を
主
と
す
る
帝
國
主
龜
に
お
い
て
は
、從
來
の
貿
易
關
係
を
屯
と
す
る
植
民
地
關
係
よ
り
^

一
 
搔
深
い
も
の
が 

•

あ
る
。
そ
れ
は

-國
家
の
政
治
的
權
カ
が
、
そ
の
領
域

-<
0
.
內
に
.、
深
く
植
ぇ
つ
け
ら
れ
る
ど
と
に
よ
つ
て
晛
か
ト
あ
る

0し
か 

.:
べ
：：

1>
な
が
ら
、

*民
_の
中
ぬ
ば
ァ

#の
鼠
住
款
に
^
す
贫
政

の
移
住
に
よ
つ
て
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
と
で
は
、
移
住
者
の
本
國
に
お
け
る
社
舍
經
濟
的
關
敗
が
、
そ
の
ま

i逾
，
 

，
用
さ
れ
る
場
合
が
あ

。̂(

あ
る
ひ
は
多
少

.の改
變
は
あ
る
が

o
〕

‘かぐ
し
て
、
か
ム
ざ
植
斑
池
.に
徐
々
と
產
業
が
發
展
し
來
る 

場

<
&は、本
國
と
植
民
地
と
の
關
係
の
本
來
的
意
義
を
失
は
ん
と
す
‘る
場
合
が
あ
る
:0
チ

：！
.ル：ゴ
ゥ
の
言
葉
に
、r

植
挝
地
は
、
、

,成
熟
す
る
や
、
果
實
の
樹
か
ら
陷
ち
る
や
う
に
、
そ
の
本
國
か
ら
脫
落
す
る
し
と
い
ふ
の
：が
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
場
合
に
該
當

.

.
す

t 

.
例
べ
は
：

.イギ
リ

.ス禮
民
取
と
し
セ

._0'
_カ.ナダ
.
*
オ
！
ス

.、卜
1フ”
.
ア

.の.ご',
と
き
は
、

.この
碰
類
匕

#す
る
も
の

-̂
>̂
-る
0*

へ
.
'
:
.
.
.
.
-
.

,

-

.

•-
、
. 

- 

V 

■
'

.

.

.
一
. ,
z
'
. 

J

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地

.であ
つ
て

*そ
の

§
と

.して
の
あ
る

;̂
の
：が
启
治
領
の
形
態
を
粮
つ
て
ゐ
る
：
§ば
>
こ
の
玴
屮
に
よ
づ 

.てゐ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
第
十
九

11
1；紀
の
終
末
か
ら
帝
國
會
議
を
開
催
し
て
、

.隞領
と
英
木
國
と

0-
關
银
の
緊
密
化
を
計
つ

y

ギ
リ
ス
も
、
自

國

植

说

地

並

に

屬

領

と

の

，
連

繫

に

.おい
て
.、
こ
の
こ
と
を
せ
ざ
る
を
徵

&

い
歉
態
险
觀
か
れ
た
。
オ
.ッ
ク

ヮ 

會
議
は
、
そ
の
結
课
と
し
て
開
催
せ
ら
れ
、
特
通
關
税
制
度
に
よ
る
通
軋
關
係
の
緊
、密
化
机
行
は
れ
た

0-
諸
國
は
、-

こ
の
イ
ギ 

,
'
リ
ス
、め
例
に
做
び
、
あ
る
ひ
は
通
商
關
係
を
通
じ

*あ
る
ひ
は
投
資
關
係
を
通
じ
て
、
自
國
の
植
民
地
"ま
た
ば
他
の
領
域
と
の 

連
繫
を
深
く
し
よ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
。
と
れ
を
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
政
策
と
い
ふ
の
で
あ
る

？
.
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ブ
ロ

ッ
ク
經
濟
政
策
はV

一
 ：

九
三
ニ
年
九
月
の
オ
ッ
タ
ワ

•會議
，の
結
搌
と
し
て
、
贫
本
_
と
そ
の
懕
領
植
民
地
と
の
如
に
紿
ば
れ
た 

特
惠
制
度

.によ
る
連
繫
に

±'
つ
て

*具
體
化
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
帝

ti
l
'
は
、
世
界
恐
慌
の

-結嫩
と
し
て
、
金
本
な
を
離 

脫
せ
ざ
る
免
得
な

.い狀
態

.に置
か
れ
、
そ
の
救
治
政
策
と
し
て
ブ
ロ
タ
ク
政
策
を
考
案
し
たo

そ
の
以
後
に
お
い
て
、
諸
國
は
、
自
國 

V 

:
:0
—福
_顧
奪

；§?
ち

_
_得
し
た

_域
、

_た
_
_
_
化
特
' »

:

:

關
廉
，̂

す
洛

る
こ
と
に
努
力
し
て
ゐ
る
。
.
こ
れ
は
、
ま
づ
貿
易
政
策
の
上
に
現
は
れ
て
、
將
媒
關
税
政
策
と
な
.

o
/

割
當
政
策
と
な
つ
て
ゐ
る
。
現 

在
主
と
し
て
行
ば
*^
て
.ゐ
る
の
は
、
求
償
貿
易
政
策
で
あ
る
。
-
こ
れ
に
よ
つ
て
*
,
.
.
自

國

靡

業

の

必

要

と

す

る

と

こ

ろ

の

も

の

を

獲

^

す 

K
. 

■ 
フ
.
-ロ.ッ
.
..ク.紅
濟
の.，本
質

お.よ
^
そ
；
の.發

展

】
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土， 頌笑興•，沿解^̂ 焉

ブ
■0
ネ
ク
經
濟
の
本
質
凇
よ
び
そ
の
發̂

、

.ると
同
時
に
、
自
國
の
坐
產
品
の

.販路
を
獲
得
せ
ん
と
す
石
も

.ので

.ある
。

, 

.〜

/
'

•

か
ぐ
€>
:
ご
と
き
意
味
に
お
け
る
ブ
&
ッ
ク
政
策
は
"
恐

慌

對

策

と

し

，
て

考

案

さ

れ

た

こ

と

は

第

實

で

あ

及

'
現

在

や

お

い

て

も
*|
そ 

.の
意
味
を
.捷
も
多
く
含
む
も
の
で
あ
.る
が
、
.
現
段
階
忙
お
け
る
‘ブn

ッ
ダ
政
策
は
、
.
'そ
の
上
■に
戰
時
經
濟
的
意
義
を
多
分
に
特
っ
て
ゐ

.... 

-
-
,
V
. 

-■■•
 

■ 
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- 
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、

る
。
そ
れ
は

.ョ)ロ
ッ
バ
大
戰
の
經
驗
と
近
時
に

‘おけ
る

.國際
關
係

‘の緊
迫
化
か
ら
戰
時
經
濟
體
制
を
盤
備
せ
ん
と
す
る
，要
求
か
ら
起 

つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
次
の
ご
と
き
事
情
を
含
ん
で
ゐ
る
。

.

.

，

.

：
• 

,

■'1

、
自
國
產
業
ー
.般
の
原
料
を
獲
得
す
る
こ
と
い 
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l雇
品
ゆ
對
ず
发
屢
な
販
路
屋
得
无
る
运B
yも
稱
謙

'へ.
.：：：l
-m
■
馨

慮
}!

需
_

1
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凝

.鶴
^

'

謂

論

-四、
以
上

j一
項
に
加
へ
て
、
そ
の
領
域
を
國
阪
地
齋
と
し

.て用
兵
の
基
地
と

.考へ
名
場
合
。

ご
れ
ら
の
，必
耍
の
た
め
に
、
イ

.ギリ
ス
帝
國
は
、
そ
の
屬
領
植
民
地
を

1
.
丸
と
し
て
、
大
英
帝
國

.ブ口
ッ
ク
を
形
成
し
、
滿
洲
琪
變 

以
皆
に
お
け
る
滿
洲
國
の
成
立
は
、

R滿
議
走
書
、
滿
洲
開
發
計
齎
に
よ

.つて
、
日
滿
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
せ
し
め
て
ゐ
る
。
資
源
の 

貧
弱
な
イ
タ
リ
ー
は
、
ェ

“チオ
ビ
ア
併
合
に
よ

.つて
、
イ
タ
リ
へ
ー
經
濟
に

.新ら
し
い

®素
を
加
へ
て
ゐ
る
。
ド
イ
ツ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア 

併
合

#.
ス
デ
ー
テ
ン
地
方
の
合
併
は
、
そ

O'
同
说
種
た
る
の
、理
由
に
よ
つ

.て行
は
れ
た
の
で
あ
る

.が、
こ
れ
が
ド
イ
ツ
*
ナ
チ
四
ケ
年
訃 

畫
に
對
し
て
有
す
る
意
義
は

*
.
い
ま
だ
豆
大
な
期
待
を
な
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
更
ら
に
、
チ
ェ
ッ
コ
の
併
合
は
、、
大
ド
イ
ツ
國
の 

生
存
に
必
要
な
經
濟
的
地
域
^
し
て
行
は
れ
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る

0い
ま
や
ド

.イツ
は
、
.そ
の
菜
南
方
政
策
に
よ
つ
て
、•ホ
ー
ラ
ン

圍

ド
廻
廊
問
題
の
解
決
•中
歐
-0
諸
地
方

*ゥ
.クラ
ィ
ナ
へ
の
進
出
も
、
旣
定
の
方
針
で
あ
る
か
の
ご
^
く
見
ぇ
る
0
こ
れ
ら
の
諸
國
の
行 

動
，
は

、
：
親

ら

し

い

ブ

Wッ
ク
の
形
減
を
目
標
と
す
る
も
の

.であ
る

o
.;,

ブ
ロ
ッ

•ク政
策
は
、
植
民
地
ま
た
は
、
そ
の
亥
配
下
の
半
植
民
地
，の
廣
大
な
領
域
を
有
す
る
國
家
が
行
ふ
と
き
'
そ
れ
は
消
極
的
な 

形
態
を
採
る
。
大
英
帝
國
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
、
旣
に
英
帝
國
の
生
權
.下
に
久
し
く
入
つ
て
ゐ
る
諸
領
域
を
含
包
し
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
も
廣
大
な
植
民
地
と
の

>間に
、
植
民
地
と
本
國
と
の
特
殊
的
連
繫
關
係
の
設
觉
を
行
つ
て
ゐ
る
。
ア
メ
リ 

力
合
衆
國
は
、
そ
の
地
理
的
地
位
に
幸
ひ
せ
ら
れ
て
、

•中棄
に
多
く
の
半
植
民
地
を
持
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
•ブ
ロ
ッ
ク
に 

ま
で
形
成
せ
ん
と

‘して
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ゾ
聯
は
、
そ
の

.邊境
地
帶
に
住
ん
で
ゐ
る
未
發
瘗
稀

•族を
包
含
し
て
、

.廣大
な
ソ
聯
ブB

ッ 

夕
を

/形成
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
國
は
、
過
去
二
三
世
紀
の
間
に
、
，廣
大
な
地
域
を
そ
の
領

rf
cの
內
に
收
め

.、こ
れ
に
よ
つ
て
、
幾 

多
の
，經
濟
的：

利
益
を
簿
し
來
つ
た
の
で
あ
る
が
、
い
ま
や
國
際
狀
勢
の
緊
迫
化
に
よ
つ
て
、
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
ー
觸
即
發
の 

.狀
態
に
あ
る
戰
雷
前
に
し
つ

' 
自
ら
の
權
益
を
死
守
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
らQ

諸
國
は
、

.い、は
ゆ
る「

持
て
る
國」 

で
あ
つ
，て
、
そ
の
開
邏
に
着
手
し
て
ゐ
な
い
幾
多
の
資
源
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
れ
を
他
の
經
濟
的
開
發
に

fら
住
す
こ
と
の
出
來
な
い

/パ；諸
國
营

1::'
ぽ

,こ丨
に
载
し
て
ソ
ド
ィ
ツ

*ィタ
リ

.
1
.
.

日
本
の
ご
と
き
は
、
い
は
ゆ
る「

持
た
ぬ
國」

で
あ
つ
て
、
そ
の
領
土
に
お
い
て
も
資
源
に
お 

い
て
も

.食弱
を
極
め
，て
ゐ
る
。
ド
ィ
ツ
の
ご
と
き
は
、
，贳

戰

S
前
ま
，ル

.持
•つて
.ゐ.た
諸

驚

潜(

英

♦
蘭

Iに
比

す

れ

ば

、

狹
少
な
も
？

t
■
が)

‘を、VH

ル
サ
ィ

.

ri

條
約
に
よ
つ

5
は
れ
、本
國Q f

部
分
を
為
管
菌
な
く
さ
れ
たQ

で
あ
づ
て

-

プS

ッ
ク
猶
濟
の
本
質
お
よ
び
そ
の
發

M
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そ
の
資
源
の
缺
乏
は
、
著
し
い
も
の
が
あ
る

ィ̂
タ
リ
ー
の
ご
と
き
も
大
戰
の

*和
會
議
に
お1

て
、
英
佛
が
獅
子
の
分
け
前
を
取 

.つた
に
も
枸
ら
ず
、
何
等
の
領
一
土
を
も
獲
得
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
たo

而
し
て
、
そ
の
有
す
る
植
民
地
の
ご
と
き
も

-資
源
贫
_弱
で 

あ
る

o
’
日
本
が
そ
の
人
口
に
比
較

.して
、
大
き
な
領
域
を
持
つ
て
ゐ
な
い

£と
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
，
と
れ
ら
の「

持
た
な
い
國

I*
. 

は
、
薪
ら
し
い
領
域
へ
の
要
求
を
、

•
.
常

.に提
出
し
つ

Xあ
る
。
そ
の
理
由
は
、
一
面
に
お
い
て
は
、

一
般
產
業
の
發
展
の
た
め
で
あ
る 

と
同
時
に
、
戰
時
經
濟
體
制
へ
の

’盤僦
の

-ため
で
あ
る
。

•九
-
:

■

.

.
「

持
て
，る
國」

と「

持
た
な
い
國」
と
の

•對立
は
、
こ

Xに
起
つ

.てゐ
る

。

' 
.
:•:

.て

.

• 

...... ... 

- 

■ 

'
•
•
:
•
. 

,:-. 

■

. 

-
. 

-.

'

「

持
つ
倒」

の

.ブロ
ッ
ク
政
策
は
、
：

~|
持
た
な
い

_」

の
經
濟
的
活
動
を
狹
小
化
す

'る。
大
英
帝
國

.ブロ
ッ
ク
の
形
成
に
ょ
つ
て
、
わ
が 

國
の
受
け
る
打
擊
め
ご
と
き
が
、
こ
れ
、で
あ
る
。
わ
が
國
は
、
ィ
ン
ド
か
ら
綿
花
を

*オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
羊
宅
を
、•多
額
に
貿
仗 

つ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
ィ
ギ

1ス
の
ブa
ッ

ク

政

策

、は

、

わ

が

國

.の商
品
に
對
し
て
、
イ
ギ
リ
又
商
品
の
特
諶
的
取
极
に
あ
つ
て
、 

對
抗
し
て
ゐ
る
。
か
く
の
ご
と
き「

持
て
る
國」b
ブ

.ロ、ッ
ク
政
策
が
、「

.持た
な
い
國」

の
活
動
を
狹
少

.化す
る
こ
と
が
、「

持
た
な
い
國」

• 

/ 

. 

: 

!

'.
•. 

. 

-
•
•
!
>
•
. 

•

.

■

一
 

.
一-..、
 

' 

. 

•

を
し
て

"そ
の
活
動
領
域
の
擴
大
の
た
め
に
、
强
い
要
求
を
提
出
せ
し
め
、

.との

.要求
賞̂
撤
を
期
す
る
上
に
お
い
て
、
軍
備
の
摘
大 

を
行
ふ
理
凼
と
な
る
の
で
あ
る
。 

-

•從
つ
て
、

.世界
に

.おけ
る
諸
强
國
は
、
，各
i
そ
の
ブ

'ロッ
ク
を
維
持
し
、
ま
た
は
こ
.れ
を
形
成
せ
ん
と
す
る
努
力
を
し
て
ゐ
るO

こ 

れ
を
挪
佚
す
る

め̂
に
、資
源

•販路
な
ど
の「

平
和
的
變
更」(

ビ
ー
ス
フ

•ル
•チ
’エン
デ)

が
、提
案
せ
‘，ら
る
、

一
方
に
お
い
て
、「

持
て
る

.

I

國J Q

當
局
者
は
し
ば
し
ば
寸
土
尺
地
を
も
、
他
に
割

■す
る
意
志Q

な
い
こ
々

i
E
;
‘

言
し
て
ゐ
る
。
さ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
問 

題
の
解
決
は
遂
に
は
實
カ
に
よ
ら

る̂
を
得
，な
い

.o

.
實
カ

.によ
る

す̂

ぼ̂
、

.，そ
れ
は
經
濟
力
に
よ
る
か
、
政
治
力
に
よ
名
か
で
あ 

る
。
し
力
る
に
、
平
和
的
な
經
濟
的
方
法
がr

高
關
税
備
歷
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
藥
の
.̂
め
に
採
用
せ

|
>こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

.
と 

す
れ
ば
、
政
治
力
を
用
ゆ
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
そ
れ
も

-平
和
，爾
な
外
交
方
法
に
よ
つ
て
、「

平
和
的
變
更
^-
不
可
能
で
あ
る
か 

 ̂

.
政
治
要
求
を

‘麗し
た
他
拿
段
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ニ
ツQ

い
ふ
言
に
、「

他Q

手
段
を
も
•つ
て
す
る
政
治 

の
延
長
は
戰
爭
で
あ
る
。J

戰
爭
の
必
然
胜
は
、

‘

こ. ，

に
確
宠
的
で
あ
るO :

.戰
讲
力
必
然
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
戰
爭
當
事
國

-̂
、
最
も
早

<そ
.«
>戰
備

^
^へね
ぱ
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
に
は
、

**
sii
っ
供
給 

を
確
立
し
な
廿
れ
ば
な
ら
ぬ
。
資
源
供
給
地
域
保
の
方
向
は
、
ま
づ
廣
も
抵
抗
力
の
弱
い
部
分
に
向
は
ざ
名
を
得
な
い

o
r
持
て
る 

國j

と
の
密
接
な
關
係
を
持
た
な
い
地
域
で
、
そ
の
要
求

.國と
の
接

®地
’世帶
が
、
そ
の
目
德
と
か
る
こ
と
は
、必
然
的
で
あ
る
。
こ
、
に 

世
界
得
分
割
の
傾
向
が
發
孛
る
の
で
あ
る
。
も

'•
し「

持
て
る
國」

が
、
如
、
る
狀
態Q

不
利
益
を
察
し
て
、
そ
の
領
土
を
割
譲
す
る
か
、 

、そ
の
自
由
な
處
分
崔
す

I
ば
、
裳

Q

武
力
に

I
分
割
は
、
脫
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

れ

tな
い
ほ 

り
に

.おい
て
、
擎

準

備

.の炎
め
の
ブ

/ロッ
‘ク化
政
策
は
必
然
で

f
oと
の
情
勢
に
對
應
し
てr

持
て
る
同」

Dブ
口
ッv

匕
政
®
が 

猶
展
す

f
Qと
す
れ
ば
、
相
互
的
に
ブ
，ロ
ッ
ク

S
化
が
行
は
れ
る
に
至
る
で
あ
，ら
う

。

•
か
く 

Q
f
き
傾
向
は

*世
髮
數
個Q

ブ
ニ
ク
に
分
割
す
裏

f
招
來
す
る
？

ら
う
。
、
Iし
て
、
從

來

の
言

な

比

較

的
 

怨

Wな
地
域
：
少̂
敷Q

合
と
を
有
す
る
國
家
を
減
少
せ
し
め
る
か
、
か
く

Q
fき
屋

が

、
そQ

形

式

去

獨

立

を

_

持

し

な

が

,
•
ブ
ロ
ッ
ク
經
澈

'

Q

•本
質
お
よ
び
そ
の

.發M

,, 

:
, 

(

七
ニ〕
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• 

プ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
本
貧
お
ょ
移
そ
の
發
展 

ら
强
大
國
の

_ブロ
、ッ
ク
に
編
入
せ
ら

1
^に至
る

か

，
で
，
あ

ら

ぅ

'0
• 

: 

/ 

:
• 

' 

, 

、

廣

大

地

域

に

お

け̂
ブ
ロ
ッ
ク
化
政
策

.の必
然
性
は
、
以
上
の
や
ぅ
な
政
治
經
濟
的
要
請
に
華V

も
の
で

.ある
が
、
こ
の
ブII

ッ
ク

い

-
.
■ 

. 

.

.

.

.:
' 

.

.

. 
- V

 

. 

-
.
-

化
を

1
?
能
な

.らし
め
る
最
大
の
要
因
は
、
機
械
の
發
展
で

1る
。
生
產
に
お
け
る
機
械
の
應
用
と
*
そ
の
組
織
の
發
展
と
、
交
通
機
關 

の

.異常
な
發
展
と
で
あ
る
。
か

Xる
挞
術
の
發
展
わ
結
银
は
、

.世界
を
狹
小
な
ら
し
め
る
と

.同時
に
-
こ
の
狹
小
化
し
た
地
域
に
お
い 

て
、自
由
に
軍
隊
を
動
.か
し
得

程̂
度
に
、
軍
が
機
械
化
し
た
こ
と
で
あ
る

。
'
こ
れ
ら
の
結
艰
は
、
人
間
の
知
慧
の
現
歌
に
お
い
て
は
、 

戰
雜
に
導
か
れ
る

-:
0
:
り
外
に
は
沏
い
の
で
あ
る
。 

..

IO

經
濟
ブ
ロ
，
ク
成
、
實
際
的
に
は
看
猓
恐
慌
の
對
策
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
て
，の
經
濟
ブ

Mッ
ク
の
形
成
の 

if
l
r
界
的
領
藤
、

#都
的
龙
法

♦實
行

::
1
>
得
な
い
：覌
舦

_
_國
5:
::し.で、(

馨

：爲
大
に
赴
か

1>
'
-
办
る
必
然
性
の
：あ
る
こ

^
，
^̂ 

て
ま
た
戰
箏
の
必
然
性
が

#在
す
必
で

2は
•前段
述
べ
た

と̂
ろ
で
あ
る

oか
、
る
相
五
に
關
聯

1た
理
由
に
ょ
つ
て
、ブ

£
1
ッ
ク
が 

形
成
せ
ら
义
、
と
す
れ
ば
、
ブ

°ッ
ク
の
木
質
は
、
こ
の
條
件
に
ょ
つ
て
規
定
せ
；ら
れ
ね
ば
な
ち

で̂
本
ら

^
:
:
ブ

ッ̂
ク
經

W
Q
1 

想
的
本
質
を
も
つ

*::
'ブ
.ド_ッ，.ク
顧

.*'

.

.
-
.
■.
.
.
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態

丄̂

.衣め
：は
、
封
建
時
代
に
ぶ
い
ズ
で
あ
つ

_た。
上
の
峙
代
に
お
い
て

は

、

產
業
柄
需
要
も
多
鍾
多

«で
な
く
、
從
つ
て
：、
產
業
の 

必
婴
と

.する

.資源
の

.ごと
き
も
、
單
純
少
量
で
足
り

.たの
■で、
こ

.の狀
態
の
實
現
は
、甚
だ
し
い
困
難
を
伸
：ふ
も
の
で
：

tik

か0:

た
し
、

. 

..て
 

- 

. 

.-̂ 

.
 

< 

'

よ
し
ま
た
自
國

,域
以
外
の
嚷
源
を
必
要
と
す

4場
合
に
ぉ
ぃ
て
も
、

.交通
機
關

.の.不備
が
、

<1
の
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た

%の
で
、
そ
の
取
得
を
斷
念
す

.べき
肷
態
に
ゐ
た
の
で
あ
る
？
し
か
る

.に、

.近
代
に
お
い
て
は

.、封
建
時
代
に
お
け
る
經
濟
様
相

.±-
 

革
命
せ
ら
れ
て
、
生
産
規
模

.の發
展
产
交
逋
機

_の
逯
涉
が
、

.封建
時
代

0.
.不可
能
ま

'たは
闽
離
钇
、
，可
能
ま
た
は
容
易
に
し
た
と
と 

は
事
實

.であ
る
。
こ
の

.事貨
が
、
：ま
た
自
給
自
足
の
狀
態
を
不
可
能
に
し
て
ゐ
る
ヒ
と
も
、

'亂識
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
く
办
：ご

■■
■
■<
?
:き
結
果
か
ら
、，

'i
し

.理想
的
な
自
給
自
足
的
ブ
ロ

>
.
ク
を
形
成
す
る
と
す
れ
ば
、

..
そ
れ
は
全
世
界
を『

の
ブ

ロ

ッ

ク

と
 

し
な

'けれ
ば

.なら

.ぬ。
別

.の言
葉
で
い
へ
ば
、
佌
猓
の
政
治
經
濟
的
統r

が
、成
し
遂
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

.であ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、世 

ノ
振,

；政
治
經
濟
的
銃
ー
1;.の
：ご̂
爹
：̂

い
こ
と
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
か
く
の
ご
と
き
企
圖
を
實
行
に
移
さ
ぅ
と
す
れ
ば
、
金
世
见
と
の
戰
爭
を
敢
て
し
な
け
れ 

ば

な

ら

ぬ

狀

，態

，

が
-
こ
れ
を
不
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。

，',
-

'

1

經
濟
ブ
ロ

ジ

ク
領
货
朽
に
お
い
て
、
比
較
的
多
く
の
資
源
を
獲
得
し
'得
る
农
の
は
，
大
英
帝
國
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も 

党
全
な
も
の
で
な
い
こ
と

■はい
ふ
ま
で
も
な
い
。
よ
し
、：
ま
た
ブa

ッ
ク
內
に
お
い
て
、
，資
源
の
■獲
得
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
多

’ 

.
：

•
'•

一
 
.
!
-
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.
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. 

■
-

量
に
生
産
せ
ら
る

&諸
種
の
商
品
の
へ
、フ
ロ
ッ
ク
內
消
化
が
、先

.だ問
題
で
あ
今
何
と
な
れ
ぱ
、

.現在
に

' おげ
.るブ
ロ
ッ

.クの
糨
成
は
、

.

. 

■ 

■ 

• 广 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

一

-冲樞
國
家
と
そ
れ
の
衛

M的
領
域
と
の
連
锻
で
あ
り
、
衛
星
的
領
域
は

*
’
資
本
主
義
の
未
發
達
狀
.態
に
あ
る
農
業
的
領
域
で
あ
る
か
、

• 

.

.

.

.

.

. 

■ 

■ 

■ 

« 

• 

•
/ 

 ̂

-

相
當
に
資
本
主
義
の
發
達
し

.てゐ
る
と
こ
ろ

.で中
樞
的
資
本
主
義
國
に
對
し
て
附
隨
的
意

_し
か
持
た
な
い
と
こ
ろ
の
領
域
で
：あ

(

；：為

:̂
;:
<
3

:.
键

：：
顧̂

_潰
爾
逢
蕾
眺
が
、::
1

:

品
の
す
べ
て
を
、

.こ
の
領
域
內
だ
け
で
消

.化す
る
ど

•と
I
*殆ん
ど
不
可
能
で

'お
と̂
い
ひ
得
を
で
あ
ら
ラ

。
..

ブ
ゐ
サ
ク
、經
濟
の
.本
踅
お
ょ
び
そ
の
發
展
ノ 

• 

\
 

■ 

一
二 

.

(

tv
r
J
D
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.ブ
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質
お
ょ

.びそ
-0
發
腚

‘ 

• 

/ 

' 

ニ
ニ

’ 

- 

(

S
U

か
く
見
^
く
れ
ば
，
ブ
_ロ
.ッ
ク
經
濟
に
お
け
る
鼻
自
足
性
は
、
ニ
つ
-の
方
酣
か
ら
-現
法
の
.と
.こ
ろ
、
不
可
能
で
あ
る
0 

1
'現在
形
成
せ
^^
れ
、
ま
た
形
成
せ
ら
れ
や
’
と
し
て
ゐ
る
ブ
ダ
ク
經
濟
は
、(

ィ)

大
英
帝
國
ブa

ッV

 

( 
口)

北
米
合
衆
國

ブ
口
ク
* (

ハ)

.ソ
聯
ブ
口
ッ
ク

• ( 
ニ〕

フ
ラ
ン
ス

•
ブ
ロ
ハ
，
ク•(

ホ)

ド
イ
ツ

•
ブ
'ロ丨ッ
.ク•

，(

へ)

や
■タ
リ
ー

•
ブ

口

ッ

ク

'

ト
ノ
嫩 

而(

旧
本)
フ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
そ
の
.い
づ
れ
に
.つ
い

.て見
て
も
、
，資
源
的
に
充
分
な
も
の
を
特
つ
で
ゐ
な
い
。
從
つ
て
、
極
め 

て
現
實
的
に
考
■へ
ら
れ
た
舞
ブ
ロ
ッ
ク
，に

，
お

い

て’は、
-ブ
ロ
ッ
-ク
內
自
贅

足
は
不

S
で
あ
るo

こ
の
自
給
自
足
性
、が
、
充 

丨
分
に
確
立
，せ
ら
れ
得

‘る望
ま
れ
た
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
多
大
の
闲
鐵
と
犠
牲
と
を
拂
は
ね
ぼ
な
ら
ぬ
し
、
ょ
し 

ま
た
こ
れ
を
拂
つ
た
と
し
た
.«
*
:こ
ろ
で

>
' 

w

れ
が
裏
の
可
能
性
が
與
へ
ら
れ
る
か
否
か
は
，、

だ
し
疑
い
問
で
あ
る
と
い
は
ね
.

ば
力
ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
I

す
れ
ば
' 
ブ
，”
ッ
ク
經
濟
の
自
給
自
足
性
は
、
現
^
に
お
い
て
は
、
問
題
に
な
ら
ぬ
と
い
は
ぬ
ば
な
，

ら
ぬ 

0
.:

■

/

.

〉

/

.

•パ
.

.

.'.
• 

. .
.
.
.
.
.
.
. 

• 

■
 

.1 

...... 

-
 * 

.
 

•-

1

.一第
，ニ
は

.
7 口ッ
ク
經
濟
內
、
，殊
に
そ
の

.中樞
國
家
傲
域
に
か
け
る
大
量
的
生
嚴
が
、
ブ

.ロッ
>內
に
，お
い
て
消
七
し
.得
な
い

と
い
ふ
條
件
で
あ
名
。
と
れ
は
、
ブ
‘ロ 

rク
の
形
成
が
、
.業
の
植
民
的
關
係
-の
擴
大
で
あ
る
點
か
ら
、
f

論
斷
せ
ざ
|

傅

，

‘
.な
い
。
先
進
的
資
本
生
醫
と
後
進
國
と
.の
連
藥
、
各
ブa
ッ
4

進
國
領
域
に
對
す
'^
特
逾
的
關
係
に
ょ
つ
て
、
他
國
の
活
動 

を
排
除
し
ょ
ぅ
と
す
る
傾
向
が
、
，
こ
，れ
で
あ
石
0 

■
'
 

.

從
つ
て
、
、
プ
ロ
’ッ
ク
輕
濟
の
設
定
も
、
•封
鎖
經
擠
の
本
質
に
徹
す
る
‘こ
と
が
出
來
な
い
现
狀
に
あ
るo

即

ち

ブ

ロ

，
ッ
、
ク

經

_

の

設

宛 

>、
ま
た
世
界
經
濟
的
修
件
の
下
に
也
い
.て
の
み
、
可
能
龙
と
い
ふ
，こ
と
で
あ
名
。
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
が
、
そ
の
領
域
內
.に
お
ハ
て
*
可
能

な
る
限
り
、
主
要
資
源
並
に
泶
產
の
確
保
に
努
カ
じ
っ
、
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
尨
い
。
ま
た
そ
の
狀
態
を
目
標
と
し
て
進
ん
で
ゐ 

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ

•の點
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
は
ノ
排
他
的
で
あ

.-?
>とい
.ひ得
る

0こ
れ
ば
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
に
お
け
る 

自
給
自
足
性

I
包
含
性

I
の
要
求
か
ら
來
る
も
の
で
あ
る

.。し
か
し

"そ
れ

0現
往
に
お
け

.る不
可
能
性
は
、
.前
述
の
ご
と
く
で 

あ
る

‘から
、

-他の
諸
國
ま
た
は
他
の

‘ブ.ロ，
ク
と
の
調
盤
の
問
題
が
、

-こ、
に
發
坐
し
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ

。

.
，
，

•

ブ
ロ

/ック
經
濟
間
の
調
盤
の
問
題
は
、
そ
の
相
互

.間の
勢
方
關
係
に
ょ
っ
て
、

.律也
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ブ3

ッ
ク
が
、
熳
も 

集
約
的(

イ
ン
テ
ン
シ

•一ヴ)

に
鞲
成
せ

.̂
れ
る

■場合
が
、，
有
利
で
あ
る
と
い
は

.ねば
な
ら
ぬ
。
こ

\に
集
約
的
と
い
夂

_のは
、
ブ
ロ
ッ

ク
經
濟
領
域
が
、
そ
の
經
濟
的
並
に
政
治
的
關
係
に
お

.いて
、
地
域
的
に
も

•資
源
的
に
も
緊
街
な
有
機
的
狀
態
に
お
い
て
、
構
成
せ

• 

- 

• 

' 

. 

-
;

»•
.. 

- 

• 

• . 

. 

• %
 

- 

..•
- 

• 

•

ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

-こ
の
集
約
法
、に
ょ
つ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
世
界
經
濟
に
お
け
る
地
位
は
、

1段
と

.强化
せ
ら
る
、
の
で 

あ
る
。
從
つ
て
、
ブa

，
ク
經
濟
の
形
成
に
あ
っ
て
は
、
こ

0、集
約
性
が
目
標

.とせ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
、で
あ
る
が
、
こ
の
集
約 

性
の
實
現
は

Vい
ろ
い
ろ
の
事
情
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
ゐ
る

。
，：

.-

、

一
、
馨
の
政
治
的
國
境
。
.現
存
の
裳
に
お
い
て
は
無
主
の
她
域
な
く
、
そ
の
.い
づ
れ
冬
、
政
治
的
地
域
と
し
て
確
定
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
國
家
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
從
つ
て

'國
境
の
评
和
的
ま
た
は
武
力
的
變
更
は
、
政
治
的
勢
力
の
如
何
に
懸
つ
て
ゐ
る
し
、
政
治 

的
勢
カ
の
雜
弱
な
國
家
は
、

.その
强
大
な
國
家
と
連
繫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

.その
谀
治
的
猙
注
：を
確
保
す
か
。
從
っ
て
、
か
、 

る
領
域

.に對
す
る
ブa

ッ

.ク關
係
の
設
定
强
化
は
、
强
大
國
と
の
磨
檫
を
腮
れ
る
こ
と
が
出

.來な
い
。
こ

\に
ブ

Wッ
ク
に
對
す

-

"る政
治
的
周
境

-の重
要
牲
が
存
在
す
る
。

■パ
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.
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’
•
•
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質
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(

5
0 

ニ

民

族Q

農

的

霞

。
國
誓
形
成
す
る
篇
は
、
§

的
統j

讓
を
形
成
し
、
ま
た
は
形
成
甘
ん
と
す
盏
求
を

；
^
っ
て

ゐ
る
。
あ
る
'
民
種
は
、
そ
の
有
せ
る
意
思
に
よ
つ
て
、
集

.-
®
と
.
.し.て

の

運

命

を

決

定

す

べ

し

と

す

る

民

族

の

自

^

的

態

度

は

.
 

規f
の
I

Q
一
 

つQ

傾

浮

I

と
X

M
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。a

j
q

場
合
i

が
、
そQ

將

來

忘

け

.る
地
位
を
も
深 

’ 

く
考
慮
す
る
|

が
あ
|

.

|、
•
•現
存
ま
た
は
來
气
へ
|

尝
動
向
に
つ
い
て
、
.

1
心
で
あ
り
、
.不
注
意
で
あ
る
こ
と
は 

出
來
な
い
.奪

あ

る

6
し
か
る
に
"
.思
族
意
識
そ
の
，も
の
のs

容
に
お
い
て
は
、.
し
ば
し
ば
か
く
の
ご
と
き
栽
知
の
決
如
し
？
 

る
場
合
が
あ
る
。
殊
にg

族
贏
が
人
爲
的
に
强
調
せ
ら
れ
、
民
族
Q

l

f
使
命
に
つ
い
て
の
誇
張
，f

れ
た
命
題
が
、
宣 

‘

.傅
の
內
容
を
デ
す
.

J

合

せ

'#
ヴ
重
於
に
對
し
て
、
著
し
く
無
知
裏
現
す
る
場
合
が
あ
るo

か
く
の
ど
と
き
場
合
に
民
族
が
、

' 

;.

そ
の
.獨
立
性
の
侧
面
の
.み

を

麗

し

、
諸
S

S

同
に
よ
.つ
て
、
.
C
よ
き
獨
立
と
1

と
を
-
招
來
す
I

I

考
へ
なC

 

場
合
が
I

。
こ
の
傾
向
は
、

K族
意
識
の
高
揚
‘に
よ
つ
■て
、

一
民
族
を
他
鬆
に
對
し
て
、
對
抗
せ
.し
め
よ
2

す
る
f

,
な 

'

第
三
阈
の
煽
動
が
あK

?
i

に
、
最
も
危
險
な
■狀
態y

置
か
れ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。_

こ
れ
らQ

馨

f
る
に
も
拘
ら
ず
、
現

蓉

贳

£
い

_ては
、
ニ
讓
ま
た
は

I
S
Q
f
的

I
鋒
さ
れ
て
：
_
い
。 

こ
の
賽
は
旣
に
述
べ
た
い
ろ
宏
の

.事實
に
よ

.つ5
證
せ
ら
れ
て
ゐ
る
象
ろ
で
あ
る
。
象

て

、何
等
が
の

.手段
に
よ

1
: 

家
ま
た
は
民
族
の
讓
が
、考
へ
；ら
れ
て

t
.ので
I
そ
の
政
治
經
濟
的
內
容
が
、
ブ
ロ

ッ
ク
經
霞

t
o 

:

そ
れ

I
に

S
せ 

ら
れ
、
ま
た
は
形
成
f

れ
で
あ
る
I

で
1

が
、

I
並
に
將
來
に
お
け
螽
警
た
は
民
族
I

繫Q

桊

的

形
態
を
な
す

4
の
で
あ
ら
ぅ
。 

' 

.

ブn

タ
ク
經
濟
の
內
容
お

4び
本
質
は

.、現
在
の
段
階
に
お
い
て
は
、

‘廣本
.主義
的
で

.ある
'0
そ
れ
は
現

-̂
の
世
兆
の
經
濟
體
制
が
、 

資
本
中
！
.■的た
か
ち
で
あ
る
。
近
代
初
期
か
ら
最
近
に

bた
る
ま
で
の
世
界
經
濟
體
制
に
お
い

.て
採

用

せ

.
ら

れ

た

政
策
は
、
あ
る
ひ
は 

民
族
主
義
的
で
あ
り
、
あ
る
ひ
は
自
由
主
義
で
あ
，り
、
あ

'̂
ひ
は
、
帝
國
、
In
義
的
で
あ
る

o'
現
往
：に
お

.いて
も
、
そ
の
部
分
部
分
こ
•お 

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
政
策
が

#在
す
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
が
、
現
祚
最
も
特
徵
的
に
親
は
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、
段
族
主
義
と
帝
國 

生
義

.のそ
れ
で
あ

.る。

..兩
者
は
ノ
密
接
に
包
擁
し
っ

Xあ
る
。
.货
經
濟
體
制
と
し
て
の
資
本
、
_
と

•
.
そ

.の
M-
现
を
異
に
し
て
ゐ
る 

も

の

は
サ
ゥ

H
1ト聯
邦
で
あ
っ
て

.そ
れ
は
社
會
主
義

.の基
礎
の
上
，に
立

O'
と
い
は
れ
，て
ゐ
るo

し
か

.しな
が
ら
、
そ
の
亂
際
經 

濟
政
笟
の
部
面
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
諸
國
と
接
觸
し
、
ま

.たは
封

'建的
並
に
半
封
建
的
諸
領
域
と
接
觸
す
る
關
係
上
.、
そ
の
政
策

は
、
資
本
主
義
的
脆
_
ゼ
脫
却
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
こ
の

-こと
.は、
ソ
聯
が
形
成
し
、ま
た
は
形
成
ぜ
ん
と
し
つ

Xあ
る
ブ
口
ッ
ク

.

. 

' 

•
. 

- 

.

.

.

.

.
 

■ 

• 

-

,
.

に
つ
い
て
も
、

.いふ
こ
と
が
出
來

1ぅ
と
思
，ふ
。
從
っ
て
、ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
現
段
階
に
お
け
る
本
質
は
ノ
罾
主
義
的
な
も
の
と
い
つ
，
 

て
Xs

で
あ
ら

.ぅ。，
そ
れ
は
、
，資
本
主
義
的
國
際
經
濟
關
係
と
し
て
の
自
由
主
義
的
關
係
、
そ
れ
を
保
持
し
，つ
\
發
揋
し
來
っ
た
帝
國

-

-
1 

.

.
I
. 

. 

. 

.

.

.

.

. 

ノ
 

.

主
義
的
關
係
の
高
度
の
關
係
で
あ
る

-«
?
:
い
ふ
こ
と

.が出
來
る
で

.あら
’ヶ
0.實
例
を
も
つ
そ
示
せ
ば
次
の
ご
と
く
で

大
；
帝
國
ブ
口
ッ
ク
。「

世

#-
の
エ
場
し
と
し
て
確
立
さ
れ
た
ィ
ギ
リ
ス
資
木
中
：義
は
、
そ
の
阈
際
經
濟
關
係
の
形
態
と
し
て
、
自 

由
中
；義
の
指
導
理
念
を
持
つ
て

ゐ

た
。

こ
れ

.は自
甶
貿
篡
主
義
に
お
‘い
て
現
は
れ

、

實
踐
的
に
も
.心
ギ
リ
ス
の
國
策
と
な
つ
て
ゐ 

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
ィ
ッ
を
首
班
と
す
石
ィ
ギ
リ
ス

.の世
界
經
濟
に
お
け
る
覇
權
に
對
す
る
桃
戰
は
、
順
次
か 

ブ

Pッ
ク
經
漭
の
本
質
，犯
ょ
び
そ
の
發
展 

ニ

a tC
M

七)
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ブ
p

ッ
ク
經
濟
の
本
質
'

お
ょ
び
そ
の
發
展
.

•
 

： 

J
u

、 

、
V
M
V

)

.

く
の
ご
と
き
狀
態
を
保

す̂
る
こ
と
が
出
來
な
く
な

.つた
。
第
十
九
世
紀Q

中
葉

•
•
畠

主

_
か

.なり
し
時
代
に
は
、
植
民
地 

放
衆
論
さ
へ
行
は
れ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
ず
、
第
十
九
世
紀
の
後
弗
か
ら
終
末
に
至
つ
て
は
ぃ
，大
い
に
植
民
的
活
動
に
從
窜
し
て

、
, 

ア
フ
リ
カ
分
割
に
大
き
な
版
割
を
演
じ

.たの
み
で
な
ぐ

*從n̂r:H

主
，義
的
政
策
に
ょ
つ

'‘
て
、
そ
の
植
民
她
と
屬
領
と
に
對
し
て
、

疆

1

1

_

痛
; 1
: 1
: 1

_

: 1

靡
_

1

泰
1 :
顏

顏

賺

盤

慧

-義
の
自
申
義
か
ら
の
轉
換
を
行
，つ
た
。
し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
肖
由
塞
の
傳
統
に
は
、
顯
著
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、 

.
そ
の
色
彩
は
帝

國

會

つ

た

に

も

拘

ら

ず

、
行
は
れ
て
ゐ
た
。
こ
の
英
本
國
と
植
氏
地

•
屬
領
と
の
關
係
は
、
貴
為
か
投
資 

を
通
じ
て
、
い
は
ゆ

る

植

，
民

地

的

關

係

が

說

定

せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、■
決
し
て
、
獨
立
自
出
の
國
家
間
の
關
係
が
、
そ
と
.に
存 

し
た
の
で
は
な
い
。
か
く
の
•こ
と
く
外
觀
に
.お
け
る
自
由
主
義
的
關
係
は
、

〗

.九
三
ニ
年
九
月
の
オ
‘ッ
タ
ヮ
#
議

の

協

定

に

ょ

-
つ 

て

明
力
に
終
焉
し
た
。
そ
こ
で
は
、
沐
國

•植民
地
•屬
領
が
*
自
由
貿
易
の
形
態
を
と
び
な
が
ら
、
そ
の
相
互
間
の
特
速
的
關 

係
が
設
定
さ
れ
る
に
茧
つ
て
、
第
三
國
は
、
こ
れ
ら
の
大
英
帝
國
ズ
ロ
'ッ
ク
に
.お
い
て
、明
か
に
差
別
.待
遇
を
受
け
ゐ
に
至
つ
た
の 

で
あ
る
。
こ
の
協
定
に
對
す
る
イ
ン
ド
•
カ
ナ
ダ
•
オ
A

ト
ラ
リ
アq

不
平
、は
-
こ
の
協
定
が
带
國
主
義
の
特
殊
の
形
態
と
し
て
、 

ブ
ロ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
た
.こ
と
を
、
如
實
に
示
し
て
ゐ
る
。
.
.こ
れ
ら
の
諸
國
は
、霤
關
係
に
お
い
て
、
他
の
第
三
國
丨

例
へ
ば 

日
本一

■と
、
あ
る
種
の
^
品一

：.
イ
ン
ドQ

棉
花
•オ
丨
ス
ト

ラ
リ
アP

牟
毛
の

.ご
t—

-

に

つ

い

て

い

へ

ば

•
特

殊

の

關

係
 

を
持
ち
、
こ

れ

と

交

換

に
日
本
の
安
價
な
商
品
の
供
給
を
受

け

る

こ

と

，
が

？

經

濟

的

に

は

|

曆
利
益
が
あ
るo

從
つ
て
、
こ
の
見 

施
力
ら
.い
へ
•ば

と
れ
ら
の
屬
領
龜
民
地
が
”
オ
ア
タ
ヮ
協
定
に
對
し
て
、
不
滿
を
有
す
る
と
と
は
、
當
然
で
あ
る
.が
、
大
英
帝

;國主
義
と

0從
來
の
貿
易

*奮
の

關

«民
族
的
意
識
ー
：
，
國

防

の

：
見

地

如

汐

、

3::
こ

れ

な

办

諸

領

；
域

：
ば

、
^

集
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

.大英
帝
國
ブ
ロ
ッ
ク
の
本
質
は
、：

.か\
る
大
英
帝
國
主
義
の
要
求
に
莪
い
て
ゐ
る 

と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

,

ア
メ
リ
カ

•フロ
ッ
ク
。
ア
メ
リ
カ

.
•
ブa

ッ
ク
に
お
け
る
指
導
的
勢
力
は

-ア
メ
リ
カ
合
衆
國

.であ
る
。
合
衆
國
は
、
そ
の
地
理
的 

環
境
に
惠
ま
れ
た
唯」

の
南
北
兩
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
强
大
國
家
で
あ
る
。

.一八
二
三
年
に
發
せ
ら
れ
た
モ
ン

W
1虫義
の 

宣
言
は
、

.アメ
リ
カ
大
睦
と

..
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
相
互
的
不
干
渉
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
は
世
界
的
帝
國
と 

し
て
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ

.の干
渉
を
の
み
斥
け
る
の
で
あ
る

0ル
ー
ズ
グH

ル
ト
大
統
領
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
國
境
比
、
ラ 

.ィン
河
に
あ
り
と
，い
つ
た
の
は
、
最
早
彼
並
に
，ア
メ
リ
カ
の
國
民
の
頭
腦
の
中
に
は
、
ヨ

.
11?
'
パ
へ
の
千
涉
の
考
人
ら
れ
て
ゐ

る
こ
，と
を
、
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
極
凍
に
對
し
て

.は、1

八
：九

年̂
に

.おけ
る
國
務
長{on

ジ*

ン

•へ
ィ
の

ĵ戶5?

.一 

.

.

.

-
 

-
 

■
•
.
«■
-
-

放
宣
言
以
來
、
最
近

.のス
チ
ム
ス
ン

.主義
に
い

.たる
ま
で
、

-極東
へ
の
干
渉
の
步
を
ゅ
る
め
て
ゐ
な
い

0 

h
く
て
、
北
泶
合
衆
國

;

-
- 

:
、
.

:

-
:

-
:
/ 

. 

.

.. 

. 

: 

- 

•■- 

. 

: 

:. 

,
 

'
-■
■ 

.

.

.

.

. 

-.

は
、

■世界
へ
の
號
令
者
た
る
こ
と
を
，期
し
て
ゐ

•るの
で
あ
る
。

■
 

.
 

; 

: 

• 

•
 

■
 

• 

• 

-. 

•
-
•
•
•
-
• 

.
.
.

 

.
.
.

そ

.の
政

治

經

濟

的

，勢

カ

の

遨

礎

と

な

る

も

の

は

、

ア

メ

リ

丸

の

中

南

來

に

對

す

る

ブ

&
け
ク

'化
趿

策

で

あ

る

。

ア

メ

リ

‘カ

•
ブ

ロ

ッ
 

ク

は

、

現

在

の

場

合

、
.
形

成

せ

ら

れ

ん

と

し

て

ゐ

る

狀

態

で

あ

る

？

殊

に

ア

メ

リ

カ

合

衆

國

は

、

カ

リ

ビ

•ヤ
ン

海

を

中

心

と

す

る

. 

地

帶

並

に

南

米

大

陸

の

北

部

に

お

け

る

第

三

國

c

主

と

し

て

ィ

ギ

リ

5

Q
.進
出

を

阻

止

し

、

と
，れ

^j

自

國

の

勢

力

下

に

置

か

ふ

と
 

す

ん

努

力

は

、

第

十

九

世

紀

來

.か
ら

現

在

.に
い

.た
る

ま

で

續

け

ら

れ

、た

。

‘い
ば

ゆ

る

「

艰

外

交

」

め

本

質

は

、

こ

、

に

あ

る

と

い

ひ
 

.

ブ

D
:ッ
ク

經

濟

.の
本

質

抓

ょ

、び

そ

の

發

風 

_ 

V 

、
 

•
.
.
二

七

(

七

.一
九)
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ッ
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び
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ハ
七
ニ

0
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-
:

得
る
。
令

ァ

メ

リ

S
他
國
の
領
域
へ
の
進
出
が
，
目
覺
ま
し
い
’活
躍
を
示
さ
な
か
つ
た
の
は
、
第
十
九
世
紀
を
通
じ
て
、〜

 

.西洋
岸
が
ら
牵
洋
岸
へ
の
い
は

f
西
漸
議
の

S
し
た
I

.
に

去

て

.
ゐ

今

こ
の
西
漸
の

I
に
お
い
'

合
衆
國
は

,フ
ラ
シ
ス
力
ら
、、、
シ
シ
イ
ビ
イ
沿

®

：

を
印

5收
し
、
メ
キ
シ
コ
と
戰
戈

1'
-ハ
又
へ
、
こ
れ
か
金
大
な
領
土
を

®廉
な
霞
を
も
？

議
せ
し
め
、
：ま
た
は
原
住
者
た
る
イ
ン
デ
ィ

ヤ
ン
族
を
討
滅
す
る
こ
と
に
よ
つ
，て
.
廣
大
な
イ
シ
デ
ィ
ヤ
ゾ

の

土

地

し

傅
た
力
ら
で
お
る
。
こ
の

.西漸
運
動
は
、
第

‘十九
世
紀
末
ま
で
續

.

s

て
％
る

。
.
こ
の
過
程
も
帝
國
主
義
政
策
と
し
て
の
議
を
持

つ
て
ゐ
た
も
の
で
は
あ
る9
か
く
の
ご
と
き
方
法
に
よ
つ
て
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
國Q

領
域
裏
定
し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ

大
陸
以
外
の
地
に
領
土
の

I
を
實
行
し
た
の
は

' 米
西
戰&

を
始
め
と
す
る
。
か
く
て
、
中
棗
政
策
に
お
い
て
は
、
弗
外
交

.

.
と
し
て
の
刻
印
を
明
か
に
押
さ
れ
て
ゐ
，る
言

に

、
，帝
國
主
義
的
で
あ
る
。
質

#投
資

•政治
的
干
渉
は
、
特
に
カ
リ
ビ
ヤ
ン
战 

沿
岸
の
諸
國
に
現
は
れ
て
ゐ
る

o' ' 

, 

. 

•

,

ア
メ
.リ
カ

•ブ
1ク
の
形
成
は
、
こ
の
雜
外
交
の
獲
で
あ
り
、
そ
の
擴
大
で

I
。
而
し
て
、

.こQV
，

ぶ
形
成
の
.可
能
生

■は
■.次の
.點..
に
存
す
る

？
'
,
:
.
.
'
.
:
:
,
'
.
:
'
.
.
.
:
.
'
'
:
:
. 

マ

.：'

.
'
'
.
,
.
.
.

ノ

'
,
'

•(

イ〕

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
地
理
的
環
境
。 

ノ 

■

(

.ハ)

中

I
國
に
お
い
て
は

-旣
に
奏
な
合
衆
國
の
政
治
的
勢
力
と
辉
濟
的(

投
資)

勢
力

.とが
存
し

VM'
ら

レ

イ

ギ

リ

ス

領
 

.で
あ
る
カ
ナ
•ダ
に

5
て
も
、
約
四
十
億
ド
ル
の
投

f
有
す
る

i
も
に
、
カ
ナ
ダ
は
、
合
衆
國
と
蓄
_

ス

I
の
中
.

..
間
地
帶
で
あ
る
こ
と

？
'. 

:

(.H )

满
米
に
お
い
て
は
、
例
へ

.ばア
ル

•セシ
チ
ン

•にお
い
て
は
パ
ィ
ギ
リ
ス
の
，勢
力
が
優
勢
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
諸
國
に
お 

い
て
は
、
八
ロ
衆
國
の
勢
力
が
優
越
的
で
あ
石
こ
と

0.
‘ 

. 

し

^
^
^
^
'
'

-

. 

こ
れ
ら
の
諸
要
因
に
ょ
？V

て
、
ア
メ
リ
カ
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
の
胗
成
は
可
能
の
や
う
で
あ
る
が

.、ア
メ
リ
カ
の
經
濟
的
優
越
が
、.中
南

ノ.. 

.. 

. 

• 

.

.

. 

-
-
.
V 

'
• 

• 

.

.

. 

.

.

v'
-r. 
'
 

''〕

.
'
• 

.
 

.. .
 

,
•
、
：
,
. 

.、 ..-V

笊
に
お
い
て
帝
难
す
る

.：

0

し
て
も
、
中
南
米
に
お
妙
る
、ア
メ
メ
：カ
經
濟
へ
の
反
抗
も
ま
：た
存
在
す
る
，し
、パ
ま
た
ア

'メす
カ
大
陛
へ
：
 

の
第
三
國
の
觸
葰
も
否
定
し
得
な

>
o更ら
：に
：現

.在に
お
妙
る
ル
ー
ズ
ヴK.

ル
ト
大
統
領
の
土
ラ
政
策
は
、

'國內
に
お
け
る

®

.

.

.

.

.

. 

•
 . 

•
 

.

.

.

. 

' 

' 

I 

•

..
 

•- 

.... 

.

.
V價政
策
に

そ̂
の
ー
重
激
を
瘴
い
セ
ゐ
各
や
で
あ
る
が
ゼ
の
政
策
は
國
內
需
奥
め
喚
起
冗
ょ
つ
て
、

:'
*南
米
へr

の
：經
濟
的
勢
力
の

# 

展
を
阻
唐
す
る

.一.要因
支
渺
成
す
る
も
の
で
あ

.らう
0
.
M
私
：&ロ
葉
國
が

"遵槳
國

_と1>
て
發
展

て̂

.雜た
麗

上

'\
:'*

て
，も
、
そ
の
重
要
性
を
持
つ
こ
ふ
拟
確
か
で
あ
り
、
こ
'0
翱

に

お

い

て

，

爾
餘
ー
の
：
ァ

.

|
カ
諸
國
が
、
生
と
し
て
農
業
國
た
る
本
質
. 

ハ
を
有
す
る
點
点
衝
突
ず
る
.。

メ
か
ハ
;^
國
內
事p

が
>
:;'
7
メ

-1
-
决
諸
國
の
齄
».
的
連
槃
を
、
.
.稀
簿
な
ら
し
め
て
ゐ
ネ
.點
比
、

得
な

.い。
さ
う
觀
察
し
て
來
れ
ば

*ア
メ
リ
カ

•ブロ
ッ
ク
の
形
成
の
問
題
も
、
そ
の
前
途
を
樂
觀
す
る

‘こと
が
許
さ

'れな
い
：狀

_
,

で
あ

..
る

■と，S.

へ
よ
う

。
.. 

，
ノ

.'.X:'

:
ぐ
'.
.':
'
.'
.'
.:
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,
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ソ
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'
一
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:
'

わ
れ
わ
れ
は

、
' 
以
上
に
お
い
て
、
•大
英
帝
國
ブ
.P
ッ
グ
と
ア
メ
リ
カ

“ブ
ね
ッ
ク
と
を
概
觀
し
た
の
で
，、あ
る
が
、
こ
れ
に
ょ
つ

5
1つ

.

:

.
-
- 

.

.

.

. 

.
 

-
 

. 

-
V 

.
.

.

の

對

立

的

な

ブ

.ロ

ッ

ク
形
態
を
知
る
こ
と
が
出
來
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
ニ
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
態
に
お
い
て
本
質
的
^

點
は
，

ブ0

ツ
ク
經
濟
の
本
質
お
ょ
び
そ
の
發
，展 

二

九
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次
の
ご

く̂
で
あ
る
。
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一
大
英
帝
國
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
國
が
近
世
初
期
か
ら
の
.植
民
活
動
の
結
果
獲
得
し
I

土
を
載
礎
と
し
て
形
成
せ

ら

れ

て
 

-

ゐ
る
。
こ
の
植
民
活
動
が
ョ
i

.
ッ
バ
以
外
の
地
域
に
お
い
て
行
は
れ
I

係
上

.イ
ギ
リ
ス
の
植
舉
膘
領
は
•本
國
か
ら
出 

，較
的
遠
距
離
に

'ある
と
同
時
に
世
界
に
散
往
し
て
ゐ
る
。
第
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
®
土
に
日
の
沒
す
る
と
と
な
き
を 

.
誇
り
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
裳

に

‘お
いP

、

最
大
の
飯
軍
力
を
有
し
、
世

#I
分
の
勢
力
下
に
置 

い
て

.ゐた
時
代
に
お
い
て
は
、
世
界
帝
國
.の
誇
り
を
充
分
に
味
ふ
こ
と
が
出
來
た
で
あ
ら
ぅ
"
し
か
し
な
が
ら
、
現
下
の
國
際
情

地
並

I
領
を
、

'そ、の
形
成
主
體
と
す
る
大
英
帝
國
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

S
的
ブ
“

ッ
ク
で
あ
る

o.こ
れ
は
地
域
的
集
約
誉
持
っ
て 

ゐ
な
い
黏
に
お
い
て

、
.
f

し
く
不
利
益
と
い
は
ざ
I

得
な
い
o

大
英
帝
國
ブ
ロ
ッ
ク
の
構
減
は
、世
思
各
地
に
及
し
？
ゐ 

る
關
係
上
、
奮
の
點
に
お
い
て
、
最
も
豐
富

'なこ
と
に
，
そ
の
强
味
を
持
っ
と
い
は
ね
？

H

な

I
。

更
ら
に
大
英

帝
國
ブn

ソ
ク
の
强
味
の一

つ
に
數
ふ
べ
き
點
は

*
'
と
の
ブa

ッ
ク
が
、
イ
ギ
リ
ス
本
國
の
金
融
的
勢
力
に
ょ

つ

て

、
 

外
延
的
に
も
內
包
的
に
も
、
バ
ッ
ク
さ
れ
て
ゐ
-る
と
い
ふ
こ

4
あ
る

0大
英
帝
國
ブ
5

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
確
然
1
る
政
治
的
勢 

力
の
醫
に
お
い
て
、
形
成
せ
ら
れ
て
ゐ
るQ

で

蒙

が

、
イ
ギ
リKQ

餮

が

二

つ

s
i的通
貨
‘で
ざ
り
、
そ
れ
ま
で
に
い 

■

た
る
經
濟
的
勢
力
に
ょ
っ
て

-礎
き
士
げ
ら
れ
た
諸
關
係
が
、
大
英
帝
國
ブ
“

'
>
ク
の
擁
護
に
役
立
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
|

。
即

ち
 

植
民
地
-虜
領
と
を
併
せ
て
の
政
治
經
濟
的
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
通
貨
と
し
て
の
餮

0
優
勢
地
帶
で
，
f

.
•
.
.
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.
:
.
. 

. 

:
. 

. 

::...*
■.

.
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.

.

.:- 

. 
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: 

•
. 

.
'

ご.
.
.
.
.
.
；
：
：
.
.
*
.
.
.
. 

'
.
.
.

技

が
、
こ
の
外
に

_いは
>̂

る

タ̂

.ア.
9
ン
グ

.ブロ
/と
稱
す
る
も
の
が
、
形
成
さ
れ
て
ゐ
る

.<
»そ
中̂
に
は

1北
歐
諸
小
國
のU

と

き

-5
&
5
含
ま
れ

.てを
り
、
：幣
制
改
革
に
よ

0
.
.
て
支
那

¥ご
と
き

、̂
そ
の

2員
と
せ
ふ
名
、
審

_であ
つ
た

.0
こ
の
點
に
お
い
て
、
ィ 

ギ
リ
ス
が
わ
が
束
瓯
の
新
秧
序
と
し
て
の
共
同
體
の
建
設
に
抓
害
を
與
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
、

-
’
ィ
ギ
リ
ス
側
の
意
圖
か
ら
見
れ
ば
、
 

必
然
的
で
あ
る
と
い
ふ

‘こと
が

-̂
來
る

‘であ
ら
う
。
か
、
る
パ
ウ

ZK-
•ス
タ
ア
リ
ン
グ

•ブロ
ッ
ク
は
、
植
民
地
•歸
阔
の
犬
英
帝 

，國
プ

3ッ
ク
を
援
護
す
る
た
め
に
役
立
つ
も
の
で
あ
、る
と
い
へ

よ

う

。

大
英
拖
國
ブ
ロ
ッ
ク
が
、
そ
め
散
在
妁
な
地
驵
的
不
利
益
が 

あ

.るに
も
拘
ら
ず

*現
，柱
に
い

.たる
ま
で
世
界
最
大
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

#枉
す
る

’のは
、
か

Xる
ィ

ギ
リ
.ス
の
經
濟
的
勢
力
に
負 

ふ
と
こ
ろ
が
大
で
あ

.る
o 

、

ニ
、
大
英
帝
國
ブ&

ッ
ク
に
對
し
て
、

.アメ
リ
カ

•ブa

ッ
ク
は
、
ニ
つ
，の
特
殊
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。

-. ...•:- . 
-.'
■

,
-:
リ

ノ
 

、

■:
- 

..:
- 

. 

-
■:
-い

*
:
-
-
、
-

-

-

,
(

ィ)

：
ア
メ
リ
カ

•ブロ
ッ
ク
は

*大
英
帝
國
ブ
ロ
ッ
ク
の
や
う
に
、
形
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る

Iの
で
な
い
點

'であ
‘ふ。
こ
の
點
は
、旣 

•に指
摘
し
て
置
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
に
お
い
て
、
形
成
せ
ら
れ
、
法
た
は
發
展
せ
ん
と
す

'るア
メ
リ
カ

•ブロ
ッ
ク
は
、
：大 

英
帝
國

Vロ
ッ
ク
の
中
樞
的
國
家
で
あ
る
ィ
ギ

■.リス
本
國
が
、
そ
：の
翼
下
に
植
民
地

•風領
を
集
め
て

‘ゐる
の
に
對
し
，

P
、

植
民
地•

、

屬
領
と

;v
>ふ
も
の
が
極
め
て
、
領
域
的
に
少
為
く
、
合
衆
國
自
體
が
、
領
坡
的
に
も
資
源
的

.にも
、
最
も
有
力
な
領
域
で
あ
る
と 

、

い
ふ
點
忙
特
徵
が
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
そ
、
ムn

衆

3は
、
前
に
も
指
摘
し
た
や

•うに
、
ブ

Ta
-ック
經
濟
へ
の
要
求
を
、
イ
ギ
リ
ス

本
國
ほ
ど
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
ぃ
い

。
：
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大
英

W國
ブ

.ロッ
ク
が
、
地
域
的

..
に

^

T

世
界
に
散
在
的
で
あ
る
の
に
對
し
て
、今
後
形
成
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ•

,

.

ブ

»ッ
ク
經
濟
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本
質
お
よ
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發

M
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四

'

>

.ブロ
ッ
ク
は
、
，篇
的
で
あ
る
。
ア

.メリ
カ
合
衆
國
が
主
體
と
し
て
形
成
せ
ら
る
べ
き
ア

.メリ

.カ«プ，ロ
ッ
ク
は
、北
來

.中米
*南
來 

と
米
大
陸
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
。
乙

.の點
に
、お
い
て
、
地
域
的
集
中
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
第j

歩
と
も
い
ふ
べ
き
カ
リ
匕
ヤ 

ン
海
律
諸
國
と
<の
連
繁
が
成
立
す
る
も
の
と
す
れ
ば

1地
域
的
集
中
性
は
、一
層
緊
密
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
宂
來
ア
メ
リ 

力
大
陸
が
、
.大
西
洋
と
太
平
洋
を
擁
し
て
、
他
の
大
陸
に
對
す
る
て
と
に
ょ
つ
て
、
地
，理
的
位
置
が
極
め
て
有
利
で
あ
る
こ
と
は
：
 

い
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
，の
上
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お

.けるH

業
的
先
進
國
と
し
て
、
北
來
合
衆
國
の
祚
往
は
、
極
め
、て
有
利
と
い 

は
ざ
る
を
得
な
い
も
の
だ
。
，か
べ
の
ご
と
き

.理由
に
夂

.つ、て
、

.北泶
合
衆
國
に
お
け
る
ア
メ
リ

<カ
.ブ
.ロッ
ク
の
要
求
は
、他
の「

持 

た
な
い
國J

に
お
妙
る
要
求
ほ
ど

"緊
切
な
も
の
で
は
な
い
。 

.

: 

•
 

' 

丨
 

大
英
帝
國
ブa

ッ
ク
と
ア
メ
リ
カ
•ブ
ロ
ッ
ク
と
の
對
照
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
形
成
の
地
域
性
に
お
け
る
分
散
と
集
中
と
を
比
較
せ
し
め
る
。 

地
域
的
分
散
性
か
.
ブ
^
ッ
ク
と
し
て
卜
ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
本
來
の
性
質
と
じ
て

不
適
當
で
あ

る

こ
と
は

.
い
ふ
ま

.でも
な
いo

ブ
以
ッ
ク
は
、

1

つ
の
巢
團
を
意
味
す
る
。
集
團
が
集
中
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
與
へ
ら

tた
条 

件
の
下
に
お
い
て
、
そ
の

'最も
容
易
な
形
成
方
式
を
採
，る
故
に
、
ブ

に

も

集

中

的

な

る

.？
)の
と
、分
散
的
な
る

.もの
iが
存
す
る 

の
で
あ
る
。

.この
場
合
、
散
在
的
領
域
を
相
互
に
密
貌
に
結
合
せ
む
め
る
拘
も
の
か
が
存
在
す
る
と
す
れ
ぱ

散̂
姓
的
鮮
域
聞
の
ブ
ロ

. 

ッ
ク
も

-ま
た
ブa

ッ
ク
と
し
て
の
活
動
を
な
し
得
，る
。

大
英
带
國
プ
な
ダ
の
場
合
セ
は(

そ
れ
は
國
際
通
貨
と
し

H
of
.̂
-
F
，

x 

タ

ー
リ
ン
グ
の
存
在
と
、
イ
ギ
リ
ス
の

.；海齋
界
に
有
す
る
勢
カ
ど
、そ
れ
を
保
持
し

.：て
：
ゐ

も

.ィ

ギ
6|
;::
ス
.海
軍
で
ぁ
る
タ
從
0
て
、
兹

的
 

ま
龙
は
散
在
：啲
ブ：n

-クが
維
脖

.の''
た
办
ぬ
棣
ダ
ロ

.ック
に

_

• <

法

I

あ
，

か

く

き
I

f

に
ょ
？

、
ブ

n

 

;

 g

濩

は

、
そ
か
本
1

^

|

遭

爲

お

摩

為

さ
|

|

ぬ
と
い
ふ
と
'<
?
:が
出
來
る
タ
こ
の
點
で
は
接
壊
地
，帶
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
最
も
自
然
的
ぬ
も
.の
1?
あ
る
と
^

へ
.
±
ぅ
0
-

. 

更
ら
.に
大
英
帝
國
並
に
ア
メ
リ
，ぞ
ブ
〒
ッ
汐
の
觀
察
に
.ょ
0
て
、
明
か
な
：ご
i
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
麻
成
に
お
.い
て
は
、
ブ
a

>ク
：中

,
;
;
樞
馨
浊
の
必
然

«で
あ
る
。
大
英
帝
國
ブ
ロ
ッ
ク
の

合̂
に
ノ
ィ
ギ

ス̂
本
國
が

ブ̂
ノ
ロ

僉̂
の
中
樞
國
象
を
形
成
し
七
ゐ
る
こ
と

，
.
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:へは
當
然

I
今

^
Iれ
得

5 

に

.

，
 

尨
地
：が

:>
:中
.«
國
家
：と
し
て

.のィ
ギ

$ス
.本國
杧
指
缘

.せも
々

1
.
衣
め
に
戏

，
4

け
れ
ば

'なら
ぬ
。
さ
ぅ
で
な
け
れ
ば
、
靥
領

•植民
地
は
、
本
襴
に
指
猙
せ
ら
る
、
以
前
に

.、獨
‘立す
る
か
、
そ
の
指
鏤
忆
服
さ
な
い
で 

あ
ら

.ぅ
^
^
ら

で

あ

る

o

>

•
-
. 一
.
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.
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.

.

.

.

. 

.

.

.
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.

.

.

.

. 

- 

.

.

. 

- 

.

. 

. 

. 

.

.

.
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» 
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ア
メ

リ

.

力

•ブロ
ッ
ク
の
場
合
に
は

.
-
そ
の

_成
員
と
し
て
想
定
せ
ら
る
、
も
の
は

-獨
立
國
家
で
あ
る
が
、少
く
と
も
形
式
的
に
は

:

獨
立
國
家
の
形
態
を
採
つ

-.
て
む
る
も

.ので
あ
る
。
こ
の
場
合

'

k

お
，い

'て.も、
大
英
帝
國
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
け
る
と
同
樣
に
北
米
合
衆
國
が

--
'
*

•中樞
國
家
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
て
ゐ
名
。
ア
メ
リ

.力合
衆
國
が
、
實
際
上
の
政
治
的
勢
力
を
持
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る

。

.、

.從つ
て
、
指

.導的
中
樞
國
家
た
る
た
め
に
は
，(

ィ)

ブ
ロ
ッ
ク
を
指
缇
す
る
だ
け
の
實
際
的
な
政
治
經
濟
的
勢
力
を
持
つ
こ
と

、

(o
.

.
,
、
 

.

.
: 

• 

■ 

• 

’ 

. 

. 

.、

. 

*

從
つ
て
、ブ
？
ッ
ク
の
指
導
原
理
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

.る。 

.

\ 

• 

-
 

•
 

.
 

• 

-

•

•

• 

-

.
 

-
 

、
 

-

.

へ

'へ'
:
'
：
:
、 

ブ
ロ
ッ
ク
形
成
の
最
も
大
き
な
動

_因と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
旣
に

プ

‘Wック
經
濟
の
本

.質お

.ょび
そ
の
發
展
：

.
' 
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ブ
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ッ
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經
濟
の
.本
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お
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び
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の
發
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三

四

(

七
二
六)

■

1
抵
见
戰
發
似
前
か
ら
の
獨
占
資
本
主
義
の
發
展

. 

、

‘

ニ
世
坭
戰
爭
中
胞
に
そ
の
.
§
お
け
る
技
術
の
潑
達
に
ょ
る
生
產
カ
の
發
搌
,

1ニ世
救
恐
慌
の
對
策

.

..

パ•

..

：

パ

：
 

: 

:

V翁
.へ：戰
_
濟
體
_
馨

備

;:
:
:
'
':
'
w
、铸

議

を
擧
げ
て
置
い
た
。
グ

•ロッ
ク
の
原
理
は
、
ま

_た.これ
に
照
應
し

.て、
形
成
せ
ら
れ
な
け
れ
ば

.なら
な
い
と
と
は
い
ふ
ま

.でも
な

い

.？
 

以
上
列
擧
し
た
諸
要
因
は
、
相
互
的
關
聯
を
有

.する
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
最
大
ひ
要
因
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
、
世
界
恐
«
で
あ 

.。る
;0
':'
:
:
黨

激

:«
に
ょ
友
世
涨
經
濟
：の
：破
局
的
情
勢
が

:̂
强
汰
國
家
ぞ
ダ

_
タ

0;
:形漱
に

«;
_
事
實
は

«定
し
ぎ
い

0:::

々
'■」

■'

‘
し
か
る
に
、

.恐慌
は
、
資
本
主
義
生
產
に
，お
け
る
無
政
府
的
狀
態
か
ら
發
生
ず
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
と
の
資
本
主
義
，生
產 

の
，無
政
府
性
は
？
資
本
家
的
坐
產
の
個
々
に
つ
い
て
、
い
ふ
の
で
は
な
い
。
そ
の
全g

的
體
制
に
お

-いて
、
こ
れ
を
發
觅
す
る
。
資
本

■
 

\ 

■
 

.
 

•
 

.
.
.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.M 

.
 

... 

■•
 

:■
■•■. 

.... 

•

-
.

主
義
經
濟
擧
の
見
地
か
ら
い
へ
ば•

こ
れ
は
決
し
て
無
政
府
的
狀
態
で

■.ぬな
く
、
價
格
を
中
心
と
す

.る.自動
的
調
盤
が
、
市
場
を
通
じ 

.て行
は
れ
、
景
氣
の

■
に
ょ
つ
て
、
無
政
，庇
性
が
是
疋
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
の
で
あ

t
o 

.

そ

’して
、
第
十
九
世
紀
を
通

.じ■て、
こ
の
こ

.

.

.

.
• 

.

:-
.
. 

-
.•
V
.
.
•'
,
:
.
* 

‘ 

' 

.•:...
■.
.
.
.
. 

'
•
-

•:
:
.
'
'
.
•
' 

'■:
 r,'.+. 

. 

'
•
.
: 

.

.

..

.

.
'
’ 
一.
.
. 

.

•;
.
. 

V... 

.

.

.

. . 

. 

.

.

.
;
.
"
.
•
. 

. 

-
.
V
.
- 

..V 

.

と
は
、

’ある
程
度
ま
で
實
現
し
，得
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

.今次

.の世
界
恐
慌
は
、
そ
の
深
度
に
お
い
て

-ま
た
は
そ
の
繼
續
性
に
お
い

. 

て
、

‘未曾
有
の
も
の
を
持
つ
て

‘ゐる
。

■そこ
•では
、
最
早
景
氣
循
環

■の實
現
を
輕
々
し
く

#
-
足
し
得
な

Wほ
ど
の
大
き
な
打
_
を
資
本 

主
義
自
權
に
與
へ
て
ゐ
、る

®
,
而
し
て
、
こ
の
世
界
恐
慌
を
中
心
と
し
で
起
つ

/たブ
.ロ'ック
化
の
遝
鼯
は
、
必
然
的
に
、
戰
都
經
濟
體
制

. 

の
盤
備
め
問
題
を
惹
起
し
て
が
る
の
で
、
加

iる
ニ
重
の
意
味
か
ら
資
本
主

_
.
に
對
す

.る肾
畫
化
が

.問題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

。

•

資
本
主
義
的
坐
産
を
.如
何

な

る

方

何

に

導

く

の

問

題

が

、最
前
面
に
提
起
さ
れ
て
t

o
そ
れ
は
恐
慌
克
服
と
、一.

部
分
は
恐 

&

克
服
の
た
め
-に
，し
た
®
備
办
順
大
•戰

耶

經

濟

體

制

の

整

備

は

、
計

聳

化

な

し

，
に

は

，、

到

灌

備

す

る

こ

と

が

果

な

い

こ

と

だ

か

ら
 

で
あ
る
こ
の
資
本
主
義
に
對
す
冬
箭
書
--
^

は
い
.ま
づ
そ
の
漱
制
化
.と
し
て
現
は
，̂

が
^ ;
?
激
制
は
、
‘
_

’
由
的
資
本
虫
義
が
、
獨
ト
2 

,资
ネ
王
義
に
入
る
と
同
時
に
.
資

本

家

的

統

制

，と

し

て

の

カ

ル

テ

.ル
•
ト
ラK

•ト
的
統
橺
と
し
て
現
は
れ
'て

ゐ

る

の

で

，
あ

る

が

、
.
現

在

の 

段
階
に
お
.い
て
は
、
か
X
る

生

產

部
！
：
Q

1
部
分
的
統
制
で
.は
、
-含
的
な
資
本
中
；言

-1
壞
過
程
を
救
濟
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
政 

治

的

權

カ

に

ょ

る

統

制

が

狩

は

れ

る

に

，
至

り

、

そ

の

程

度

を

ー

，段

^
强

化

し

つ

、

あ

る
0 

■

し
か
し
な
が
ら

•現在Q

ブ
5

經
濟
に
お
け
る
指

I

sし
て

I
制
は
、
資
本
主
義
に
對
す
る
全
面
的
統
制
T

、
許
，戴
で 

も
な
い

.現在
の
：フ
ロ
ッ
ク
救
濟
は

、
資

本

主

義

の

裁

礎

の

上

に

行

は

れ

つ

、
あ

る
も
の

.

で
あ
つ
て
.、.
し
，か
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
中 

に
は
部
分
的
な
無
政
府
性
を
包
藏
し
つ
：，

r

あ
る
ど
と
は
.、

.當然
の
こ
と
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬo

一
 
度
資
本
主
蕾
對
す
る
統
制
が
採
用 

し
始
め
ら
れ

i
そ
れ
は
急
坂
を
、

K
Y
.
キ
•な
く
て
走
る
車
に
均
し
い
も
の
が
あ
る
。
統
制
を
實
施
せ
ら
れ
た
部
分
と
無
統
制
挪 

分
と
の
磨
擦
が
發
举
し
、

S
Qた
め
に
は
、
無
統p

的
部
分
が
、
そQ

障

f
し
て
.存
在
す
る
が
ご

i
作

f
な

す

こ

•と
に
ょ
つ 

てへ

._
«
1
^
^
_

げ

,#
1:
な

雜

；
#
:1
:
?̂
_
,
#
圍

1
:1
^
1̂:
-̂
_
各
を
得

^

へ
と
進
股
す
る
の
で
あ
ぶ
。
現
に
わ
が
國Q

ご
と

I
見
て
も
、
物
資
統
制
•物
價
統
制
•消
费
統
制
が
行
は
れ
て
ゐ
る
傍
ら
、
日
滿
ブ 

W
.
ッ
ク
の
立
場
が
ら
生
產
カ
擴
充
四
ヶ
年
訐
晝
が
、，
樹
立
，さ
れ
ざ
る

|得
な
い
狀
態
に
置
か
れ
て
ゐ
る

。
'

力
、
る
統
带Q.

强
化
は
、
資
本
產
に
對
し

-て、
あ
る
麗
ま
で

S
改
を

•加へ
，る
べ
き
運
命
に
あ
る
。
.殊
に
數
個
の
社
會
經
濟
體

ブ
ロ

/
經
濟
の
本
質
お
ょ
び
そ
の
發
展 

‘ 

.
三

五

Q ニ
.七〕

.



ノ
 

a1̂
'
#f>
ベ

•

,
;
'
S
1
K

パv
v
.
r.
:象
.
1?.
逢
^
&
一

'ŝ̂
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ブ
ロ
ッ
ク
經

濟

の沐
質
.お

-ょぴ
そ
の
發

-M
.■ 

' 

三
六

(

七
二
八〕

が
、

.ブロ
ッ
、ク
關
係
に
人
る
場
合
に
は
、
こ

.の關
係

'は必
然
的
に」

部
分
計
書
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
貿
易

•投資
•資源
開
發
等
は

-

-
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-
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,
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.
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し.
'
:
.

— 

,
. 

■

'■,
.
.
.
'
.
.

し':
. 

.
'
-■
■;
•■-
.
.
.
•■
•
-
.
.
.
.

〈

：
' 

. 

..

at
翳
的
に
行
は
れ
ね
ば
，な
ら
ぬ
。
上
、
に
お
い
セ
、
ブ
ロ
ッ
ク
經

.濟體
櫚
下
に
お

‘いて
は
、
そ
の
基
礎
■が
資
本
主
義
體
制
に
あ
る
場
合 

に
お
い
て
も
、K
應
ブ
n'
ッ
ク
全
體
の
觀
點
が
、顧
み
ら
れ
ね
ば
孜
ら
，ぬ
の
で
あ
る
。
こ

.の場
合
、資
本
虫
義
體
制
下
に
お
い
て
は
：*
ブ 

ロ
ッ

ク
名
體
に

Wす
る
觀
點
が
ー
應
採
ら
，れ
な
が
ら
も
、
中
樞
國

■*
の
要

:求が
、
指
導
的
觀
念
と
な
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
即
ち 

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
從
來

<D
植
民
地
的
關
係
が
淸
篤
せ
ら
れ
ず
、
も
し
く
は
、
そ
れ
を
强
化
す
る
た
め
の
ブ
口
ッ
.ク
と
し
て
考
へ

ら
れ

.るの
'であ
.る
0
し
か
し
な
於
ら
ブ
ロ
ッ

•クに
對
す
る
全
面
的
統
制
は
、
少v

と
も
、
そ
の
內
部
.に
お
け
る
資
本
主
義
的
恣
意
を
矯

-
- 

■ 

: 

. 

. 

• 

- 

. 

\ 

. 

.

JE
す
る
こ
と
は
、
多
く

2>
場
合
あ
り
得
る

6 

/ 

•

’
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
づ
て
、
ブ
ロ

.ック
經
濟
の
本
質
は
、

.次

.の諸
點
に

.ある
こ
と
が
明
か
で
あ

.る。

•

1

.數領
域
の
政
治
經
濟
的
結
合
で

.ある
こ
と
。
集
中
的
ブ
ロ
ク

•分散
的
ブ
ロ
ッ
ク
。 

.

、

. 

.

.

.
*
.
- 

.

.

.

.

- 
., 

-■ 

■ i 
- 

■ 

- 

-
-
-
-
-

• ニ 

•
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
に
は
、

.、こ
れ
を
指
導
す
べ
き
中
樞
的
國
家
の
存
在
す
る
こ
と
？

.

.
'.
■:
'!__:
 

. 

. 

'
. 

. 

.

,'
■
■
■ 

.
:
-
. 

■ 

* 

.

:

.

.

.

-

- 

.
' 

.

ソ
：
し..
.
' 

、
，
.

■;
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.

.

. 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

.

. 

> 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.三現
在
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

こ

の
指
導
的
中
榧
國
镓
の
要
求
が
主

と

し

そ考
旗
さ

れ

，て

ゐ.る
；
こi

o

'

:

,•
, 

'

”：cg
.
'
^
つ
，
て
、

：

中

樞

國

象

が

渠.主義
的
蕋
礎
の
上
に
：あ
冬
場
合
に

.
#
、；：ブ

;-
ッ
：
.ク办
基
調
が
資
本
主

_的
.であ
.る.とi
oソヴ
：
エ
：

ベ

、
レ
聯
邦
：ブ
ベ
ロ
：

fグ
の
中
簾

^

パ
本
質
的
に

.は國
家
資
本
逢
義
，の
體
制
を
採
つ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
、
ゾ
聯
ブ

.ロッ
ク
の
構
成
員
た
る

'̂
a未
發

«民
®
に
對
す
る
政 

い
：：策
は
、
：資
本
主
義
的
帝
國
主
義
的
：で
あ

.态七
い：

ひ
得
る
。
-'

.

.

五
.-
.

中
枢
國
家
と
ブ
4

ッ
ク

權
编
濟
體
と

.の關
係
は
、
以
法
の
贫
味
に
乾
ぃ

で「

、多

.少.奢植
民
的
關
係

®
か
れ
て

I
こ

と
。 

5

ハ
し
か
し
な
が
ら
、
ブ

“ッ
ク
經
濟
の
結
成
は
、

-

%
0
 ̂

.
へ
.果行
は
れ
る
の
で
、
ブ
ロ

.ック
全
體
に
お
け
名
資
本
主
義
的
恣
意
ば
、
-:
是
正
：あ

^
“^.と
が
あ
名
：こ
と

0 

:
.

.
こ
れ
が
、
ブ
ロ

.ッ

.ク
經
濟
の
本
質
を
形
成
ず
る
も
の
で
あ
る
が
’
と
れ
が
.數
個
；の
：經
濟
領
域
;|
:
結
合
.す
ふ
原
10
と
し
：て
、
最
後
的
の 

も
の
で
あ
る
か
。
わ
.れ
わ
れ
.は
*
し
か
く
簡
單
に
は
考
へ
.な
>
。
>,ブ
ロ
ッ

ク
經
濟
め
原
.理
に
：核

..
多
ぐ
の
橄
民
地
的
關
係
が
存
祚
し
て 

■
.^
.る
o
數
领
域
の
凝
令
に
^.
.け
る
；̂
^
地
^ '
^
^
:が

親

#

の
ま
一
口
.
デ

^

_
フ
ロ
：
ック
の
，場

-^
に

お

け

る

や

，ぅ

.に
_
.
.
:
.

、
植

民

地*屬

領

と

本

國

_と
<0
.間
.に
行
ば
れ
た
^
ら
^
あ
.：，̂
、.
.また
ブ
ロ
ッ

.夕
の
^.
衣
が
先
逸 

.資
本
主
醫
と
後
進
資
本
主
義
國
とQ

間
に
行
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
響
に
お
い
て
も
*
か
く
？

と
き
植
i

d
 

關
係
を
ブ
掃
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
し
た
な
ら
ば
、
一
1-
Q

S
と
利
益
と
を
、
ブn

ッ
ク
結
成
若
間
I
與
ヘ
る
こ
.と
が
出
來
る
の
で
あ

;.
%

:それ
_

ぶ

讓
: 1
に

1

-#
- 1
:

;爆

—

ね
ば

.な，ら
ぬ

。
.
\ 
.
.
. 

\ 

' 

’ . — 

'

ブ

C3

プ
ロ

.'^
轺
濟
に
ほ
資
本
主
義
^
な
る
も
の
が
ぁ
り
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
經
濟
举
沾
に
多
少
の
害
■惡
を
及
ぼ
す

も
の
と
す
れ
ば
、 

こ
れ
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
眞

CO
經
脾
の
目
的
が
確
立
せ
ら
れ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

.

資
本
主

_が
、
封
建
的
經
濟
か
ら

.進展
し
たg

り
に
お
い
，て
、
そ
れ
は
、
社
會.

Q

進
歩
せ
ぁ
.つ
た
。
資
本
中
義
の
發
達
が
民
族
謹

を

ブ
ロ

/
經
济
の

I本質
お
ょ
び
そ
の
發
脉 

'
一
S
, 

3
1

九〕



'
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
め
本
質
お
よ

W

そ

の

發

展

H

八

.(

L-
彐
〇〕 

發
展
せ
し
め
、
個
人
の
權
利
を
伸
長
し
た
點
に
お
い
て
、
そ
れ
は
中
世
の
晤
黑
に
光
を
投
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
^
は
い
ふ
ま
で
1
な
_い
0 

ま
.た
純
經
濟
的
に
見
て
も
、
‘資
本
主
義
，は
、
封
建
經
濟
に
對
し

.

て

-
.
異

常

に

坐

產

力
を
發
展
せ
し
：

i
、

，そ
.の
限
り
に
お
い
て

'

Il
i
t
M

富
な 

財

貨

を

社

會

に

提

，供

し

，得

る

龜

礎

を

作

つ

龙

の

は

.、

'正
に
資
本
主
義
の
功
® ,
で
，あ
.
^
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ア
グ
ム
い
ス
ミ
ス
が
、そ
.の 

'
「

國
富
論
b

中
で
、
手
エ
エ
場
制
に
よ
る
分
業
の
發
展
に
よ
つ
て

、

そ
の
時
代
の
勞
®
者
と
い
_へ，，ど
も
、
.米
間
社
會
の
主
侯
を
凌

ぐ

坐

！ 

活
を

.な

し

得

る

こ

と

を

譜
ぇ
た
の
は
〃
、

決

し

て

理
由
の
な
い
と
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
正
に
.初
期
工
業
資
本
主
義
の
生
產
カ
增
力
を
禮 

.
譜
し
た
の
で
あ
る
。
か
；
る̂
點
に
お
い
て
、
ア
ダ
ム

•

ス
ミ
ス
は
、
TH
に
資
本
主
義
の
.將
來
に
對
す
る
樂
觀
論
者
で
あ
つ
た
と
い
，ふ
こ
と 

が
出
來
る
:0
/

•

.

 

.

'

,しか
し
な
が
ら
*
資
本
主
義

.の發
展
は
、
ス
ミ
ス
の
樂
觀
論
を
裏
書
き
し
て
ゐ
な
い

6坐
產
カ
は
疋
し
く
封
建
經
濟
に
對
し
て
數
倍
， 

數
十
倍
の
多
き
に
達
しV

ゐ
る
。
'し
か
も
、1
方
に
-，お
い
て
、
こ
の
豊
富
な
物
資
の
提
供
が
あ
る
に
も
拘
ち
ず
、
他
方
に
お
-い
て
、
貧
闽 

‘者
の
袼
在
は
"
.
.
資

本

主

義

下

の

窖

惡

.と

し

て

1

般

に

，認

識.せ
ら
れ
’て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
.あ
る

,0
近
代
社
#
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
、
認
識
.；
 

せ
ら
れ
ウ
、

あ

，
る

と

、
こ

ろ

.は

、
：
資

本

中

；

義
經
濟
體
制
.に
お
け
る
最
も
悲
，し
む
べ
ぎ
所
產
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
'

o

か
く
の
ご
.と
き
社

#問 

題
を
生
む
に
至
つ
た
資
本
主
義
は
、
そ
の
理
念
と
し
て
、
次
_の
ご
と
き
も
の
を
持
つ
こ
と
に
よ
つ
.て
、

か

く

の

.
ご

と

き

結

艰

を

招

來

し

た
 

の
で
あ

る

oン 

.，

ン

.

.

.

1

.

經

濟

運

營

は

、
.

純
#

に
個
人
か
利
益
を
中
心
と
し
て
行
ば
れ
て
.
ゐ
る
こ
と
^
勿
論
個
人
の
利
益
が
社
會
全
體
の
利
益
と
合
致
す 

る
場
合
.は
、
よ
い
わ
し
て
、
合
致
し
な5

場
合
_
に
お
^

て
も
'
、，
そ
.
の
個
人
の
經
濟
計
筧
が
、
.

そ
，の

遝

營

の

興

廢

，の

#

ー
o .

檩

準
t ?
-

あ
る
。
經
濟
は
個
人
主

.義的
に
，營

利

の

追

究

と

し

て

營

ま

れ

る

•-
 

.

-

ニ
こ
の
營
利
の
追
究
が
、
窮
極
に
お
け
：る

’.
社

#全
體

，
の

利

益

と

な
:̂
.とい
ふ
獨
斷
讷
認
識
の
上
に
そ
れ
は
立
つ
て
ゐ
る
。

.三
資
本
主
義
下

•にお
い
て
は
、
集
團
的
利
益
が
考
慮
せ
ら
る

\敬
合
が

?>
-つ
て
も
、
そ
れ
は
ま
づ
集
圑
と
，し
て
の
階
級
の
利
益
が 

考
へ

..
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
階
級
と
は
、
資
本
主
義
社
會
に
お
け
る
指
導
的
階
級
で
あ
る
資
本
家
階
級
で
あ
り
、
こ
の
利
益
が
優

:
f
-
 
r 

-
 

.
 

-
 

. 

. 

, 

.

.

.
•
:
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

. 

; 

' 

.
 

-
. 

’ 

.

.

: 

'
.

先
的
に
顧
慮
せ
ら
れ
る

'資
本
家
的
利
益
も
、
全
體
的
利
益
と
合
致
し
な
い
こ

.とは
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
本
家
の
階
級
的

'
 

; 

... 

、
- 

-

, 

.
 

-

.利益
が
、
ま
づ
考
慮
せ
ら
れ
て
、
こ
れ
が
全
體
の
利
益
と
含
致
す
る
と
い
ふ
の
で
は
、
上
下
前
後
を
顚
撖
し
て
ゐ
る

.
o

V 

‘

 

-

■
. 

-

 

-
■
--
 

:

 

.

.

-

-

-
 

--

i 

-

四

資

本

®
級
の
利
益
が
ま
づ
考
慮
せ
ら
れ
、
社
會
權
成
の
，全
員
に
對
し
て
は
、

•その
.猫
利
追
究
が
許
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か 

-

.

ら
、
利
害
を
共
に
す
る
も
の
團
結
し
て
：、

.その
反
對
利
窖
者
に
對
抗
す
る

9階
級
闘
歌
が
必
然
的
に
發
生
す
る
。
か
、
る
狀
態
は 

決
し
て
社
會
全
體
と
，し
て
の
發
展
と
向
上
と
を
齎
ら
す
も
の
で
は
な
い

。
.

.' 

,
•

五
、
か

\る
結
果
と
し
て
、

.資本
生
義
の
社
會
に

'おい
1て
.は、
階
級
鬪
雙
と
階
級
的
支
配
と
が
行
は
れ
、
こ
の
結
果
優
勢
階
級
が
政 

治
的
機
關
を
掌
握
す

.る傾
向
が
坐
ず
る
。
か
ぐ
の

.ごと
き
傾
向
は
、
社
會
全
體
の
向
上
と
處
理
と
に
任
ず
べ
き
政
治
的
機
關
を
し 

''
':.::::

ぐ
て

"-
1
:
舊

0尊
斷
的
處
適

(?
)
:
卞

^
^

六
全
體
社
會
と

,b
て
の
利
益

*そ
，の
繁
榮
は
、

'そ
‘のだ
め
に
破
壌
せ
ら
る
、
危
險
が
あ
る

*

.資本
的

社

會

は

、か
く

.のご
と
き
諸
點
に
お
い
て
、充
分
是

JE
せ
ら
_る
べ
き

^
-
の

.を持
り
の
で
あ
る

o
,
こ
の
た
め
に
、
瓧
兪
虫
莆

< ,  

-
V

. 

-

 

-  

..

■ 

.
-
'

■
-
■
. 

-
-

■-
:

 -

 
-

 

-

 

,

 

.  

'

.

.

.

 

:

 

-  

.

-

 

-

■

:
 

.「
：.

は
考
察
せ
ら
れ
、
社
會
政
策
は
實
踐
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
いk

ま
筆
背
は

*社
會
中：

義
的
社

#の
.！！成
を
主
張
す
る
も
の

'では
な
い

oし
か

.

 

_

 

-

 
-

 

• ■ 
■ • 
- 

.

.
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•
•
• . 
ニ.
.
- 

-

•

„

.

.

•-
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ブ
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質
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，
 

し
、

I
經
濟
は
、

一
つ
の
人
生
に
對
す
る
手
段
と
し
て
、
赃
し
て

•人
生
が
社
會
に
お
い
て
行
は
れ
る
以
上
、
社
會
全
體
の
た
め
に
運
營 

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。一

國
を
徵
成
す
る
全
員
の
目
的
に
對
す
る
手
段
と
し
て
の
經
濟
が
考
へ 

_

ら
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

？

'
.
- .
■

こ
の
點
に
お
い
て
、
經
濟
的
國
際
關
係
に
お
い
て
も
、
同

.様の
こ
と
を
い
ひ
得
る
。
資
本
主
義
の
原
則
の
國
際
的
適
用
が
:'
\
國
際
資 

本
中

'義で
あ
る
。

.それ
は
最
も
ょ
く
植
民
地
關
係
に
お

'いて
現
ば
れ
て
ゐ
る
。
植
找
地
關
係
と
は
、
あ

.る一
國
が
他
の
領
域
ぬ
對
し
て

- 

政
治
經
濟
的
隸
屬
關
係
を
設
定
す
、る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
虫
と
し
て
先
進
國
と
後
進
國
•
未
開
國
と
の
問
に
設
.定
せ
ら

^〜

關
策
で 

あ
，る
こ
と
は
、
、近
代
植
民
史
の
最
も
ょ
く
示
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
瓜
る
。「

植
民
地
的
：

j

と
い
ふ
一

1
B
葉
が
一
種
の
輕
蔑
を
意
味
し
て
ゐ
る 

こ
と
が
、
そ
の
一

.證左
で
あ
る
と
い
ひ
得
る
。

植
民
地
規
象
に
づ

5て
は
、

'.
次
の
や
ぅ
に
い
ひ
得
る

0
(

一)

植
民
の
一
要
件
比
、，
比
較
的
高

.い文
"化を
持
つ
國
民
の
一
部
が
、
本
國
を
離
れ
た
領
域
に
お
い
て
こ
れ
を

#̂'
し
、

>矶用
ず
；る
こ

と

。
.

• 

-

•

‘ 

. 

.

パ

：
.

(

ニ)

從
つ
て

*植
民
容
の
文
化
，
即
ち
そ
の
所
屬
本
國
の
文
化
が
植
拔
地
域
の
文
化
ょ
り

.も、
優
秀
で
あ
り
强
カ
で
あ
.る
こ
と

6 ,こ
れ 

ば
、
跦
に
植

.民者
の

‘肌屬
遨
本
社
#
:
の
社
會
的
發
風
が 

>
:
原
住
民g

甚
本
社
會

0そ
：れ
：よ
裕
も
，：高
度
ゐ

_場合
で

>̂
:

並
に
交
易
の
技
術
に
お
い
て >

 

.進
歩
し
て
ゐ
る
場
合
で
あ
る
6
/

精
雜
的
文
化
と
い
ふ
が
如
ぎ
方
面
：ば
、
差
し
て
‘重
要
視
す
る
'敷
因
と

.

は
、
こ

I
な

I
い
。
例
へ

f
 

I佛
敎
と

|
如
き
高
度

1
敎

i
存
在
は
、

I
得

f
こ
ろ
で 

あ
る
が
、
こ
の
精
神
坐
活
の
存
布
は
、
イ
ン
ド

.をじ
•てイ
ギ
リ
ス
の
植
.民
地
た
ら

;1
.

-

泌
石
障
害
，と
な
ら
な
か
つ

.たが
如
き
、
こ
れ
.で

.

.

.
■あ
.る0
:
'
ん

..... 

■ 

■ 

•-
(

三)

本

國

と

そ

‘
の

所

屬
國
民
の
移
住
地
域
と
の
問
に
、
何
等
か
の
支
配
的
關
傾
が
成
立
す
る

'0
ハ
：ー

»が
あ
：る
領
域
を
植
民
地
と
す
る
場

■

'合
、そ
の
方
法
に
は
發
見

•先占
•征服
•賢收
•契約
な
ど
の
形
式
に

.よる
の
で
あ
る
が
、
ー
|
_の植
地̂
：が
設
定
ぞ
ら
る
、

«合
^

、
•
•

 

,
+
•
: 

.

 

-

 

.〕  
•

 

:■

 

-

»

•

•

•

•

■

• 

...  

.

.

.

.

. 

,
, 

.

.*

. 

f: 

.

.

.

.

.

.

. 

.
.
.

.の
形
態
の
何
れ
た
る
を
問
は
サ
、植
民
地
の
本
國
へ
の
#
恩
を
、そ
の
本
質
と
す
る
。
.い
ま
だ
本
國
^
植

民

地

：
土

：$
:
間

に

政

治

關

保

亦

:
 

成
党
し
な
い
場
合
で
^
っ
て
も
、
强
カ
植
民
の
一
團
が
存
す
る
と
，き
、
そ
の
植
^̂

と
略
他
圾
と
の
間
に
も
、
何
等
か
の
意
味
；に
：：お
け 

る
突

.配、
從
屬
の
關
係
が
成
立
し
得

.る0.
イ
ギ
ダ
ス

bイ
ン
ド
植
民
の
先
驅
者
と
し
て
の
來
印
度
會
社
は

1英
國
國W

の
特
許
狀
を

.

.

.

■  

V

 

. 

- 

■ 

- 

...  

:
 

• 

- 

'  

;
 

. 

.

.

. V

:

.

.
:

■
.
.
.
.
.

:
■'

■

有
す
％
毺
戾
會
社
：で

*や
龙
が
會
社

_體
が
武
カ
を
有
し
そ
、
；：：そ
，

§
業
根
據
地
を
と
共
紀
、，あ

.る：U

定
の
地
域
に

.おけ
る
.行 

政
槪
を
も
持
っ
て
ゐ
た
。
こ
の
狀
，態
は

.、第
十
七
世
紀
か
ら
笫
十
九
世
紀

.の前
半
ま
で
續
い
て
ゐ
た
。
か
く
の
姊
く
、
植
域
地
關
係

.

■;
:

'

は̂

,:
>
:
本
質
士

.：し弋
植
民
地
：
本̂
國

薩̂

植

：民
奪〈

0

(

從
屬

_常
に
存
冻
ず

^

で

あ

っ

て

、

，
こ

の

現

實

(D
'
:
カ
的
關
係
を
見
逃
す
と
き
、
植
民
翩
係
の
本
質
は
、
見
失
は
れ
る
場
合
が
あ
る
。
一

 

(

四〕

植
民
地
は
、
植
民
苕
ま
た
は
、
そ
の
本
國

’によ
っ
て
、
新
し
い
社
會
關
係
が
與
へ
ら
れ
る
。
植
民
地
は
、
そ
れ
に
順
應
し
て
發
展 

す
る
可
能
性

.が與
へ
ら
れ

.る。
植
尻
者
は
、
植
民
地
に
お

.け.るよ
り
も
發
展
し
，先
技
術
ま

‘たは
組
織
を
、
植
段
地
に
植
ぇ
っ
け
る
も

.

.

で
あ
る
か
ら
、
植
免
つ
け
ら
れ
た
技
術
ま
た
は

.紐熾
の

.種子
は
、

'發展
成
長
す
る
可
能
性
を
與
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
桢
民
地

.

•

-

 

, 

-
 

.
 

,

ブ
ロ
ッ
ク
經
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本
國

.の進
ん
で
來
た
言
な
方

®に
お
い
て
巡
む
可
能
性
が
與
へ

iちれ
今
し
か
し
、本
國
は
ハ
そ
れ
が
い
っ
ま
で
も
、
植
段
也 

と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
欲
す
る
，の

'で、
，

.フラ
ン
ス
の
經
濟
學
者
チ

».
ル
ゴ
ゥ
が
い

0た
や
う
に「

植
民
地
は
，恰
も
祺
實
の
如
く
戎 

'熟す
れ
ば
母
樹
よ
り
墜
つj

と
、い
ふ
傾
向
を
欲
す
る
も
の
で
は
な
い

.0
し
か
し
、
植
民
地
に
對
し
て
與
、
ら

hる
發
展
の
可
能
性
は 

'

チ
ュ
ル
ゴ
ゥ
の
い
っ
た
や
う
に
、
毋
樹
か
ら
墜
っ
る
傾
向
が
あ
る

|0
植
域
地

0社
會
經
濟
的
潑
展

.は*政治
遝
動
へ
の

機̂
を
作
る
。；
 

そ
し
て
そ
れ
は
自
治
制
獲
得
連
動

'がら
獨
立
要
求
運
動
に
ま
で
發
展
す
る
。
こ
れ
に
對
し
て
本
國
は
*
ぞ
の
倾
向
を
抑
制
す
る
政
策 

を
採
用
，す
る

‘ので
*
こ
V

に
植
说
地
對
本
國

.の，政
治
的
葛
籐
が
起
る

.0
植
民
地

ff
O題
が
、

.-
新
し
き
植
民
地
の
獲
得
の
問
題
と
共
に

、
- 

舊
い
植
扰
地
自
體
の
問
題
と
し
て
、
重
要
な
所
以
が
こ
，
に
あ
る

。
.
.
•
. 
,
,■
.

-
 

.... 

•
 

: 

-
 

. 

•
 

-
 

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

 

.

.

.

.

.

.

'

.... 

V. 

'

植
贝
地
問
題
ま
た
は
植
民
政
策
を
論
ず
る
も
の
毐
に
は
所

_馬
領
と
し
て
の
植
民
地
の
み
を
、そ
の
對
象
と
す
る
も
の
が
あ
るo 

純
粹
の
植
戾
地
を
、
そ
の
硏
究
の
對
象
と
す
名
の
で
お
る
，。
こ
の
態
度
は
植
民
地
と
い
ふ
概
念
の
明
碰
を
期
す
る
上
に
は
、
贽
も
奸
都 

合

.のこ
と
で
あ
る
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
讀
ん
で
字
の
如
き
植
民
地
を

-そ
の
對
象
と
す

.̂
こ
^
に
よ
つ
て
、

一
定
のs

独

を̂s 

す
る
こ
と
は
出
來
石

o;L
#
'L
、

'广國
に

.おけ
る
純
然

.た
る

篦

她

，
の

み

が

、

1そ，
の.國の
政
洽
、

.經濟
上
に
重
'要
性
を
有
す
る
雰
に

お
い
て
は
、
そ
れ
で
も
事
は
足
り
る

.ので
あ
ら
う
。
し
か
し
、
さ
う
で
愈

.い場
合
に
お
い
て
は
、

ー
國
の
政
治
經
濟
上
の
筑
要
性
を
、

.. 

. 

. 

... 

. 

. 

* 

•

そ
の
屬
領
の
み
に
よ
っ
て
、
测
免
す

‘るこ
と
は
困
難
で
あ
る
。
即
ち
、

一
國
が
他
の
形
式
上
の
獨
立
國
を
、
そ

50
政

治

、

經

濟

^

飞

ぷ

.

.

.
ニ

 

-- 

j
.
. 一
 

-
 

•
 

-
-
-
-
I

の
下
に
置
く
亦
ご
と
き
場
合
、ま
た
は
そ
の
國
の
屬
領
で
あ
り
な
が
らr

政
治
上
の
自
治
制
を
獲
得
し
、
そ
の
銃
^
に
お
ハ
て
も
、
ま
を

\

. 

-
I 

. 

- 

• 

■

-
 

.
、

.

外
交
政
策G

走
於
い
て

^
:
.
繁
性
を
有
し
な
が
ら
、そ.Q

實
質
忘
い
て
は
、本
國
忙
對
し
的
地
位
を
有
す
る
が
ご
と
き
場

合
に
、
そ
の
有
す
る
勢
力
を」

團
の
政
治
經
濟
的
勢
力
と
し
て
計
量
し

.ない
こ
と

'̂
、

'認識
を
芷
當
化
す
る
も
の
で
ほ
な
い
。
.そ
し
て 

か
く
の
如
き
自
治
：
i
M領ま
た
は
獨
立
國
は
、

.その
本
國
ま
た
は
强
國
に
對
し
，て
、植
興
地
的
地
位
を

‘有す
る
も
の
で
あ
るo
し
か
し
、 

そ
れ
を
純
然
た
る
植
民
地
と
し
て
取
娘
ふ
と
と
は
、
誤
り
，で
あ
ら
ぅ
。
そ
こ
に
半
植
尻
地
の
概
念
が
生
れ
る

.0 

半
植
益

と
は

-そ
め
國
の
領
域
自
體
と
し
て
は
、
；！
の
獨
立
询
の
形
態
を
呈
す
る
も
の
で

’はあ
ざ
が
、
そ
の
實
貧
に
お
い
て
ば
、
あ 

る】

强
國
の
支
配
を
受
け
る
か
、
數
個
の
强
國
の
支
配
を
受
妙
て
、
一
國
の
植
民
地
の
如
き
權
能
を
行
ふ
と
こ

•ろで
あ
るo

そ
こ
で
は
、
 

經
濟

§!
^
達
ー
が
高
度

.な
層̂
旗
处
的
；產

;«
に
：
ず

あ

の

：
生

塵
0
:
基
遽
養
置

.̂;
.
^

義
を
有
す
る
。
而
し
て
、
そ
の
領
域
が
、

一

.國嘧
た
は
數
國
の
支
配
下
に
あ
り
な
が
らr

1
.
國
と
し
て
の
獨
立
を
保
つ

1以
は
-
こ
の 

國
を
中
心
と
す
る
强
國
の
，勢
力
の
均
衡
狀
態
が
、
そ
の

.領域
を
一
强
國
の
純
然
た
る
植

-民地
た

.らし
め
な
い
所
以
で
あ
る

o而
し
て

- 

一
强
國
の
麗
領
で
なS

半
植
民
地
國
は
、

.か
5の
如
く
數
個
の
乱p

の

.相.互
干
渉
に
よ

.つて
、
そ
の
政
治
的
獨
立
を
保
つ
も
Zの
で
あ
る 

が
、
そ
れ
が
實

S
獨
立
國
で
な
い
所
以
は
、
强
厕
とQ

間
に
过
、
倚
政
治
上
の
不
平
等
條
約
が
存
柱
し
て
ゐ
る
こ
と
に
、よ
つ
て
も

* 

知
る
こ
と
が
出
來
る
。
現
在
か
く
の
ご
と
き
狀
靡
に
あ
る
領
域
と
し
て
は
、
支
那
、中
央
ア
メ
リ
カ
諸
國
を
數
へ
る
こ
と
が
出
來
る
し
、 

•■
&れ
に

.近い
も
の
と
し
て
、
南
來
歌
國
バ
ル
方
ン
•謝
國
を
數
へ
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。

，

半
植
我
地
の
重
要
性
は
、

.そ
れ

.が確
固
た
る
實
質
的
な
獨
立
の
政
治
を
持

‘た
ず

、
、
常

に

、
列

强

Q

中
涉

I
け
て
ゐ
る
點
と
、
こ
れ
ら 

•の領
域
：
、̂
原
料
資
源

‘の
產

地

，と

し

て

、

ま

た

そ

の

生

產

可

能

カ

.を有
す
る
地
方
な
る

.點、
瑰
往
の
購
賈
カ
並
に
可
能
的
ま
龙
は
潜
在 

市
場
と
し
て
の
價
猶
の
點
に
あ
り
、
政
治
的
に
は
、

S

の
植
民
地
は
如
何
な
‘る
ち
^ :

に
よ

■ると
も
、
そ
の
所
屬
變

M

に
は
、•

—

*

&

 

ヴB

ッ
ク
經
濟
の

.本質
お

'よ.び^
の
發
展 

、 

, 

四

ー

ー

ー



|

ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
本
質
お
ょ
び
そ
の
•發
展 

，

、

四

四

(

i
s

困
難
が
伴
含
拘
參
、
半
植
民
她
に
お
い
て
は
、
そQ

實
カQ

如
何
に
從
艺
、
こ
れ
を
植
镒
化
す
る
こ

f
可

.能で
あ
る

。
^

し
て
、
植
民
地
を
有
す
る
讓
も
、
こ
れ
を
持
た
な
い
國
家
冬
、
そ
へ
資
本
主

I
產
の
當
然
の
結

f
し
て
、
市
場
、
原
料
、
投
資

の
領
域
の
不
斷
の
擴
張
を
要
求
す
るQ

で
、
常
に
植
民
地
的
領
域
を
求
め
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
、
现
代
の

I

Iけ
$
植
民
地
の
重 

要
性
が
あ
る
。 

.

I
六

現

在

ま

で

に

お

.け

る
ブ
ー
ッ
ク
經
濟
の
結
成
は
、
か
4

植
民
地
的
關
係
が
主
要
な
議

と
，な
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
i

Q

ご
と
く 

で
I

O

こ
の
關
係
を
持
續
し
づ
、
、
ブ
ボ
ッ
ク
を
形
成
ず
る
こ

と

は

、
，ブ
ロ

 
■

ツ
ク
形
成
の
諸
領
域
を
、
中

樞

國

•家

Q

犠
牲
と
す
る
，も
の
* 

で
あ
る
，と

い

は

ね

ば

な

，
ら

な

’
い
。
勿

論
ブ
ロ
..ッ
'
ク

の

形

成

にょ
つ
て
、
中
樞
國
家

が

，、
，
そ
の
利

益

を

釋

し
つ
'
 
ブ
.ロ
，ッ
ク
構
成
，の 

他
の
領
域
に
對
し
.て
利
益
を
與
へ
る
こ
と
は
あ
り
得
るc

即
ち
ブ
ロ
ッ
ク
構
成
の
結
艰
と
し
て
、
未
麗
地
紙
に
.産
業
：が
敗
隆
し
、，そ 

の
た
め
に
、
こ
、れ
ら
の
領
域
に
お
け
る
經
濟
的
利
益
が
上
進
し
-’
た
め
に
坐
活
の
改
善
•知
識
の
發
達
筝
に
寄
與
せ
、ら
る
る
こ
と
は
.あ 

り
得
る
こ
と
で
あ

る

.0
ま
た
あ
る
程
度
ま
'

 

か
く
の
ご
と
き
結
见
が
得
ら
れ
な
い
と

す

れ

ば

：
、

ブ

ロ

'
ッ

ク
のm

成
ほ
、：：圓
僧
を
期
す
、
 

る
こ
と
を
裳
い
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
4

場
合
に
中

樞

讓

は
、
常
に
デ
ィ
ク
1

T
ト
す
.

f

の
で
あ 

飞
他
の
權
成
領
域
は
、
こ
れ
に
服
從
す
る
も
の
：で
あ
る
.
0

.

.
I
.
.
.
'
.
.
.
.
.
.
.
.
.
: 

.

. 

+

\

■

.

.

.

.

.

 

. 

- 

( 

+
•
.
.
'
•
.
.
.

-*
. 

•

•

 

■

か
く
の

/こ士
き
猶
揭
地
的
隸
屬
關
係
は
、
現
注
の
：
.やぅ
な
社
會
潭
識
，民
族
意
識

0高
揚
し
て
ゐ
；る
時
代
，*?
:
お

いて
は
、長

.く^
^し： 

得
な
ぃ
こ
と
は
明
か
で
ぁ
る
。
こ
れ
は
、近
代
に

•おけ
る
民
族
主
義
の
發
展
と
、
そ

0基
礎
的
條
件
の

.植民
地
ま

.たば
半
橄
民
地

0
け

る
形
式
に
ょ
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
民
族
主
義
は
、
.次
0
、如
き
事
情
に
ょ
つ
て
發
展
し
て
來
た
も
_の
で
あ
石
0
;
,
:

-:
-:

'，
自

由

主

義

を

港

繼

し

龙

蓮

國

感

'自由
_お
妓
石
產
業

-0
發

展

顏

繼(

.：齡
：
置

程

)

：の
結
栗
海
外
進
出
の
必

^

同
時

後̂
進
爾
冷
競
都
が
存
；准
す
る

0
:
へ
前'^
,

.

齡

民

地̂:
.先は
|
-
植
揭
地

.に和
け
る
授
資

;̂
^
^

:

織
：の
改
革
を
必
要
と
す
る
。
.
こ
の
，場
合
、
自
'申
王
義
は
最
n

十
止
揚
せ
ね
ば
な
ら
^

®

こ
れ
に
代
ば
- ^

も〗

の
は
、
：
苒

び

民

族

、壬

^

で
.ビ

け 

れ
ば
な
.
ら
.な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
の
民
族
主
_

は

、

最

早

民

族

形

成

、
時

代

：の

民

族

生

義

と

異

'_っ
て
、：
積
極
的
に
斑
^

の
.：組
.
' 

織
を
強
化
し
-

上
れ
を
國
家
的
目
的
の
た
め
に
利
用
す
る
の
で
I

る
？
こ
れ
を
積
極
的
民
族
主
義
と
呼
ん
で
ゐ
る
：o

こ
れ
は
第
十
九
世 

紀
の
、七
八
：十

年

代

か

ら

世

界

大

戰

前

後

に

い

た

る

ま

で

の

.傾

向

で

，あ

る
:0
,

V
 
'
 

.
 

.
 

. 

..... 
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•:
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 . 

一

.. 

• 

. 

.... 

.

.

. 

....

.現
代

泌

、
民

猴

主

義

は

夫

體

に

お

い

：：
て

0も 

る
？
し
か
し
、
現
代
に
お
け
る
民
族
生
義
は
、

t
!
.
® 

,

• 

•
 

...
.

 

•
. 

.

.

.

.

.

.

一
：

.

'

み
で
は
な
く
、
後
進
國
と
し
て
の
植
民
地
ま
た
は
半
植
戾
地
に
お
け
る
芘
族
主
義
が

-存在
す
名
こ

.とに
ょ
っ
て
、非
常
な
複
雜
挫
を
持

.つも
、の
で
あ
る
。 

f

.
-
.
.
■;
.
:■.■
.■
■■•
:'
'
:
.■
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V
-
,
'

パ
で

■
'
.

'

.橫極
的
民
族
主
義
の

•繼續
は

"フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム

.にお
い
て
現
は
れ
て
ゐ
ゐ
。
，フ
ァ
ッ
シ
ズ
と
ム
へ
い

-ふ：の
は

.、-,
-'.
イ
ル
リ
ー
語
で
あ
り

> 

イ
タ
リ
ー
の
運
動
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
運
動
は
、
い
ま
や
世
界
的
傾
向
で
、あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
石

.と思
ふ
。
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ズ 

ム

1イ
タ
リ
ー
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
、

.日本
の

.國家
主
義
は
、
そ
の
代
表
的
な

1
‘
の

.であ

.る0こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
そ

0】

.つ
ー
.
つ

を

檢 

討

.する

.と、き
；
そ.
'<
:

に̂

差

，異

も

あ

，
る
：
の

.であ

.るが
、
大
體
の
傾
向
と
し
て
は
、陳̂

な
も
の
を
持

.つて
ゐ
る
と
.い
ふ
こ

iが
出
來
る

o 

■ 

そ
れ
は
、

‘その
全
備
タ
義
で
あ
る

9全
體

.主義
の
由

と̂
及
ヶ

|
.のは
、

.民族
で
あ

'̂
.、國
家
で
あ
る
。
こ
の

.•
國
家
ま
た
は
民
族
を
、

ブ

0
_
ッ

..
ク
經
濟

.の.本.質扣
ょ

_がそ
、の

.發座

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

，

_..
四
班

.
1■、七lilt

し
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ッ
ク
經
濟
の
，
本

質

'お
ょ
び
•そ
O'
發

展

• 

•

5l
.
t、
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UM1A

〕 

そ
の
活
動
っ
に
お
洽
舱
傘
的
七
ら
し
め
る
た
め
に
ノ
民
族
め
組
織
を
變
啟
せ
ん
と
す
る
と
こ
る
に
-
そ
の
轉
徼
が
あ
る
”
そ
し
て
-
民 

族
鞲
成
員
た
る
個
人
‘の
尻
族
ま
•た
は
國
家
に
對
す
る
奉
仕
を
強
要
し
、
そ
の
組
織
を
形
成
す
る
£.
と
を
特
質
と
し
-
民
族
の
外
部
發
％

へ
：
，
に
，
最

齋

價

»
ど
衝
':
;<:
;
'
:

:ひ
^:
;驗
每

識

.憑
ぢ
^
^
^
^

植
民
地
^
た
は
半
姻
诚
地
民
族
主
義
は
-

こ
れ
ら
の
領
«

に
民
族
.の
形
成
を
主
張
し
、
そ
の
.隹

治

獨

立

を
生
張
す
るo

こ
の
民
族
の

^
:
成

の

主

張

は
植

民

地

ま

た

は

半

植

民

地

に

お

け

る

封

建

的

社

會

の

打

破

の

主

張

で

あ

り

、
民

挺

の

自

治

ま

た

は

獨

龙

の

主

長

は

、

1 &

民
國
ま
た
は
先
巡
國
に
對
す
る
植
讨
地
關
⑶
ま
た
は

-半
植
思
地
關
係
の
瓶
消
を
主
艰
す
名
0
.
.
植
拔
地
^
た
は
半
植
尻
池
關
餚
と
は
、

先
進
國
^-
對
す
る
後
進
國
の
政
洽
經
濟
的
雪
關
游
で
あ
る
が
、
.こ
の
打
破
‘が

、囊

さ

れ

て

ゐ

る

‘の

で

あ

る0
こ
0'
點

に

お

い

て

、

帝

國
主
義
打
破
の
運
動
と
な
つ
て
現
は
れ
る
。

の
帝
國
主
義
打
、破

'の運
動
は

-後
進
國
に
お
い
て
は

"土
雲
木
の
運
動
と
し
て
：
ま

た

.勞働
者
農
民6

運
動
と
し
て
現
は
れ
る
。
從
つ
て
植
民
地

I
は
半
植
民
地
に
お
け
る
民

I
義
は
、
善

一

つQ

傾
向
に

iつ
•て

代
表
せ
ら
れ 

>
こ
れ
が

.̂
進
國
と
の
關
係
に
お
い
て
：、
複

•化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
土
着
資

.本と
勞
働
者
農
民
の
關
係
補
に
兩
者
の

.

S
主
義
に
對
す

.る異
れ
る
關
係
が
あ
る
。AJQ

點
に
お
い
て

'植
益

當

4半
植
益
の
民
族

_
は
、
讓
に
お
い
，

p

羅

な

點
ヵ
あ
る
。
し

.
^
し
な
が
ら
、

.こQ

民
蟹
義
を
理
解
す

t
と
な
く
し
て

.、隻
地
ま
た
禁
植
民
地Q

問
題
を
理
解
す
雪
と

..

H; 

.不可
能
で
あ
る
。.

.

■

两
七
：

'

：

,

.

以
上
.の
や
う
な
與
族
主
義
の
立
場
に
立
.
つ
て
、
、
'フロ
‘/に
お
け
る
中
樞
國
家
以
外
の
も
の
は
、
そ
の
デ

イ
ク
テ
'

I

I

排
除
せ
ん

と
欲
す
る
で
あ
ら
ぅ
し
、
そ
の

«退
に
默
す

.る&敗
權
を
藤
求
す
る
で
办
ら
ぅ

0
.
現
拒

.の
や

ぅ

に

緊

密

な

ブ

ロ

'>
-

ク

經

齋

が

構

成

せ

ら 

-れな
い
場
合
に
お
い
セ
も
、
民
貌
主
義
運

が̂
植
民
地
並
に
半
植
民
地
を
屮
心
と
，レ
て

.旺盛
に
行
は
ル
て
办
る
場
合
に
、
新
ら
し
く
ブ 

ロ
ッ
ク
經
濟
を
形
成
す
る
た
め
に
ぬ
、
多
丸
の
努
力
を
必
要
と
す
る

。

-

■

 

\ 

强
大
國
の
勢
力
下
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
に
對
す
る
反
對
は
、

.後進
國
に
お
け
、る
成
族
主
義
的
見
地

.の：卜
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
宅

.
'
. 

肩
議
本
の
形
成
發
展
と
そ
の
民
族
賓
本
の
下
に
お
い
て
、
，發
坐
し
っ
、
あ
る
勞
働
者
僧
級
の
農
戌
階
級
と
の
結
合
に
よ
る
带
國
屯
義
の 

汊
對
運
動
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、；
t界
戰

爭

の

媾

和

會

議

，に

お

け

る

民

族

自

決

主

義

，
の

主

張

と

、

.世界
戰
爭
に
お
け
る
植
民

. 

地

'また
肋
半
植
民
地
の
政
治
經
濟
的
發
展
と
に
よ
っ
て

-促
進
せ
ら
れ
て
ぃ
現
密
に
及
ん
で
ゐ
て

"茜
だ
强
烈
な
も
の
が
あ
る
，。
從
っ
丨

. 

' 

. 

-!••-: 

• 

. 

. 

•-■•;•:

 

. 
yj.f-.
 

... 

.

.

.

. 

• 

- 

•

.
.

.
.

て
、現

•在に
お
い
て
は
、
岿
國
領
土
以
外
の
領
域
と
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
關
係
に
入
り
込
む
こ
と
は
、
茜
だ
し
い
困
離
と
い
は
ざ

i
得
な 

，い
。

.殊に
、

‘そ
の
領
域
が
半
植
，民
地
的
性
質
を
有
す
る
場
合
が
、：
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
領
域
と
し
て
參
加
を
髮
せ
ら
る
、
こ
と
が
ぺ
最

も
多

の̂

_で.ある
が
、

.そ

.&
に
は
、」

次
扠
如
き
障
窖
が

#在
，す
る

。
‘

.
-

.

. , 

• 

....... 

-•» 

• 

; 

• 

•..

一
半
植
民
地
領
域
と
も
て
、
列
强
の
政
治
經
濟
的
勢
力
が

-施
に
、そ
の
經
濟
的
機
構
，の
沖
に
織
り
込
ま
れ
：て
ゐ
る
こ
と
。
、投
資•

•借
款

•事業
の
形
式
を
、

.そ
れ
は
採
つ
て
ゐ
る

® 

i 

/ 

.

ニ
，
民
族
資
本

.の相
當
に
發
股
し
、

.また
，は
發
展
の
可
能
性
そ
持
つ

.てゐ
る
と
こ

.ろで
は
、
段
族
資
本
の
活
動

^g ：

害
た
る
に
い
た 

•る
と
き
、
直
ち
に
难
國
主
義
反
對

-(
7>蓮
動
が
展
開
さ
れ
る

,-
-0これ
对
國
货
提
唱

*外
貨
ボ
ィ
コ
ッ
ト
•
特
權
の
駿
止
な
ど
の
^
態

を
と
つ
て
ゐ
る 

o
. 

_ 

‘ 

- 

.
、

. 
く
.
 

.••

. 

- 

.、
/

•ブbッ
ク
經
濟
.の
本
質
お
よ
び
そ
の
發
展 

：

/ 

四

1̂
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b三
r
'

し
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,
ブc”

ク
經
濟
の
本
質
お
よ
び
そ
の
.發
展 

, 

四

八

c

七

'四0

)
一

一
 
您
劣
纪
生
.活
水
準
を
維
持
し
て
ゐ 

る
に
過
ぎ
な
い
。
從
つ
て

’努
働
者
階
級
は

‘階
級

_邻
士
し
，て
、
民
族
資
本
に
對
立
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
低
劣
な
坐
活
水

_

.

.

.

.
■. 

■
■:
•
 

'
ン

:-
.
-:-
:■■■
'
.
.
:
:..

,.
'
'
.
:
:'
'
ぐ
.
.ア

.

.;;

.

.

.
:
'
.
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.

-
V
- 

-
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V
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-
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-
 ̂
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の
維
持
を
不
可
缺
な
も

.のと
し
て

*そ
の
國

'に活
.励す
.る外
，阈
資
本
を
排
擊
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
點
に
お
い
て
、
勞
働
著 

.:

は
、民
族
資
本
に
對
す

■る敵
對
者
で
あ
る
と
同
時
に
、外
國
資
本
の
侵
略
反
對
者
で
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
て
勞
働
者
階
級
は
、
尻 

族
資
本
と
提
携
し
，て
、
外
國
資
本
の
仗
對
奢
と
な
る
。
と
れ
に
加
は
る

の̂
は
、
半
植

地̂

の

，
半

封

建

性

に

よ

0て
、
，.經濟
的

.織
 

■乏の
狀
態
釔
續
け
る
農
段
階
級
で
あ
る
。
帝
國
主
義

•仗對Q.

運
動
は
、
か

iる
陣
容
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

四
こ
れ
ら
の
諸
運

’動を
、
半
植
民
地
に
お
い
て
指
導
ず
る
も
の
は
、
知
儺
階
級
で
あ
る

0そ
の
ィ
デ
オ

.口ギ
ー
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ 

-
1
的
な
段
族f:

義
で
あ

■るか
、
ロ
シ
ャ
流
の
共
產
主
義
で
あ
る
が
、
玄
那.Q

如
き
と
こ
ろ
に
お
い
て
ば
、
，故
者
の
勢
力
が
優
っ
て 

ゐ
る
。

• 

' 

' 
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. 

•

:

.. 
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.
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'
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.
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こ
れ
ら

0詻
隙
寄
は
、
そ
の
領
域
の
半
植
民
地
性
か
ら
起
っ

’てな
る
。
從
っ
て
、
毕
植
以
地
的
關
係

t排
絕
し
、
冷
た
：は
改
訂
ず
を 

こ
と
に
，よ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
緩
和
す
る
こ
と
が
出
來
よ
う
か
と
、

.考へ
ら
れ
る

oし
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
半
植
拔
地
的
關
係 

亦
谈
訂
せ
名

.る齡
'に：し
；
^
:そ
.の改
1
^に
#い
.て：名
3

獨
立
と
を
主
賬
す
る
で
あ
ら
う

.0
の̂
民
族
の
獨
立
と
自
由
と
は
、

.それ
が
柚
象
讷
に
理
解
せ
ら
石
、
限

0に
お
い
て
、
妥
當
性
：を
有

'

.

-

-

:■ 

- 

- 

- 

.

. 

... 

——
.
.

.

 

-
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.
I

す
る
の
で
あ
る
が
、
單
な
る
民
族
自
決
、

if

義
は
、

..
現
亦
の
段
階
に
お

Vて
は
、
最
早
通
用
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
原
取
で
あ
る

。
：
. 

:: 苌

掘
自
決
凍
華
は
、
そ
：の
民

.主主
義
的
形
態
；杷
奢
ぃ
七
も

«:
;
'
社
會
主
義
ま
喪

に
過
ぎ
な
い

oそ
の
理
由
は
、第一

に
裳
等
の
民
族
概
念
の
暖
昧
に
あ
る

.o 

.

民
族
由
氣
者
ぱ
、：こ
れ
乾
血」

の

^

て

.ゐる
？
，共 

產
主
_
者
も
、
民
族
の
歷
史
性
を
主
張
し
な
が
；
、
ス
.タ
ー
.リ
ン
の
ご
>'
き

は

，
、
.
こ

れ

:^「

血」

の
；
問

題

と

を

區

別

す

る

こ

と

，
が

.出

來

ず

， 

常
に
駿
眯
で
あ
り
、
彼
等
の
い
ふ
ブ
ル

.ジ
ョ

士

理

論

家

に

近

い

も

.の

が

あ

る

/0
こ
の
點
に
お

w
*r
;v'(

_
tt
へ
最
も
大
ぎ
な
談
謬
を
侵」 

し
て
ゐ
る
。
第
二
、從
っ
て
彼
等
は

"民
族
が
歷
史
的
社
會
經
濟
的
構
成
で

^
:

る
：：

と

：
置

理

解

ぬ

到

達

ず

.るこ
：と
が
出
來
な
い
。
第
三
、 

第

1
:;3
.理油
か』

彼
等
は
機
械
的
な
民
族
自
決
生
義

(0
主
張
杞
良
っ
：て
ゐ
今

^

投

■に
、
最
も
よ
く
現
は
れ
て
ゐ
る

。.•

こ
れ
ら
の
勸
點
か
レ
見
れ
ば
、
民
族
主
義
者
は
勿
論
で
あ
る
が
、共
産
主
義
者
も
、著
し
く
自
由
主
義
ィ
デ
；オ
，ロ

.ギ
r
Q殘滓
を
持
っ 

て
ゐ
る

o尻
族
自
決
そ
の
も
の
は

.、よ
き
意
圖
を
持
つ
た
主
張
で
あ
る
。
民
族
の
自
凼
と
獨
立
と
ぬ
、何
處
ま
で
も
尊
重
せ
ら
れ
ね
ば
な 

ら
ぬ

oそ
れ
は
民
族
の
，艰
本
的
要
求
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
自
由
主
義
的
解
釋
ま
た
は
方
法
は
、
既
に
述
べ
た
や
ぅ 

に
棑
擊
せ
ら
如
ね
ば
な
ら
ぬ
？
か
く

;€
>如
き
機
械
的
主
張
は
、

.よし1

國
內
に
數
種
の
民
種
が

#在
す
る
場
合
に
も
、
ま
た
獨
立
の
數 

千
萬
ま
た
は
數
億
の
民
族
の
場
合
忙
為
い
て
も
，
許
容
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
，ら
ぅ
。
そ
れ
は
そ
の
民
歡(

民
族)

の
坐
活
機
襁
が
、
也 

の
民
種
の

',
そ
れ
と
綜
合
的
に
な
っ
て
ゐ
る
歷
臾
の
：段
隞
に
お
い
て
、

‘民種
協
同
の
生
活
體
が
、旣
に
出
來
上
っ
て
ゐ
る

.ので
あ
る
か
ら
、 

こ
れ
か
ら
自
決
權
に
よ
つ
て
ハ
離

.脫す
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
現
に
民
族
を
構
成
も
、
凌
た
鞲
成
し
つ
、
あ
る
が
、
也 

の
民
族
と
そ
の
相
五
の
坐
活
圈
の
擴
大
に
よ
っ
て
、

.協词
的
關
係
を
緊
密
な
ら
し

»そ
ゐ
る
場
合
に
は
、
こ
：の
.協
同
的
關
係
を
促
進
す
る 

ご
と
に
よ
.

っ
て
、
反
の

.て：、

.民.族的
生
存
を
確
保
し
得
る

.こ
-<
?
:
が
あ
：る
で
あ
ら
ぅ
;0

軍
に
、機
械
論
的
な
民
族
自
決
主
；
|
|
の

と̂
き
.は
ノ 

'ブ
oッ
タ
經
濟

;0
本
質

>
.
ょ
ぴ
々
カ
發
屑

- 

四

九

(

ヒ
四
ー〕
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.
現
代
に
い
お
て
許
容
せ
ら
れ
な

.い.も
0で
あ
る

0旣
に
他
界
の
傾
向
は
、
數
個
民
族
の
協
同
ま
た
は
結
合
に
あ
る

o
#£D
:協
同
ま
た
精 

合
调
お
、に
け
る
启
由
と
自
主
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
及
い
，
.の.であ
.る0わ
た
く
し
は
、
か

ご

と

く

民
族
.自
決
主
^
を
批
刹
す 

る
こ
と

.によ
つ
て
、
敗
米
帝
國

_主義
を
許
容
し
よ
ぅ

'と‘いふ
の
で
は
な
い

.0
,それ
.は協
同
で
社
な
く
、抑
艇
で
あ
り
、搾
取
の
た
め
の
突 

配
だ

か

ら

，
で

あ

る

。
T.
ジ
ア
、民
族
は
そ
れ
を
拂
ひ
の
け
て
、
相
互
の
民
族
協
同
.
に
入
る
必
要
が
あ
る
と
い
ふ
の
み
で
あ
る
。

民
族
協
同
の
現
狀
維
游
的
資
本
主
義
的
形
態
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細

說̂
れ
來
つ
た
ブ
ロ
ッ
タ
經
濟Q*

主
張
で
あ
る
が
、
こ
の
虫
張
^
、 

あ
ま
り
に
現
在
の
政
治
的
國
境
に
拘
泥
じ
過
ぎ
る
と
：い
ふ
批
制
が
あ
り
、
ま
た
國
際
聯
盟
の
ご
と

-t
、

■
民
主
主
，義
的
な
、
從
づ
て 

有
力
國
家
の
獨
裁
を
許
容
す
る
や
ぅ
な
國
家
聯
盟
を
排
斥
し
、
地
域
的
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
し
よ
ぅ
と
す
る
主
張
に

、
.
ク
ー
デ
ン
：ホ
：丨
フ 

が
ゐ
る
。

'パ
.

.、現
在
の
社
^

^
織
の
基
礎
の

•上に
國
際
的
地
域
大
ブ

pt
ノ
ク
國
家
の
建
設
を
提
唱
す
る
も
の
は
、
ダ
ー
デ
ン
ホ

iフ
の
.

「

机
ョ
I 

n 

7パ
.し0
:
九
ニ

1ニ年)

で
あ
る
。
ク
ー
デ
シ
ホ
ー
フ
は
、
現
在
の

.國際
聯
盟
が
、
英
佛
の
外
交
政
策
の
た
め
に
利
用
せ
ら
れ
、
且
つ
佌
界 

•
.
の
：最
大
锢
廣
た
石
北
米
合
衆
國
と
サ
ヴ
エ
;1
.ト
•
ロ
シ
ア
を
包
含
し
な
い
點
に
お
い
て
無
力
で

.ある
と
な
し
、
全

.
^
:
的

國

家

聯

盟

に 

代
へ
る
に
、
旣
存
國
際
關
係
を
基
準
と
し
て

*
.
地
域
的
大
ブ
ロ
ッ
ク
國
家
を
提
唱
し
た
。
彼
は
今
日
世
界
の
政

•治的
指

®は
、
ウ
シ
ン

.

•

■.
 

. 

• 

.

. 

•
•
•
+ 

.

.

.

.

.

. 

f
v
.
.
. 

.

. 

••
•.. 

. 

, 

.

.

.

.

. 

.

•.
:
.
•
.
.
.
.
. 

• 

.•.
•
.
: 

.

. 

.... 

...
 

.••

.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

-•
へ• 

> 

: 

, 

: 
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.

.

.

.

. 

• 

. 

r 

. 

. 

•

ト
ン
，

•ロ
ン
ド
ン

•モ
スn

1
•
衆
京•

パ

矿

に

あ

り

と

し

->
こ 

>に國
際
的
勢
カ
分
野
の
中
心
點
が
存
す
る
と
し
、
併
せ

.て、
こ
れ
は
將 

來
世
界
大
國
家
の
輪
廊
を
肅
く
も
の
と
す
る
。
而
し
て
、
五
個

<0
-遊
患
的
勢
カ
分
野
は
一

•アメ
リ
カ

*
-~
;ィ
ギ
リ
ス
，
三

*ロ
.シア
'
>
; 

四
，極
軍
ァ
ジ
ア
、

'五•

ョ
ー
、ロ
ツ
パ
で

.ある
？
こ

.の五
つ

■の'ブロ
ッ

.クは
世
界

0新
分
配
ぉ
ょ
び

.構成
展̂

_
'
す
る
软
の
と
す
る
？
第
：

1

の
ア
メ
リ
ヵ
は
ヵ
ナ
ダ
を
除
く
、
南
北K

 
メ
リ
ヵ

！̂套
す
る
大
ア
メ
孓
國
で
あ
る

。
.
第
二 Q

ィ
ギ
リ
ス
は
、
議

ぷ

民

ぬ

• 

屬
領

•自
治
領
を
含
め
で
の
大
英
帝
國
で
あ
る
？
第
三
好
シ
ア
は
、
現
忙
ソ
ヴ

7
ト

ニ
シ
ア
社
會
主
_
聯
邦
と
し
て
組
織
岔
ら
る 

.
の
大
讓
を
意
味
す
る
。
第
四

Q
Sアジアは日本およぶ那•、
こ

|

國
の
統
一
.的
支
配
形
成

I
大
國
家 

で
あ
る
第
五
の
ロ

1ヤ
ソ

ノ

は

口
シ
ナ
.以
南
の
現
在
ロ
，
ョ
ツ
バ
か
ら
英
本
亂
を
除
い
た
部
分
を
意
味
し
、
こ
の
領
域
に
涨
る
大 

國
家
組

f
い
ふ
の
で
蒙
。

f
デ
ン
ホ
丨
フ
の
，主
と
し
て
主
張
す
る
、と
こ

.ろは

.抓
J
?ソバ
で
あ
つ
て
、

こ
の
强
カ
な
組
钱 

(

I

民
I

め
て
の)

に
よ
る
以
外
に
、
現
在
の
ョ
丨
？
ソ

バ

を

救

.
ふ

べ

I

な
い
と
い
ふ

の

で

I

彼
が
現
在
の
社
會
的 

經
濟
が
甚
礎
の
下
に
お
い
て
ョ
1
ロ
ツ
バ

11
|
.
結
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
次
，の
言
葉

‘に.よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
，の
で
あ
るo

日
く「

•机
ョ...

,ロツ
'ハ問
題
は
、

»シ
ア
問
題
に
お

•いて
最
高
調
に
達
す
る
。

'■ョi
ツ
バ

.政策
の
虜
商
的
は
、
：

t

シ
ア
來
錢Q

防
止
で
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い•

こ
れ
を
防
止
す
る
に
は
、
ヨ

i
ツ
バ
の
團
結
な

I
.一
 
の
手
段

I
Qみo

蕾

は

ヨ

ソ

バ

，に
對
し
一
切
の
讓
的
敵 

愾
心
を
去
つ
て

8

1

1合す
る
か
、若
し
く
は
？
ン
ア
の
征
服
の
犠
牲
蔭
る

.かを
議
せ
し
め
る」

とo 

fデ
ン
ホ
丨
フ
の 

I

iツ
パ
が
、
社
會
組
織
の

.現狀
I

t的
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
，
彼
I

げ
る
、f

丨
,
ツ
バ
の
聯
邦
的
結
合」

に
よ
I

 

質
的
利
益
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。「

一

;
丨
ロ
ツ
バE

馨

Q
f、ニ
•世
界
歌
に
對
す
か

I
ツ
バ

I
、
三
•赤
き
又 

き

ニ

アq

侵
略
ヵ
ら
の
織
護

.四
•軍縮
の
可
能
性
、
五

•アメ
；リ
ヵ
及
び
.ィ
ギ
リ
ス
の
將
來
は
、
槌
朿
お
よ
び

Pシ
ア
の

_ 

に
塞
す
る
鼓
爭
能
力」

こ
れ
で
あ
る
。
こ

.の主
張
を
見

.ても
、
ク

l
f
\
ホ
！
フ

-の主
，張
は
、國
膽
係
に
對
す
る
本
質
的
な
變

f
窗 

參
べ
き
社
會
的
性
質

I
た
な
い
も
の
で
あ

V
ぞ
の

4

I
の
主
張
は
、
ヨ

_
ツ
バ
有
力

I
注
意
を
惹
い
た
こ

ブ 
J

I

I

I

4

.

.

,

.
 
. 

r 

,
5
. 

, 

•(

七

I



ブ

Wジ
ク
經
濟
の
本
貧
お
ょ
び
そ
の
發
.展 

.

五
ニ 

(

.七四
四)

.

と
は
事
實
で
あ

.らう
が
、

.現在Q

社
會
狀
態
並
に
そ

p'
ls
國
間
の
關
係
を
，、
そ
の
ま

iと
し
て
遛
く
や
う
な
主
張
は
•
殊
に
複
雜
な
國 

.
際
的
並
に
社
會
的
關
係
.を
有
す
る
ョ
ー
ロ
ツ
パ
に
お
い
て
は

、
.

1

の
空
想
と
見
る
ベ
ぎ
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
ノ
か
ぐ
の
如
き
現 

狀
維
持
を
本
位
と
す
る
國
際
主g

す
ら
、
從
來
の
所
謂
ブ
，ル
ジ
ョ
ブ
的
學
者
ま
た
は
思
想
の
間
に
お
い
て
は
、

’珍奇
■とす
る
に
足
る
の

.

.で

.
あ

る

.
？
 

！

わ
れ
わ
れ
は
、

‘‘
ク
ー
デ
ン
、
.ホー
ブ
の
主
張
す
る

•やう
な

‘意味
に
お
い
て
、
經
濟

®:
同
體
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ク 

'
1
デ

.ン.、ホ 

:1
,フ
の
生
張
は
、
あ
ま
り
に
ョ

1ロ
ツ
バ
的
で
，あ
る

;°
そ

.の理山

.は、
ョ
ー
ロ
バ
ツ
パ
•ブロ
ッ
グ
，に
お
い
て
、
そ
の
現
有
す
る
と
こ
ろ
の 

植
民
地

.を含
め
て
ゐ
る

.から
で
务
る
。
そ
れ
で
は
、何
等
現
在
，の
や
う

.為國
際
的

^
s
o
解
決

.にも
な

.らな
，い
知
、

_植民
地
並

.に：f

植
域

. 

地
問
題
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
。
彼
の
主
張
は
、

•現在
の

■大英
ブ
ロ
ッ
ク

ア̂

'メリ
ヵ

*,
フ
ロ
：ッ
ク
の
本
質
を
擴
大
^
た
に
過
ぎ
な
い
ャ 

そ
れ
は
、
た
ブ

.ロッ
-クの
形
態
に
お
け

.る列
强
の
世
界
分
割
案
で
黍
る
。v

れ
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と

.は
-'
既
に
晛
瞭
で
あ
る
。..現 

■'
:*.
;«
>
'
歷
於
的
段
隞
に
お
い

^
■植
民

.沸
縦

：
た

ほ

、
：
半

植

房

摊

敗

關

■の)

改

訊

钇

て^

武
力
を
も
つ
て
す
る
植
民
地
的
ま
た
は
半
植
兒
地
的
關
係
の
設
宠
は
、
あ
る
ひ
は
可
能
.
で
あ
る
が
も
知
れ
ぬ
o

'v

た
と
へ
、
そ
れ
が
可
能 

で
あ
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
.そ
.の
經
濟
的
能
舉
は
、
そ

Q

犧
牲
を
差
引
い
て
超
過
す
る
こ
と
が
出
來
な
W

で
あ
ら
う
.O

V
こ
の
こ
と
は
•

:

—に
證

明
.さ：れ
た

事

實0や
う
に
思
妹
れ
名
，
英
來
な
ど

'の妨
は
ゆ

?>
'
:
1
'#
て
：名
*
ち 

， 

:亦、
暴

問

題

I
つ
：て

真

，

^

名
が「

春
の
經
濟
協
同
體
變
ノ

-っ
め
材
料

据̂

供

す

る

ゃ

ぅ

に

考

べ

ら

：̂

•.
..;
ソ
:■
'

'

徙
取
大
戰
の
前
半
、
英
國
の
ノ
ル
マ
ン
_エ
ン
ジ
工

ル

は

、「

大
幻
影
| _

ハ
0
§けInusi'gv

を
著
述
し
て
、
戰
郇
の
負
擔
が
列
國
を 

し
て
戰
郇
を
囘
避
せ
し
め
、
ま
た
は
こ
れ
を
不
可
能
と
す
る
だ
ら
ぅ
と
論
じ
た

.こと
は
、
有
名
な
舉
實
で
あ
る
が
、
そ
の
豫
想
の
失
敗 

に
も
拘
ら
ず
、彼
は
、そ
の
著
の
一
九
三
三
年
皱
に】

九
三
八
年
增
補
版
を
出
し
て
ゐ
る

;0
そ
の
外
に
な
ほ「

ハ
ヴ
及
び
ハ
ヴ
•
ノ
ッ
ッ
の 

ビ
ジ
ネ
ス」(

一.

九
三
六
年)(This Bussiness of Haves and Have-nots)

を
刊
行
し
で
、
人
口

•資源
並

•に
攀

.の
關
係
を
論 

じ
、
ハ
ヴ

•ノッ
ッ
の
諸
國
に
お
け
る
認
識
を
萣
正
し
ょ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
。
な
ぼ
こ
の
問
題
に
關
す
る
最
も
實
證
的
硏
究
を
遂
げ
た
も
の

■ 

•に、グ
ロ
ヴ

.ア•クラ
ア
ク
が
あ
る
。
ク
ラ
ア
ク
は
一
九
三
六
萍
に
ニ
つ
の
著
述
を
妣
し
て
ゐ
る

0
-

「

帝
國
主
義
の
貸
借
對
照
表」

ハ

«巴叫
9 

ce Sheets of Imperialism)

と
一
八
九
八
年
十
二
月
六
日
に
払
け
る
ド
イ
ッ
の
ブ
リ
ン
ス

•フ
ォ
ン

•ピユ
ロ
ウ
の
演
說
の
結
語

「

わ 

れ
わ
れ
は
何
人
も
日
蔭
に
置
き
た
く
は
な
い
、
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
自
分
達
の
た
め
に
日
向
の
場
所
を
要
求
ず
る」

と
い
ふ
文
句
か
ら
，
 

そ

，
の

表

題

を

取

つ

た

「

日

尚

の

場

所

(A Place in 

ttr
.
e 

.sun 〕

と
で
あ
る
。
前
蓉
は
、
人
口 

•
資
嫄

•貿
.易に
つ

い

て

、

植

说

地

'
の

經

濟 

:的
價

値
._
が

幾

何

で
名̂

如

0開
題

わ

對

す

：る

綿

密

衮

銃

訏

的

硏

焚

で

.ある
;0
菊
版
百

2
^
 ̂

全
部
統 

許
的
材
料
を
も
つ
て
塡
あ
ら
れ
て
ゐ
る

o r日
肉
の
場
所」

ば
、
こ
れ
に
反
し
て
、
こ
の

'統訃
的
材
料
を
驅
使
し

.ての
議
論
で
あ
る
。
な 

ほ
、

.ォク
ス
ォ
ド
の
ラ

.スキ
ン

•力レ
ッ
デ
の
ア
ル
フ
レ
ド

•プ
•ラム
マ
ア
は「

原
料
か
戰
带
資
源
か」(

;九三
七
年)(Raw Mate

rials or War Materials)

に
お

‘いて
、
こ
の
問
題

I：
*論
じ
て
ゐ
る

oこ
れ
ら
の
諸
著
述
は
、

.たま
く
筆
菪

.

Q

遇
目
し
得
た
も
；の 

に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
佌
に
も
、
多
く
こ
の
種
の
も
の
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
、

.この

.種の
_論
が

'主
と
し
て
所
謂
ハ

'ヴス
、

• 

の
諸
國
に
お
い
て
行
な

.はれ

.てゐ
る

.こと
は
、
注
意
を

.耍す
る

.とこ
?>
1?
あ

？̂
® 

へ

ブ

Pッ
.ク
經
濟
の
本
質
お
ょ
び
そ~Q

‘發
展 

，'.
 

‘

五

-H(

七
四
五〕

.



ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
本
質

お
よ
び
.そ
の
.發

展

‘

3 L

四

(

七
四
，六)

.

い

ま

グ&

♦ゥr夕
ラ
ア
夕

.に從
つ
で
、
そ

€織
論
の
大
要
を
記
し
て
置
か
ぅ
。丨
ク
ラ
ア
ク
は
植
民
地
價
哺
の
問
輯
に
つ
い
て
、三
，
 

つ

0
1薇が
，
あ

る

と

い

ふ

。

第

1に
人
ロ
に
關
す
る
誤
讓
、
第
二

.に資
源
に
，關

_す>說
,一、
第

3に
.貿渴
に
關
す
る
誤

0で
あ
る

6第 

一
の
人
口
に
關
す
る
議
は
、
人
口
過
剩
に
よ
る
移
戊
問
題

..
に
關
す
翁

_で
あ
るo

人
口
過
剩
は

、
' 
植
益
要
求
の
最
大
の
理
由
を 

形
成
し

.た。
し
か
し
.

過
去
半
世
紀.Q

移
段
運
動
は

*そQ.

•理由S

な
い
こ
と
を
證
明
す
る
。
ク
ラ
ア
ク
は
、
こQ

期
間
に
お
け
る
ョ 

丨
ロ
ツ
バ
諸
國
か
ら
移
民
と
し
て
、
海
外
に
定
住
し
た
數
を
、
そ
の
歸
還
者
と
の
差
引
に
お
い
て
、
ニ
千
萬
と
課
し
たo

ョ
丨
ロ
ツ

. 

パ
諸
國
の
植
民
地
を
形
成
す
，る
ア
フ
リ
カ

•印度
•南涕
方
面
は
、
こ
の
內
幾
何

.の人
口
を
吸
收
し
た
か0.

ア
フ
リ
カ
は

-ヨ
丨
ロ

ツ
バ 

諸
國
の
統
，治
下
に
あ
る
ョ

.
iツバ
以
外

P地
域q

四
分Q.

三
を
占
め

t
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
ア

フ

リ

カ

へ

は

、
ョ

‘ 

1ロ
ツ
。ハ
-移
民
の
二
分
に
達
し
て
ゐ
な
い
ノ
現
に
ア
フ
リ
カ
に
•在
住
す
る
ヨ

1口
ツ
バ
人
人
ロ
は
、
ョ

1ロ
ツ
バ
人
口
の
十
萬
分
の
六
、 

約
養
人
に
過
ぎ
なi

。

ア
ジ
ア
に
は
、
？

ロ‘ツ
バ
諸
國
の
着
下
に
あ
る
地
域
の

'五分
の
一
が
あ
る
。

.ョ丨
ロ
ツ
，パ移
民
の
四

® 

だ
け

‘が、
こ
、
に

S
し
た
に
過
ぎ
ぬ
。
，し
加
るH

、
ア
メ
リ
カ
に
は
、
？

ロ
ツ
パ
統
治
下
湓
域
は
、
五

.十分Q

一
 
に
過
ぎ
ぬ
.に 

も
拘
ら
ず

3>
.

1

ロ
.
ツ

ノ

移

民

の
.十分
の
九
は)
こ
、
に
定
住
す
る
こ
と

^
^
な
つ
て
ゐ
る
。
：ク
；ラ
ア
ク
に

.よれ
ば
ノ
移
民
は
、
經

1的
，
 

.利益
と
宗
敎
的
社
會
时
自
由
と
が
存
在
し
さ
へ
す
れ
め
、
政
治
的
支
配
の
如
き
は

.問題
と
せ
ぬ
。
そ
の
最
も
よ
い
例
は

^
.
對
外
的
に
は
、 

何
等
政
治

ft
'支
配
打
を
持
つ
て
ゐ
な
い
支
那
歡
瓦Q

成
功
が
擧
げ
ら
れ
る

oク
ラ
.
ア

ク

、
は

諸

國

.CO
'
例

を

孰

げ

て
ゐ
る
が
、
，日
.本

-
の®
洲 

へ

の

場

合

を

表

 1

じ
て
、
滿

洲

への
日

本

人

の

移

民

は

-

日

本

人

ロ
®
加

办

數

ヶ

-
月

分

に
達
し
.て
ゐ
石
の
み
だ
と
指
摘
し
て
ゐ
今 

.原
取

問

.
題•につ
い
て
も
、
同

_
>ク
ラ
ア
ク
は
い
つ
て
ゐ
：

1̂
0

戰
時

Iお
け

る

•
原

斜

確

保

Q

問

題

は

、

原

料

诉

從

地

へ

の

交

'[
&

の

確
保
に
*'
つ
て
解
決
せ
ら
る
べ
き
こ
^
は
、
批
界
大
戰
の
ド
イ
ツ
の
例
が
示
す
と
こ
ろ
だ
と
い
ふ
。
ま
た
原
料
が
、
他
國
の
烫
配
下
に 

あ
つ
て
も
‘
そ
れ
が
利
益
の
た
め
に
販
賫
せ
■ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
對
す
る
政
治
的
統
制
は
、
大
な
る
效
果
を
擧
げ
， 

,
な
<̂
、
結

揭

に

お
V
て
、
世
界
に
買
手
を
求
め
る

よ
W
方
法
が
な
く
-
多
少

.の廷
降

を

し

，
て

も
買
ふ
べ

.きと
こ
ろ
に
室
る
も
の

it
tt
ゐ 

る
で
し
か
し
て

'原料
の
缺
芝
を

"高
價

な

坐

產

、に

よ

っ

て

自

已

坐

產

に

よ
.っ
て
充
た
さ
ぅ
，と
す
る
の
は
、
經
濟
的
に
唬
立
し

#̂:
-C‘狀

V 

.況

杧

考

$

-:
1
,て

->
来
載
ば
右
抽
缺
汔
國
_

貿

易

の

維

持

の

た

め

，に

す

.
る

植

民

地

の

保

有

も

利

益

で

な

い

と

論

斷

さ

れ

.て
ゐ
る
。
イ
夕
リ
丨
の
一
例
を
擧
げ
よ

ぅ

。

一
八
九
四
年 

か
ら
一
九
三
ニ
年
’に
菸
る
ま
で
の
イ
タ
リ
ー
の
全
植
说
地
の
輸
出
入
貿
易
の
總
額
は
五

-?:
六一,

百
萬
リ
ラ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
*
こ
の 

期
間
に
お
け
る
全
イ
タ
？

質
易
の 
一Q.

パ
丨
セ
ン
ト
以
上
.の

.もの
で
あ
る
。
し
か
る
に
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
三
ニ
年
に
，至
る
イ
タ 

リ

1の
植
民
地

•經營
費
は
、
六
、八
五
六
百
萬
リ
ラ
で

.あ，
ニ
十
ヶ
年
に
お
け
る
直
接
植
货
地

&費
が
、
西
十
ヶ
年
の
植
宅
地
貿
易
よ 

り
一
ー
ー
一
〇0萬
リ
ラ
多
額
で
あ
る
。H

チ
オ
ビ
ア
攻
略

.の最
初
の
六

.ケ1
^けで
、：.

イ

.•
タ
リ
ー
は
旣

.に. 一

〇
、
〇
〇
〇
萬

-̂
ラ
.を
費
し 

て
ゐ
る
。
植

:M
地

.貿易
は
、
か
く
の
如
く
赤
字
貿
易
と

fる
.のが
，
ク
ラ
ア
メ
の
說
で
あ
る
、

•

ブ
ラ
ム
ア
も

.クラ
ア
ク
と
同
じ
言

I
場
に
立

.つて
ゐ
る
が
、
彼
は
進
ん
で
資
源
'0
再
分
割
を
主
張
し
て
ゐ
る

0と
の
前
提
と
し

て
、
彼
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
徹
底
的
な
軍
縮
で
あ
る
。
こ
の
前
提
が
行
は

.れな
け
れ
ば
、
資
源
の
神
分
割
は
不
可
能
と
、
彼
は
い 

0て
ゐ
る

0

こ
れ
ら
の
所
論
、
殊
に
，
‘クラ
ア
ク
の
，そ
れ
は
明
確
な
數
字

€>
'上
に
立
つ
て

.ゐか
。

し

か

し

、
移

民

、
に

.關し
て
は
、
明
瞭
に
移
民
の
_
由

.

ブ
ロ
/

經
濟
の

本
賓
お
よ
び
そ
の
發

M

S
 

,

.(

七
四
.七)



.

:

.
ブ

I

I
本
質
！

暴

展

、.r 

:
ぺ

 

.
£
ハ

_

(

七
四
八)

を
前
f

.
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
質
I

つ
い
て
も
資
源
に
つ
い
て》

さ
う
で
I

O
植
民
地
’の
保
持
は
、
經
濟
的
に
い
つ
て
、
摘
失 

デ
る
こ
と
は
多
そ
あ
ら
う
し
力
し
，
そ
れ
は
、

P.

防
上
の
必
要
と
い
ふ
點
も
あ
ら
う
し
、、
ま
た
奮
地
費
用
は
國
民
全
■
の
負 

撸
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
か
ら.

Q

利
.益
は
、
そ
の
內
に
I

も
の
が
響
す
る
と
い
ふ
事
實
.も
、
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
.。
ク
.ラ
ア
ク
は
、

I

I

Q
倉

と

し

歷

し

て

t

が
、
I

s

合
、
H

は
、方

法

的

議

f

。
i

蜜
と
い
ふ
場
合
こ
、

そ

の

養

i

馨

t

。
し
I

'

i

霊

I

れ
で
f

 •

 

.

I

n

?

蒸

損

失

i

の
幻
影
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
.ら
ぬ
。 

/ 

.

ネ
益

娶
す
る
に
ク
ラ
ア
ク
そ
の
化
の
人
の
甚
.は

現

狀

紙

持

を

欲

す

る

ハ

ヴ

.ス

の

立

場

か

ら

な

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

、
目

‘

つ
筆

者

の

指
 

摘
し
た
や
う

i

f方
法
的
誤
■

含
ん
で

1
6而し
て
、
？
 
ノ

、
J

と
し
て
ゐ
る
。
\
し
て
、
冷
靜
な
批
判
I

し
得
な
い
や
う
な
狀
態
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
き
ハ
ヴ
|

_

論
を
も
つ
て
し
C
: 

は
、
.麗

9

•ノ
ッ
ツ
の
攻
f

免
れ
t

ぎ

出

來

ぬ

。
ま

し

て

驚

地Q

保
有
が
、
f

l

商

富

祟

行
は

れ

I

合
迄

 

遂

算

.保
有
國
8

湯

禱

利

I

I

、
ダ
ッ
ト
の
i

政
治」

の
•中
で
、
事
實Q:

上
S

い
て
、
I

さ
れ
て
ゐ

，

.パ
I

地
.價
脩
.

檢
計
ゆ
、
—

民
地
獲
,

_

そ
の
治
安
の
維
持
に
お
い
て
、
f

し
く
高
價
i

る

こ
と
^

諸
國
の
驚
地
行
政
が
、
.
.と
れ
を
示
し
て
.ゐ
る

。

'.
...

し

か

I
ほ
世
み 

の
帝
國
主
,

强
が
、
I

I

獲
f

 

I

の

霧

に

■

で
：あ
I

 

よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
全
國
民
の
着
よ
っ

七

2

き
點
に
お
い
て

.植民
地
不
經
濟
論
が
ー
部
に

*强
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
當
然
で
あ
；る

0 

:

、■ 

. 八
キ 

ノ 

■

. 

..

こ
の
事
態
を
脫
れ
る
た
あ
に
は
、
植
民
地
關
係
を
、
經
濟
協
同
體
關
係
に
賴
换
す
る

.ょり
外
忙
、
方
法
は
欠

/>
0そ
し
，て

;:
'こ
の

協

; 

:
;
F

-:
l
i
經
濟
關
编
：
_
獲

：、

:1
蓋

橄

雷

掘

患

；
て

論̂
_

通
的
關
係
に
お
い
て
、
協
同

.體の
一
員
た
る
こ
と
が
出
來
る
か
ら

.であ
る
。 

：
：
'.

iM
在

半

植

扎

ー

地

國

尤

や

の

ー

卿

應

斤̂
靡
嫌
證

^藥國
歲
^

ン
世
界
卷 

自-H

と
獨
立

i
確
保
す
含
と
は
、
困

I

Iと
い

は

砮

な

念

。
か
く
て
、
こ
れ
らQ

國
は
、
そ

0領
域

S
も
勢
力
を
荷 

•

す
る
ぃ
づ
れ
かQ

强
大
國
に
附
隨
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
こ

P狀
態
を
拒
否
す
る
と
す
れ
ば
、
經
濟
的
お
ょ
び
政 

治
：

b

腿
迫
が
加
へ
ら
れ
る
で
，あ
ら
う
。
多
く
の
場
合
、
こ
の
抑
遞
の
力
に
敵
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
、
半
植 

■'
 

P地ま
た
社

:&
:'-
^
1
,
係

*
^
設

^
;
せ
ら
れ
ノ
こ
れ
に
對
す
る
反
抗
運
動
が
、
そQ

領
域
に
お
け
る
民
族
麗
と
し
て
繰
！
さ̂
る
、
も
の 

•と
す

'れ，
ば

、

兩

者

に

對

す

る

損

寄

は

、

E大
.なも
の
；部
あ
る
で
あ
ら
う
。
,

.

.

,:

.■_に
ま

;̂
、:;
«
_
_
*
濟

議

_
ぶ
_

呙
她
■
關
麗
を

4も
の

:̂
改
：訂
に
：
0る
か

の

で

あ

り

'

協

同

牆

歡

成

國

の

全

員
 

ン」

;-
'
.
ご

に

對

オ4遺

.向上
*
■池
^
^

用

-せら
れ
て
ゐ
る
限
り
に
お
い
て
、
起
，び
得
な
い
の
で

.あ.る。
.

■.

從
つ
て

、

咖
く
の
で
と
き
い
ろ
い
ろ
の
事
旧
を
考
慮
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は

9
.ロッ
ク
經
濟
ょ
り

\
高
次
の
_
成
體
を
考
へ
ね
ぜ
ま

ブ
ロ
ッ
ク
經

Mの
本

.質お
ょ
び
そ
の
發

M

• 

五

ヒ

* 

c
b

四
九〕
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ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
本
質
扣
ょ
び
_そ
の

發

顶

’ 

’ 

•

五
、

(

b
五
o) 

ら
ぬ
。
て
の
高
次
の
_
成
體
に
'は

、

經

濟

協

同

體

士

い

は

る

べ

，き

も

の

.で

あ

る

が

、

そW協
同

，
體

に

お

ハ

て

.は

、

’一
經

濟

協

傷

s
fしH

、

經f

は
新
ら
し

ite
則Q

下
に
行
は
れ
な
け

&
な
ら
ぬ
。

.

.
こq

點
に
お
いy

、

資
本
主
義
に
或 

,る
程
度
の
是

.4
Hを
加
へ
る
必
要
が
あ

\
-殊に
私
利
優
先
の
資
本
主
義
胸
傭
神
が
、
掘
同
體
全

.體を
綜

合

と

し

，
て

の

金

體

的

協

同 

主
義
に
轉
換

-̂
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

ニ
從
つ
て
、
經
濟
協
同
體
に
お

い
て
は

*ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
に
お
け
る
や
ぅ

.な植3

地
關
係
が
、
諸
領
域
の
經
濟
的
相
瓦
關
係
の
莶 

.

.
本

的

な

も

の

，
で

あ

つ

，
て

は

な

ら

ぬ

\0
諸

領

，
域

が

华

植

说

地

_と
し

.て
の

本

質

を

有

す

る

場

合

に

，
は

*

そ

の

本

質

を

除

去

す

べ

き

こ 

;

と
が
肩
圖
さ
れ
ね
，城
な
ら
ぬ
。
經
濟
搞

.同體
に
お
い
て
は
、
.植
民
地
關
係
ま
た
は
半
植
玫
地
關
係
の
改
廢
が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
か 

.い。
そ
の
初
期
の
結
び
付
き

.にお
、い
で
は
、
植
民
地
的
ま
た
は
半
植
民
地
的
關
係
の
形
態
を
と
.る
場
合
も
あ

り
得

る
が

、
尊

來
に 

お
い
て
、
そ
の
是
正
が
確
約
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る

.0 : - 
\ 

.

三

‘經
濟
協
同
體
に
お
い
て
も
、
中
樞
的
调
家
、は
存
在

'し得
る
。
か
く
の
ご
と
き
中
心
敗
熱

»が
存
注
し
，な
い
士
す
れ
ば
、
ブ
ロ
ッ

., 

ク
經
濟
に
し
ろ

"經
濟
掘
同
體
に
し
ろ
、
結
成
が
不
可
，能
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
に
お
け
る
中 

遭

家

は

、
他

.の領
域
に
デ
ィ
タ
テ
丨
ト
と
す
も
も
の
で
あ
る
。
經
濟
篇
同
體
に
お
け

•る中
樞
的
國
家
は
、
他

D領
域
に
對
す
る 

デ
ィ
ク
テ
ー

,タア
，
で

は

な

，
い
。

そ

.の，
任

務

は

そ‘の協
！
體̂
鞲
成
領
域
の
未
發
達
部
分
に
對
す
る
發
展
と
協
同
と

«)
誘
導
的
援
妙
で

..

■

,な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
中
樞
國
家
の
利
己
主
義
に
墮
す
る
の
で
は
、
從
來
の
植
段
地
•半
植
民
地
關
係
と
同
一
で
あ
る
。

四
，.

經
濟
協
同
體
に
お
い
て
は
、
ま
づ
協
同
體
金
體Q

•利害
が
考
察
せ
も
れ
る
中
樞
國
家
も
、
他

/>
領
域
が
發
展
し
て
、
そ
の

^

.度に
ま
で
到
達
す
る
ま
で
は
、
い

6い
ろ
の
指
導
の
任
に
つ
く
も

.ので
は
あ
る
。
し
か
し

>中
樞
國
家

©利
，已
主
義
は
、
こ
の
場

.合
嚴
に
抑
制
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

。
• 

V 

• 

; 

, 

- 
• 

■

■»
.
 

•
• 

.

.

. 

. 

. 

•

S

五
從
つ
て
、
經
濟
協
同
體
の
構
成
は

 

>互惠
的
双
務
關
係
：.にな
け

れ

ぱ

，
な
，
ら

い̂

。

資

源*投
資

#易
蚤

產

に

お

：
い

：て

は

、
協
 

.同
體
全
體
の
利
益
か

.ら算
出
さ
れ
た
針
蕺
が
な
さ
る
べ
き

.で，ある
。
.

：：
；
：，

六
以
上
の
ご
と
き

I拱
と
し
て
、
經
濟
協
同
體
は
、
全
面
的
計
憨
性
を
持
つ
こ
と
を
必
要
と
す
る~。

,

.か、
る
諸
點

‘にお
い

.て、

.經濟
協
同
體
は

、
y ロッ
ク
經
濟
體
ょ

bも
、
數
步
を
進
め
た
も
の

あ̂
る
と
い
ふ
こ
と
.が
出
來
る
で
あ 

ら
う
。
從
つ
て
經
濟
協
同
體
は
、

'その
全
面
的
統
制
び
必
要
叫
結
梁
、
地
域
的
に
は
接
壌
地
帶
た
る
こ
と
を
要
す
る
。
ま
た
ブ
ロ
ッ
ク 

經

濟

ょ

，
り

も

、
.密接
不
可
分
の
關
係
が
設
定
せ

.らる
の
で
、
接
壤
地
帶
に
お
け
る
領
域
協
同
體
た
る
の
實
を
有
し
、
運
命
，協
同
體
的
關 

係
に
入
る
の

’であ
る

o .

こ

.の場
合
經
濟
協
同
體
は
、
獨
乙
語
に
飜
譯
す
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ャ
フ
ツ

•ゲマ
イ
ン
シ
ャ

.フ卞
と
い
は
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う

。■ 

し
か
し
、
多
く
の
取
龃
共
同
體
論
者
が
、
衆

'前共
同
體
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
性
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の

.言葉
を
，
も
し
も
ド 

イ
ツ
の

a:
#
m
#
フ
ユ
ル
ダ
ナ
ン
ト

•テ
ー

デ
ス
の.：意
味

し

た

本

質

的

意

志

の

體

實

者

と

，
し

'ての「

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト」

を
意
味
す
る 

な
ら
ば
、
若
干
の
行
き
過

.ぎであ
ら
う
と

■思は
れ
る
。
經
濟
協
同
體
は
，
現
段
階
に
お

\>
>
-
て

.は、「

ゲ
マ
4.
ン
シ
ャ
フ
ト.」

で
は
な
い
o

'
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そ
の
、形
成
後
、
數
十
年
ま
た
は
數
百
年
の
後
に
お
い
て
は
、
い
ざ
知
ら
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眼
前
に
お
い
て
形
成
せ
ら
る

.べき
經
濟
協
同
體
は
、
反

つ

■.
.
.

 

て
利
益
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で
あ
る
士
い

.ふ.べ.きで
あ
る
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何
と
な
れ
•は

そ

こ

，に
は

一
定
S

畫
に
從
つ
て
の
盡

•資源
•投資
•質易
•勞働
等
■の

囊
が

規

制

せ

ら

る

、
の
で

f
、
慕
 

發
生
的
ま
た
は
自
鄺
生
成
的
な
構
成
體
で
は
な
い
か
，ら
で
あ
るo

そ
の
露

に

お
い
て
、
經
濟
協
同
體
は
、
家
族
ニ
國
i

な
ど
の 

言

な

自
然
農
的
構
成
で
は
な
い
。
そ
の
間
に
行
は
れ
る
緊
密
な
關
係
、
そ
の
間
に
存
在
す
べ
き
友
好
關

係

は

、
み

な

齡

性
の

實

.

現
せ
ら
れ

S
装

る

怎

怎

ら

で

t
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汔

經

镙

同

體

迄

け

論

證

成

的

議
は
、

鐘

地

f
しWQ

領
域
協
同
潰
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と
し
て
の
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
重
ず
る
運
命
協
同
體
的
I

で
1

C
こ
の
觀
念
に
ょ
つ
て
、
經
濟
協
同
體
が
3

す
る
の
で 

あ
る
が
、
そ
の
成
立
の
糧
並
に
そ
の
持
續
の
疆
に
お
い
て
は
、「

ゲ
マ
ィ

ン

'

シ
ャ
フ
ト」

的
で
は
な
い
o,

言
い
ふ

I

f有
す 

る
と
こ
ろ
に
經
濟
協
同
體
の
本
質
が

.横は
る
の
で
あ
る
。

.

/

■

經
濟
惊
痏
體
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成
は
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次
の
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と
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本
質
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る
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1

接
壊
地
帶
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け
る
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協
同
體
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f

、
從
つ
て
、
運
命
篇
體
的
性
質
を
持
つ
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經
濟
協
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植
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ま
た
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も
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t
る
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、

Iれ
は
協
同
的
原
則
の
上
に
お
い
て
行
は 

•れる
の

.であ
る
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濟
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迆
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た
も
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世
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植
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な
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*現
在
办
段
階
に
お
い
て
、

.か

.ぐの

.ごと洽
ブ
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經

.濟の

..
强

趿

性

，
に
，
ほ

幾

务

の

>疑問
が
あ
る

02:
戚
的
關
係
に
お
け
る
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濟
協
同
體
が
一
つ
の
理
念
と
し
て
發
生
す
る
こ
と
は
、
決
し
て

*偶
然
で
は
な
ぐ
、
反
つ
て
、
當
代
の
眞
實
の
要
求
に
應
ず
る
た
め
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い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
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